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軽音楽部の諸活動を通して、若い人材を育てる

①軽音楽部の学校内外における認知向上を図る
②社会や地域貢献を視野に入れた部活動の提案
③生徒による自主自立した部活動運営の支援

　現在、全国で軽音楽系の部活動が活発に行われ、多くの生徒が軽音楽を通して様々なことを学んでい

ます。それは軽音楽部の「自主性」や「責任感」の伴う活動が学習意欲の向上につながり、「コミュニケー

ション（意思伝達）」「クリエイティビティ（創造力）」「チームワーク（協働）」「エンターテイメント（顧

客満足）」といった社会で必要とされるスキルを育てることができる部活動であると認知されてきたから

だと思います。

　私たちは、支援活動を推進するには公平性と中立性を保ちながら、情報公開を通じて広く一般の方の

賛同を得ることができる特定非営利活動法人としての活動が望ましいと考え、当協会を設立しました。

これまでにも、情報誌の発行、大会や合同演奏会の運営支援、大会プログラムの発行、生徒や顧問への

各種クリニックや講習会の開催、軽音楽連盟発足の支援などを行ってきました。今後も不特定、かつ多

数の公益に寄与しながら、軽音楽を通して青少年の健全な育成を目指していきます。

ご支援いただいている特別賛助会員の皆様（敬称略／順不同）

株式会社ミュージックネットワーク
公益財団法人かけはし芸術文化振興財団
一般社団法人サトヤマカイギ
大阪音楽大学
名古屋芸術大学
宝塚大学
日本工学院専門学校
専門学校ESPエンタテインメント東京
専門学校東京ビジュアルアーツ
専門学校名古屋ビジュアルアーツ

ミッション

ビジョン

■1,000円から
　 寄付ができます

■法人の方は賛助会員
　の項をご覧ください

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

ビジュアルアーツ専門学校
名古屋スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
ギブソン・ブランズ・ジャパン株式会社
フェンダーミュージック株式会社
有限会社エムエージー
Ableton 株式会社
株式会社トップトラベルサービス
株式会社福々家
株式会社サウンドハウス
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千葉英和高等学校 軽音楽部（千葉県）

第2回 高等学校軽音楽コンテスト関東大会 準グランプリ「ペトリコール」

本校の軽音楽部の部員数は3年生3人、2年生19人、1年生20人の計42人です。挨拶や
時間を守るなど、当たり前のことを厳格に守っていくことを前提にし、他者や練習ができ
ている環境に敬意を払い、日々の活動をしています。また、音楽を通して、自己や他者と
向き合っていくことを大切にしています。最終的に自治をすることを目的に置いており、
自分たちが所属するこの場所をどのようなものにしていきたいのかを一人ひとりが考え、
生徒による主体的な運営を目指しています。練習では、バンド単位に終始せず、パートご
とに集まり、横や縦のつながりの時間も大切にしています。

私たちは関東大会に向けてオリジナル曲をアレンジし、何度も合わせてきました。そのた
め、今回の2位という結果は私たちにとってとても悔しいものでした。しかし、大きくて
素敵な場所で大勢の人の前で演奏することができてとても幸せでした。今回の大会に関
わったすべての人に感謝をしています。ありがとうございました。

Music Theory

Miscellaneous

12　相互講評でレベルアップ
18　リハーサルの作法

27　読んで学べる実技レッスン

38　アンサンブル向上委員会

Exercise / Lesson

39　ロック解体新書

55　ロックな楽典

65　照明：日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校

67　レコーディング：専門学校東京ビジュアルアーツ

69　ボーカリスト：専門学校名古屋ビジュアルアーツ
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Special Issue

09  「第1回 Salesic（サレジック）」開催レポート

11　軽音楽部バンドクリニック：杉並区立荻窪中学校 軽音楽部

Event Report

音楽／エンタメ業界の仕事2023
 COVER PHOTO撮影協力

04　From Chief-In-Editor

05　イベント・カレンダー

06　配布校リスト

2,033校に無料配布

本誌は高等学校軽音楽部以外には配布しておりません。写真掲載に関しては各高等学校の
許可を得ています。本誌に記載されている記事の内容や数字などの全部、または一部を
無断で複製、引用することを禁じます。利用の際は当協会までご一報ください。

本誌を配布希望の軽音楽系部活動様は、軽音協事務局までご連絡くだ
さい。また、本誌に関するご意見、ご感想、ご質問、取り上げて欲しいテー
マ、お悩み相談、イベント案内など、軽音楽系部活動に関する各種情
報は軽音協事務局まで…。

TEL  045-913-0901　　MAIL  info@keionkyo.org
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　長かったコロナ禍もようやく落ち着きを見せ、社会活動が日

常を取り戻しつつあり、軽音楽部の活動もそれに合わせて活発

になってきているようです。そして、夏になれば、全国各地で

軽音楽大会やコンテストが多く開催されます。ご多聞に漏れず、

当協会でも「高等学校軽音楽コンテスト」として、近畿～北陸

の 2 府 8 県対象の「近畿北陸大会」、東海～中部の 10 県対象

の「中部大会」、首都圏と中心にした1都7県対象の「関東大会」

の、3つのブロック大会を開催しており、毎回、多くの都府県の、

軽音楽部の、バンドからの応募があり、軽音楽部の広がりを感じ、

嬉しく思っています。

　大会を目指すことは日頃の活動の成果を測るには有効だと思

います。また、より高いレベルに挑戦することも部活動の大切

な要素だと思います。しかし、大会至上主義や勝利至上主義に

走ってしまうことは部活動の意義から離れてしまいます。そも

そも、音楽はスポーツなどの競技と違い、「勝った、負けた」の

勝負がはっきりする世界でもなければ、成績が数値で可視化で

きるものでもありません。軽音楽大会などで優秀な成績を残す

ことに意味はありますが、優劣を決めるものは「勝ち負け」や「数

値」などのファクト（事実）ではなく、審査員の持つインプレッ

ション（印象）です。もちろん審査員の方々はフラットな視点で、

公明正大に審査されていることは言うまでもありません。ただ、

ベートーベンとショパンではどちらの楽曲の方が素晴らしいか

という判定ができないのと同じく、音楽やその演奏に優劣はつ

けることはとても難しい…というか、音楽や芸術には向いてい

ないと思います。従って、軽音楽大会の結果は結果として受け

止めておき、大切なことは、他のバンドからいろいろなことを

学ぶということではないでしょうか。

　楽器の演奏技術はもちろん、音作りからパフォーマンス、セッ

トチェンジやサウンドチェックの手際に至るまで、ステージに

上がってから降りるまでのすべての立ち居振る舞いを他者から

学べることは少なくありません。それらを肥やしにして、自分

たちの楽曲や演奏をさらに高いレベルに進めることができるの

が軽音楽大会の良さではないでしょうか。それを踏まえて、ぜ

ひ本選に選ばれたバンドの生演奏の一部始終を大会で見て、聞

いて、学んでください。当協会の各大会は観覧自由です。詳し

くは以下の QR コードをご覧ください。会場でお待ちしており

ます。

　では、また次号で…。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長
日本部活動学会（JASECA） 理事
株式会社ミュージックネットワーク 代表取締役
mitani@keionkyo.org
Twitter　@yoshiyukimitani YouTube

チャンネル
軽音協

主催大会のご案内
関東大会は事前登
録が必要です

軽音楽部 Magazine
VOL.65 電子版

編集長　三谷佳之

From Chief-In-Editor

すべてに学ぶ



イベント・カレンダー

軽音楽部に関する基礎知識や実技を一挙に学べる

K E I O N G A K U B U S E M I N A R

K E I O N G O D O E N S O U K A I

練習の成果を発表し、他校からも学べる練習試合

静岡県

8/8（火） 千葉県

8/21（月）

栃木県

軽音楽部バンドクリニック

第3回 関東大会

第8回 中部大会

第13回 愛知県大会

第6回 近畿北陸大会

8/24（木） 東京都

8/2（水） 愛知県

7/30（日） 京都府

8/1（火） 愛知県

高等学校軽音楽コンテスト

パート別レッスン、バンドクリニックなど

石川県8/25（金）～27（日） 林西寺
（白山／白峰地区）

和洋国府台女子高等学校

専門学校東京ビジュアルアーツ

静岡県立沼津東高等学校

栃木県合同
（栃木県立足利南高等学校）

富山県立富山工業高等学校富山県8/3（木）

東京都9/30（土）

昭和音楽大学神奈川県11/11（土）・12（日）

8/18（金）

イベント情報は

こちらから

ご覧いただけます
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■北海道 --------------------------------------------------------------------------------------
6187	 旭川市	 旭川実業高等学校 軽音楽サークル
6190	 旭川市	 旭川明成高等学校 軽音楽部
6239	 旭川市	 北海道旭川東高等学校 軽音楽同好会
6240	 旭川市	 北海道旭川南高等学校 音楽同好会
6233	 虻田郡	 北海道ニセコ高等学校 音楽部
6246	 伊達市	 北海道伊達高等学校 軽音楽部
6465	 磯谷郡	 北海道蘭越高等学校 音楽同好会
6221	 河西郡	 白樺学園高等学校 軽音楽同好会
6259	 岩見沢市	 北海道岩見沢農業高等学校 軽音楽部
6350	 空知郡	 北海道上富良野高等学校 音楽同好会
9516	 釧路市	 釧路工業高等専門学校 軽音楽部
6266	 釧路市	 北海道釧路湖陵高等学校 音楽研究部
6281	 厚岸郡	 北海道厚岸翔洋高等学校 軽音楽部
6450	 厚岸郡	 北海道霧多布高等学校 軽音楽愛好会
6186	 江別市	 とわの森三愛高等学校 軽音楽部
6287	 根室市	 北海道根室高等学校 ロック同好会
6197	 札幌市	 札幌山の手高等学校 軽音楽部
6199	 札幌市	 札幌新陽高等学校 軽音楽部
6201	 札幌市	 札幌静修高等学校 軽音楽部
6203	 札幌市	 札幌大谷高等学校 音楽同好会
6292	 札幌市	 市立札幌旭丘高等学校 創楽部
6321	 札幌市	 市立札幌平岸高等学校 軽音楽部
6218	 札幌市	 東海大学付属札幌高等学校 軽音楽部
4455	 札幌市	 北海道芸術高等学校 軽音部
6303	 札幌市	 北海道札幌英藍高等学校 ギター部
6296	 札幌市	 北海道札幌琴似工業高等学校 軽音部
6300	 札幌市	 北海道札幌厚別高等学校 軽音楽部
6305	 札幌市	 北海道札幌新川高等学校 軽音楽部
6308	 札幌市	 北海道札幌西高等学校 軽音楽部
6312	 札幌市	 北海道札幌東高等学校 フォークソング部
6313	 札幌市	 北海道札幌東商業高等学校 軽音楽部
6316	 札幌市	 北海道札幌南高等学校 軽音部
6320	 札幌市	 北海道札幌平岡高等学校 軽音楽部
6322	 札幌市	 北海道札幌北高等学校 軽音楽部
6475	 札幌市	 北星学園女子中学高等学校 軽音楽部
6391	 山越郡	 北海道長万部高等学校 軽音楽部
6193	 室蘭市	 海星学院高等学校 軽音楽部
6334	 室蘭市	 北海道室蘭東翔高等学校 軽音楽部
6210	 小樽市	 小樽明峰高等学校 軽音部
6213	 小樽市	 双葉高等学校 音楽同好会
6340	 小樽市	 北海道小樽桜陽高等学校 軽音楽部
6342	 小樽市	 北海道小樽水産高等学校 軽音楽部
6343	 小樽市	 北海道小樽潮陵高等学校 軽音楽部
6339	 小樽市	 北海道未来創造高等学校 軽音楽部
6425	 上川郡	 北海道美瑛高等学校 軽音楽部
6214	 帯広市	 帯広大谷高等学校 軽音楽部
6381	 滝川市	 北海道滝川工業高等学校 軽音楽部
6232	 中川郡	 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 軽音楽部
6426	 中川郡	 北海道美深高等学校 軽音楽部
6195	 中川郡	 北海道幕別清陵高等学校 軽音楽部
9529	 苫小牧市	 苫小牧高等商業学校 軽音楽部
6405	 苫小牧市	 北海道苫小牧総合経済高等学校 軽音楽部
6209	 函館市	 市立函館高等学校 軽音楽部
6222	 函館市	 函館ラ・サール高等学校 一般音楽部
6416	 函館市	 北海道函館工業高等学校 軽音楽部
6420	 函館市	 北海道函館中部高等学校 LMC（軽音楽部）
6423	 美唄市	 北海道美唄尚栄高等学校 軽音楽部
6424	 美唄市	 北海道美唄聖華高等学校 軽音楽部
6388	 標津郡	 北海道中標津高等学校 音楽研究部
6231	 幌泉郡	 北海道えりも高等学校 軽音楽部
6460	 紋別郡	 北海道雄武高等学校 軽音楽部
6451	 勇払郡	 北海道鵡川高等学校 軽音楽部
6471	 礼文郡	 北海道礼文高等学校 軽音楽部
■青森県 -------------------------------------------------------------------------------------
4457	 むつ市	 青森県立田名部高等学校 軽音楽サークル
4463	 五所川原市	 青森県立五所川原高等学校 軽音楽同好会
4466	 五所川原市	 青森県立五所川原農林高等学校 軽音楽同好会
4479	 弘前市	 弘前学院聖愛高等学校 軽音楽部
4478	 弘前市	 弘前東高等学校 ギター部
4470	 弘前市	 青森県立弘前高等学校 軽音楽部
4480	 黒石市	 青森県立黒石高等学校 軽音楽部
4499	 西津軽郡	 青森県立鰺ヶ沢高等学校 音楽部
4501	 青森市	 青森県立青森高等学校 軽音楽部
4509	 青森市	 青森県立北斗高等学校 軽音楽部
4531	 八戸市	 向陵高等学校 軽音楽部
4522	 八戸市	 青森県立八戸中央高等学校 軽音楽愛好会
4530	 八戸市	 千葉学園高等学校 軽音楽愛好会
4526	 八戸市	 八戸聖ウルスラ学院高等学校 軽音楽愛好会
4533	 平川市	 青森県立尾上総合高等学校 軽音楽愛好会
■岩手県 ------------------------------------------------------------------------------------
9536	 一関市	 一関工業高等専門学校 軽音楽部
4545	 一関市	 一関修紅高等学校 ギター同好会
4538	 一関市	 岩手県立一関第一高等学校 軽音楽部
4549	 奥州市	 岩手県立水沢高等学校 フォークロック同好会
4553	 奥州市	 水沢第一高等学校 軽音楽部
4558	 花巻市	 岩手県立花巻北高等学校 軽音楽部
4567	 岩手郡	 岩手県立雫石高等学校 軽音楽部
4593	 盛岡市	 岩手県立盛岡工業高等学校 軽音楽部
9486	 盛岡市	 岩手県立盛岡青松支援学校 音楽クラブ
4587	 盛岡市	 岩手県立盛岡第一高等学校 軽音楽部
4589	 盛岡市	 岩手県立盛岡南高等学校 軽音楽部
4594	 盛岡市	 岩手県立杜陵高等学校（定時制） 音楽部
4598	 盛岡市	 盛岡スコーレ高等学校 軽音楽部
4602	 盛岡市	 盛岡誠桜高等学校 軽音楽同好会
4599	 盛岡市	 盛岡大学附属高等学校 軽音楽部
4603	 盛岡市	 盛岡中央高等学校 軽音楽部
■秋田県 ------------------------------------------------------------------------------------	
4630	 秋田市	 秋田県立秋田高等学校 軽音楽同好会
4633	 秋田市	 秋田県立秋田北高等学校 軽音楽同好会
4635	 秋田市	 秋田県立秋田明徳館高等学校 軽音楽部
4634	 秋田市	 秋田県立新屋高等学校 軽音楽同好会
■宮城県 ------------------------------------------------------------------------------------	
4680	 遠田郡	 宮城県南郷高等学校 軽音楽部
4682	 塩竈市	 宮城県塩釜高等学校 音楽部
4687	 刈田郡	 宮城県蔵王高等学校 音楽部
4693	 気仙沼市	 宮城県気仙沼向洋高等学校 軽音楽部
4691	 気仙沼市	 宮城県気仙沼高等学校 軽音楽部
4694	 気仙沼市	 宮城県本吉響高等学校 軽音楽愛好会
4697	 宮城郡	 宮城県松島高等学校 軽音楽愛好会
4698	 宮城郡	 宮城県利府高等学校 ギター部
4702	 栗原市	 宮城県岩ヶ崎高等学校 軽音楽部
4699	 栗原市	 宮城県築館高等学校 軽音楽部
4705	 柴田郡	 宮城県柴田高等学校 音楽部 ( 軽音楽 )
4716	 石巻市	 宮城県石巻工業高等学校 軽音楽部
4731	 仙台市	 宮城県宮城第一高等学校 軽音楽部
4720	 仙台市	 宮城県宮城野高等学校 軽音楽サークル
4732	 仙台市	 宮城県工業高等学校 軽音楽愛好会
4750	 仙台市	 宮城県仙台三桜高等学校 ギター部
4725	 仙台市	 宮城県仙台第一高等学校 音楽（ギター）部
4719	 仙台市	 宮城県仙台第三高等学校 音楽部
4730	 仙台市	 宮城県仙台第二高等学校 ギター部
4752	 仙台市	 宮城県仙台南高等学校 軽音楽部
4726	 仙台市	 宮城県仙台二華高等学校 フォークソング研究部
4743	 仙台市	 宮城県泉高等学校 軽音楽同好会
4737	 仙台市	 尚絅学院高等学校 軽音楽部
4740	 仙台市	 常盤木学園高等学校 ボーダーレス部
4728	 仙台市	 聖ウルスラ学院英智高等学校 軽音楽同好会
4738	 仙台市	 聖ドミニコ学院高等学校 軽音楽部
9501	 仙台市	 聖和学園高等学校 三神峯キャンパス 軽音楽部
4729	 仙台市	 聖和学園高等学校 薬師堂キャンパス 軽音楽部
4723	 仙台市	 仙台育英学園高等学校 軽音楽愛好会
4722	 仙台市	 仙台市立仙台工業高等学校 音楽部
4746	 仙台市	 仙台市立仙台商業高等学校 軽音楽部
4754	 仙台市	 仙台城南高等学校 軽音楽部
4747	 仙台市	 仙台白百合学園高等学校 ギター部
4724	 仙台市	 東北学院中学校・高等学校 軽音楽部
4739	 仙台市	 東北高等学校 軽音楽同好会
9523	 仙台市	 北海道芸術高等学校 仙台サテライトキャンパス
4742	 仙台市	 明成高等学校 軽音楽部
4755	 多賀城市	 宮城県多賀城高等学校 軽音楽部
4756	 多賀城市	 宮城県貞山高等学校 バンド部
4761	 大崎市	 宮城県古川黎明高等学校 軽音楽部
4763	 大崎市	 宮城県鹿島台商業高等学校 軽音楽部
4765	 大崎市	 大崎中央高等学校 音楽愛好会
4767	 登米市	 宮城県佐沼高等学校 軽音楽部
4771	 登米市	 宮城県登米高等学校 軽音楽部
4775	 白石市	 宮城県白石工業高等学校 軽音楽部
4774	 白石市	 宮城県白石高等学校 軽音楽部
4776	 本吉郡	 宮城県志津川高等学校 軽音楽部

4778	 名取市	 宮城県農業高等学校 軽音楽愛好会
4780	 亘理郡	 宮城県亘理高等学校 軽音楽同好会
■山形県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6496	 山形市	 山形県立山形中央高等学校 音楽部
6504	 山形市	 山本学園高等学校 軽音楽愛好会
6532	 山形市	 東海大学山形高等学校 軽音楽部
6534	 山形市	 日本大学山形高等学校 音楽部
6508	 酒田市	 酒田南高等学校 軽音楽同好会
9519	 鶴岡市	 鶴岡工業高等専門学校 音楽部
6497	 天童市	 創学館高等学校 軽音楽愛好会
6538	 米沢市	 米沢中央高等学校 音楽部
■福島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6618	 いわき市	 福島県立湯本高等学校 軽音楽同好会
6559	 会津若松市	 会津若松ザベリオ学園高等学校 軽音楽同好会
6593	 会津若松市	 仁愛高等学校 軽音楽部
6614	 郡山市	 帝京安積高等学校 軽音楽部
6550	 郡山市	 福島県立安積高等学校 軽音楽同好会
6552	 郡山市	 福島県立安積黎明高等学校 軽音楽部
6567	 郡山市	 福島県立郡山高等学校 ギター部
6570	 郡山市	 福島県立郡山東高等学校 ギター部
6571	 郡山市	 福島県立郡山萌世高等学校 軽音楽部
6572	 郡山市	 福島県立郡山北工業高等学校 ギター部
6574	 郡山市	 福島県立湖南高等学校 音楽部
6603	 田村市	 福島県立船引高等学校 音楽同好会
6575	 西白河郡	 福島県立光南高等学校 テクノアートシンセサイザー部
6590	 福島市	 松韻学園福島高等学校 軽音楽部
6637	 福島市	 福島県立福島西高等学校 ギター部
6640	 福島市	 福島東稜高等学校 軽音楽愛好会
■東京都 ------------------------------------------------------------------------------------	
4950	 千代田区	 クラーク記念国際高等学校 IT 秋葉原キャンパス 軽音楽部
4947	 千代田区	 錦城学園高等学校 フォークソング部
4040	 千代田区	 麹町学園女子高等学校 軽音楽部
4954	 千代田区	 女子学院高等学校 軽音楽部
4956	 千代田区	 神田女学園高等学校 軽音楽部
4942	 千代田区	 千代田区立九段中等教育学校 軽音部
4949	 千代田区	 大原学園高等学校 軽音楽部
4946	 千代田区	 大妻中学高等学校 軽音楽部
4948	 千代田区	 東京家政学院高等学校 軽音楽部
4941	 千代田区	 東京都立一橋高等学校 軽音部
4940	 千代田区	 東京都立日比谷高等学校 軽音楽部
4057	 千代田区	 東洋高等学校 軽音楽部
4952	 千代田区	 二松學舍大学附属高等学校 ギター部
4957	 千代田区	 白百合学園中学高等学校 ギター部
4945	 千代田区	 武蔵野大学附属千代田高等学院 軽音楽部
4961	 千代田区	 和洋九段女子高等学校 ギター部
4955	 千代田区	 雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
4065	 中央区	 日本橋女学館高等学校 軽音楽部
4825	 港区	 慶應義塾女子高等学校 軽音楽部
4824	 港区	 広尾学園高等学校 軽音楽部
4826	 港区	 高輪高等学校 軽音楽部
4832	 港区	 山脇学園高等学校 フォークソングクラブ
3988	 港区	 正則高等学校 軽音楽部
4823	 港区	 聖心女子学院高等科 軽音楽部
4053	 港区	 東海大学付属高輪台高等学校 軽音楽部
4831	 港区	 東京女子学園高等学校 軽音楽部
4819	 港区	 東京都立三田高等学校 フォークソング部
4820	 港区	 東京都立芝商業高等学校 軽音楽部
4821	 港区	 東京都立六本木高等学校 軽音楽部
4833	 港区	 東洋英和女学院高等部 軽音楽部
4822	 港区	 麻布高等学校 軽音楽部
4830	 港区	 頌栄女子学院高等学校 フォークソング部
4874	 新宿区	 海城高等学校 軽音楽部
3979	 新宿区	 成女高等学校 LM-CLUB（軽音楽部）
4883	 新宿区	 早稲田高等学校 軽音楽部
4884	 新宿区	 大智学園高等学校東京校 音楽部
4869	 新宿区	 東京都立戸山高等学校 軽音楽部
4870	 新宿区	 東京都立新宿高等学校 軽音楽部
4872	 新宿区	 東京都立新宿山吹高等学校 軽音楽部
4871	 新宿区	 東京都立総合芸術高等学校 軽音楽同好会
4875	 新宿区	 保善高等学校 軽音楽部
4878	 新宿区	 目白研心高等学校 軽音楽部
5073	 文京区	 お茶の水女子大学附属高等学校 MAC部
5081	 文京区	 郁文館高等学校 軽音楽同好会
5090	 文京区	 京華女子中学高等学校 軽音楽部
5089	 文京区	 京華商業高等学校 ギター部
5087	 文京区	 京華中学高等学校 ギター部
5092	 文京区	 広尾学園小石川高等学校 軽音楽部
5086	 文京区	 桜蔭高等学校 軽音楽部
4037	 文京区	 跡見学園高等学校 軽音楽部
5074	 文京区	 筑波大学附属高等学校 軽音楽同好会
4051	 文京区	 中央大学高等学校 軽音楽部
5088	 文京区	 貞静学園中学高等学校 軽音楽部
5078	 文京区	 東京都立向丘高等学校 軽音楽部
5077	 文京区	 東京都立工芸高等学校 音楽部
5075	 文京区	 東京都立小石川中等教育学校 軽音楽部
5076	 文京区	 東京都立竹早高等学校 軽音楽部
5085	 文京区	 東洋女子高等学校 軽音楽部
5108	 文京区	 日本大学豊山高等学校 音楽部
5091	 文京区	 文京学院大学女子高等学校 軽音楽部
4059	 文京区	 獨協中学高等学校 軽音楽部
4980	 台東区	 岩倉高等学校 ギター同好会
4981	 台東区	 上野学園高等学校 軽音楽部
4978	 台東区	 東京都立浅草高等学校 軽音楽部
4979	 台東区	 東京都立蔵前工業高等学校 音楽部
4016	 台東区	 東京都立忍岡高等学校 軽音楽部
4977	 台東区	 東京都立白鴎高等学校 軽音楽部
5127	 墨田区	 安田学園高等学校 軽音楽クラブ
5122	 墨田区	 東京都立橘高等学校 軽音楽部
5124	 墨田区	 東京都立日本橋高等学校 軽音楽部
5123	 墨田区	 東京都立墨田川高等学校 フォークソング部
5125	 墨田区	 東京都立本所高等学校 音楽部
5121	 墨田区	 東京都立両国高等学校 ギター部
3984	 墨田区	 日本大学第一中学・高等学校 ギター部
5128	 墨田区	 立志舎高等学校 軽音楽同好会
4817	 江東区	 かえつ有明高等学校 音楽部
5050	 江東区	 芝浦工業大学附属中学高等学校 音楽部
4050	 江東区	 中央学院大学中央高等学校 軽音楽部
4060	 江東区	 中村高等学校 軽音楽部
4816	 江東区	 東京都立江東商業高等学校 軽音楽部
4810	 江東区	 東京都立城東高等学校 軽音楽部
4005	 江東区	 東京都立大江戸高等学校 軽音楽部
4814	 江東区	 東京都立第三商業高等学校 軽音楽部
4815	 江東区	 東京都立東高等学校 軽音楽部
4812	 江東区	 東京都立墨田工業高等学校 音楽部
5059	 品川区	 香蘭女学校高等科 フォークソング部
5053	 品川区	 東京都立小山台高等学校 弦楽班
5054	 品川区	 東京都立大崎高等学校 軽音楽部
5055	 品川区	 東京都立八潮高等学校 軽音楽部
5061	 品川区	 品川エトワール女子高等学校 軽音楽部
4043	 品川区	 品川女子学院 軽音楽部
4070	 品川区	 文教大学付属高等学校 軽音楽部
3981	 品川区	 朋優学院高等学校 軽音楽部
5134	 目黒区	 トキワ松学園高等学校 軽音楽部
5131	 目黒区	 東京都立駒場高等学校 KMC（軽音部）
5132	 目黒区	 東京都立桜修館中等教育学校 軽音楽部
5130	 目黒区	 東京都立目黒高等学校 フォークソング部
5138	 目黒区	 八雲学園高等学校 軽音楽部
5135	 目黒区	 目黒学院高等学校 軽音楽部
4068	 目黒区	 目黒日本大学中学校・高等学校 軽音楽部
4039	 大田区	 蒲田女子高等学校 軽音楽部
4055	 大田区	 東京高等学校 軽音楽部
4990	 大田区	 東京実業高等学校 軽音楽部
4985	 大田区	 東京都立つばさ総合高等学校 軽音楽部
4983	 大田区	 東京都立蒲田高等学校 ロックバンド部
4982	 大田区	 東京都立雪谷高等学校 軽音楽部
4988	 大田区	 東京都立大田桜台高等学校 軽音楽部
4984	 大田区	 東京都立田園調布高等学校 フォークソング部
4036	 大田区	 東京都立六郷工科高等学校 軽音楽部
4061	 大田区	 日本体育大学荏原高等学校 軽音楽部
4991	 大田区	 立正大学付属立正高等学校 軽音楽同好会
4908	 世田谷区	 鴎友学園女子中学高等学校 軽音楽同好会
4909	 世田谷区	 下北沢成徳高等学校 軽音楽部
4928	 世田谷区	 玉川聖学院高等部 軽音楽部
4041	 世田谷区	 駒場学園高等学校 軽音楽部
4042	 世田谷区	 駒場東邦高等学校 軽音楽部
4925	 世田谷区	 駒澤大学高等学校 音楽部
4920	 世田谷区	 恵泉女学園高等学校 軽音楽部
4923	 世田谷区	 佼成学園女子高等学校 軽音楽部
4917	 世田谷区	 国本女子高等学校 軽音楽部
4915	 世田谷区	 昭和女子大学附属昭和高等学校 軽音楽部

4912	 世田谷区	 松蔭高等学校 音楽部
9449	 世田谷区	 世田谷区立桜丘中学校 軽音楽部
4921	 世田谷区	 聖ドミニコ学園高等学校 軽音楽部
4926	 世田谷区	 大東学園高等学校 軽音楽部
4052	 世田谷区	 田園調布学園高等部 軽音楽部
4901	 世田谷区	 東京学芸大学附属高等学校 軽音部
4922	 世田谷区	 東京都市大学等々力高等学校 軽音楽部
4919	 世田谷区	 東京都市大学付属高等学校 軽音楽部
4905	 世田谷区	 東京都立芦花高等学校 軽音楽部
4907	 世田谷区	 東京都立園芸高等学校 軽音楽部
3983	 世田谷区	 東京都立桜町高等学校 軽音楽部
4033	 世田谷区	 東京都立松原高等学校 軽音楽部
4904	 世田谷区	 東京都立深沢高等学校 軽音楽部
4019	 世田谷区	 東京都立世田谷総合高等学校 軽音楽部
4902	 世田谷区	 東京都立千歳丘高等学校 軽音楽部
4906	 世田谷区	 東京都立総合工科高等学校 軽音楽同好会
4916	 世田谷区	 東京農業大学第一高等学校 音楽部軽音班
4063	 世田谷区	 日本学園高等学校 軽音楽部
4927	 世田谷区	 日本女子体育大学附属二階堂高等学校 音楽部
4930	 世田谷区	 目黒星美学園高等学校 軽音楽同好会
4854	 渋谷区	 関東国際高等学校 フォークロック部
3996	 渋谷区	 実践女子学園高等学校 軽音楽部
4855	 渋谷区	 渋谷教育学園渋谷中学高等学校 軽音楽部
4857	 渋谷区	 東海大学付属望星高等学校 音楽部
4850	 渋谷区	 東京女学館高等学校 軽音楽部
4030	 渋谷区	 東京都立広尾高等学校 軽音楽部
4847	 渋谷区	 東京都立青山高等学校 軽音楽部
3985	 渋谷区	 東京都立第一商業高等学校 軽音楽部
4853	 渋谷区	 富士見丘高等学校 フォークソング部
4849	 渋谷区	 國學院高等学校 ギター部
4062	 中野区	 新渡戸文化高等学校 軽音楽部
4038	 中野区	 大妻中野高等学校 ポピュラーミュージック部
5000	 中野区	 東亜学園高等学校 ライトミュージック部
3995	 中野区	 東京都立鷺宮高等学校 軽音楽部
4995	 中野区	 東京都立中野工業高等学校 音楽部
4994	 中野区	 東京都立富士高等学校 軽音楽部
4344	 中野区	 東京都立武蔵丘高等学校 軽音楽部
4996	 中野区	 東京都立稔ヶ丘高等学校 軽音楽部
4997	 中野区	 宝仙学園高等学校 軽音楽部
4999	 中野区	 堀越高等学校 軽音楽部
4046	 杉並区	 女子美術大学付属高等学校 ギター部
4893	 杉並区	 杉並学院中学高等学校 フォークソング部
4895	 杉並区	 専修大学附属高等学校 軽音楽部
3980	 杉並区	 中央大学杉並高等学校 音楽部
4008	 杉並区	 東京都立荻窪高等学校 軽音楽部
4889	 杉並区	 東京都立杉並高等学校 軽音楽部
4891	 杉並区	 東京都立杉並総合高等学校 軽音部
4892	 杉並区	 杉並区立荻窪中学校 軽音楽部
4886	 杉並区	 東京都立西高等学校 軽音楽同好会
4890	 杉並区	 東京都立農芸高等学校 音楽部
4888	 杉並区	 東京都立豊多摩高等学校 軽音楽部
4056	 杉並区	 東京立正高等学校 軽音楽部
4064	 杉並区	 日本大学第二高等学校 フォークソング部
4898	 杉並区	 文化学園大学杉並高等学校 軽音楽部
4899	 杉並区	 立教女学院高等学校 音楽部
5098	 豊島区	 学習院高等科 フォークソング同好会
5104	 豊島区	 十文字高等学校 軽音楽同好会
5106	 豊島区	 淑徳巣鴨高等学校 音楽研究部
5096	 豊島区	 城西大学附属城西中学・高等学校 ギター部
4023	 豊島区	 東京都立千早高等学校 軽音楽部
5093	 豊島区	 東京都立文京高等学校 軽音楽部
4058	 豊島区	 豊島岡女子学園中学校・高等学校 軽音楽部
5097	 豊島区	 豊島学院高等学校 音楽部
4071	 豊島区	 豊南高等学校 軽音楽部
4072	 豊島区	 本郷中学・高等学校 軽音楽部
5109	 北区	 安部学院高等学校 軽音楽クラブ
5117	 北区	 桜丘高等学校 軽音楽部
5118	 北区	 駿台学園高等学校 軽音楽部
5115	 北区	 女子聖学院高等学校 軽音楽部
5116	 北区	 成立学園高等学校 軽音楽同好会
4781	 北区	 瀧野川女子学園高等学校 軽音楽部
5111	 北区	 東京成徳大学高等学校 軽音楽部
4002	 北区	 東京都立王子総合高等学校 軽音楽部
5107	 北区	 東京都立桐ケ丘高等学校 軽音楽部
3999	 北区	 東京都立飛鳥高等学校 軽音楽部
5114	 北区	 武蔵野中学高等学校 軽音楽部
4836	 荒川区	 開成学園開成高等学校 軽音楽部
4835	 荒川区	 東京都立荒川工業高等学校 軽音楽部
9509	 荒川区	 東京都立産業技術高等専門学校 民謡研究部
4834	 荒川区	 東京都立竹台高等学校 軽音楽部
4044	 板橋区	 城北高等学校 軽音楽部
4049	 板橋区	 大東文化大学第一高等学校 軽音楽部
4054	 板橋区	 東京家政大学附属女子高等学校 軽音楽部
4020	 板橋区	 東京都立高島高等学校 軽音楽部
4006	 板橋区	 東京都立大山高等学校 軽音楽部
5044	 板橋区	 東京都立板橋高等学校 軽音楽部
5046	 板橋区	 東京都立板橋有徳高等学校 フォークソング部
5043	 板橋区	 東京都立北園高等学校 フリーミュージック部
5045	 板橋区	 東京都立北豊島工業高等学校 軽音楽部
5052	 板橋区	 日本大学豊山女子高等学校 軽音楽部
5152	 練馬区	 早稲田大学高等学院 フォークソング部
5143	 練馬区	 東京学芸大学附属国際中等教育学校 音楽部
5147	 練馬区	 東京都立光丘高等学校 軽音楽部
4017	 練馬区	 東京都立石神井高等学校 軽音楽部
4004	 練馬区	 東京都立大泉高等学校 軽音楽部
5148	 練馬区	 東京都立大泉桜高等学校 アコースティックギター部
5149	 練馬区	 東京都立第四商業高等学校 軽音楽部
4025	 練馬区	 東京都立練馬工業高等学校 軽音楽部
5145	 練馬区	 東京都立練馬高等学校 軽音楽部
5151	 練馬区	 武蔵高等学校 音楽部内音楽班
4971	 足立区	 潤徳女子高等学校 軽音楽部
4969	 足立区	 足立学園高等学校 軽音楽部
4962	 足立区	 東京都立江北高等学校 音楽村
4968	 足立区	 東京都立小台橋高等学校 軽音楽部
3997	 足立区	 東京都立青井高等学校 音楽村
4967	 足立区	 東京都立足立工業高等学校 軽音楽部
4964	 足立区	 東京都立足立高等学校 足立音楽村
4000	 足立区	 東京都立足立新田高等学校 軽音楽部
4001	 足立区	 東京都立足立西高等学校 軽音楽部
4965	 足立区	 東京都立足立東高等学校 音楽館
4963	 足立区	 東京都立淵江高等学校 軽音楽部
4797	 葛飾区	 東京都立葛飾商業高等学校 軽音楽部
4011	 葛飾区	 東京都立葛飾総合高等学校 軽音楽部
4794	 葛飾区	 東京都立葛飾野高等学校 軽音楽部
4796	 葛飾区	 東京都立南葛飾高等学校 軽音楽部
4795	 葛飾区	 東京都立農産高等学校 軽音楽部
4009	 江戸川区	 東京都立葛西工業高等学校 軽音楽部
4010	 江戸川区	 東京都立葛西南高等学校 軽音楽部
4804	 江戸川区	 東京都立江戸川高等学校 ミュージック部
4803	 江戸川区	 東京都立紅葉川高等学校 軽音楽部
4806	 江戸川区	 東京都立篠崎高等学校 軽音楽部
4805	 江戸川区	 東京都立小岩高等学校 軽音楽部
4802	 江戸川区	 東京都立小松川高等学校 フォークサークル部
4790	 あきる野市	 東海大学菅生高等学校 軽音楽部
4789	 あきる野市	 東京都立五日市高等学校 軽音楽部
4792	 稲城市	 駒沢学園女子中学校・高等学校 軽音楽部
4791	 稲城市	 東京都立若葉総合高等学校 軽音楽同好会
4793	 羽村市	 東京都立羽村高等学校 軽音楽部
4839	 国分寺市	 早稲田大学系属早稲田実業学校 軽音楽同好会
4842	 国立市	 桐朋高等学校 ルーツミュージック・ソサエティー
4013	 国立市	 東京都立国立高等学校 民族音楽研究部
4840	 国立市	 東京都立第五商業高等学校 軽音楽部
4843	 国立市	 日本放送協会学園高等学校 軽音楽部
4844	 狛江市	 東京都立狛江高等学校 軽音楽部
4048	 三鷹市	 大成高等学校 ギター部
4845	 三鷹市	 東京都立三鷹中等教育学校 音楽部・軽音楽部
3993	 三鷹市	 法政大学高等学校 音楽部
4034	 三宅島	 東京都立三宅高等学校 軽音楽部
4787	 小笠原村	 東京都立小笠原高等学校 軽音楽部
4861	 小金井市	 国際基督教大学高等学校 Rock 部
4858	 小金井市	 東京都立小金井北高等学校 フォークソング部
4860	 小金井市	 東京都立多摩科学技術高等学校 軽音楽部
3989	 小平市	 錦城高等学校 軽音楽部
4015	 小平市	 東京都立小平高等学校 軽音楽部
3994	 小平市	 東京都立小平西高等学校 軽音楽部
4864	 小平市	 東京都立小平南高等学校 フォークソング部
4865	 小平市	 白梅学園高等学校 軽音楽部
4026	 昭島市	 東京都立拝島高等学校 軽音楽部
4784	 新島村	 東京都立新島高等学校 軽音楽部
4785	 神津島村	 東京都立神津高等学校 軽音楽部

4012	 清瀬市	 東京都立清瀬高等学校 民族音楽部
4933	 西多摩郡	 東京都立瑞穂農芸高等学校 軽音楽部
4936	 西東京市	 東京都立田無工業高等学校 軽音楽部
3992	 西東京市	 東京都立保谷高等学校 現代音楽部
4938	 西東京市	 武蔵野女子学院高等学校 軽音楽部
4937	 西東京市	 文華女子高等学校 軽音楽部
4003	 青梅市	 東京都立青梅総合高等学校 軽音楽部
4939	 青梅市	 東京都立多摩高等学校 軽音楽部
4973	 多摩市	 大妻多摩高等学校 軽音楽部
4972	 多摩市	 東京都立永山高等学校 軽音楽部
4783	 大島町	 東京都立大島海洋国際高等学校 音楽部
3991	 町田市	 桜美林高等学校 軽音楽部
4007	 町田市	 東京都立小川高等学校 軽音楽部
5005	 町田市	 東京都立町田工業高等学校 ギター部
5003	 町田市	 東京都立町田高等学校 軽音楽同好会
5007	 町田市	 東京都立町田総合高等学校 軽音楽部
5006	 町田市	 東京都立野津田高等学校 軽音部
5012	 町田市	 和光高等学校 ロック研究部
4018	 調布市	 東京都神代高等学校 アコースティックギター部
5013	 調布市	 東京都立調布南高等学校 音楽同好会
4024	 調布市	 東京都立調布北高等学校 軽音楽部
5018	 東久留米市	 東京都立久留米西高等学校 ギター部
5017	 東久留米市	 東京都立東久留米総合高等学校 軽音楽部
5020	 東村山市	 東京都立東村山高等学校 ライトミュージック部
4028	 東村山市	 東京都立東村山西高等学校 軽音楽部
5021	 東村山市	 日体桜華高等学校 軽音部
4073	 東村山市	 明治学院東村山高等学校 軽音楽部
5022	 東村山市	 明法高等学校 軽音楽同好会
5023	 東大和市	 東京都立東大和高等学校 フォークソング部
4029	 日野市	 東京都立日野高等学校 軽音楽部
5025	 日野市	 東京都立日野台高等学校 軽音楽同好会
5035	 八王子市	 穎明館高等学校 軽音楽部
5040	 八王子市	 共立女子第二高等学校 サウンドソサエティ部
3982	 八王子市	 工学院大学附属高等学校 軽音楽部
4047	 八王子市	 聖パウロ学園高等学校 軽音楽部
5041	 八王子市	 帝京八王子高等学校 軽音楽部
9504	 八王子市	 東京工業高等専門学校 軽音楽部
5042	 八王子市	 東京純心女子高等学校 軽音楽部
5033	 八王子市	 東京都立松が谷高等学校 軽音楽部
5029	 八王子市	 東京都立八王子桑志高等学校 軽音楽部
4027	 八王子市	 東京都立八王子北高等学校 軽音楽部
5032	 八王子市	 東京都立富士森高等学校 軽音楽部
4066	 八王子市	 八王子学園八王子高等学校 ギター部
5064	 府中市	 東京都立農業高等学校 サウンド部
4031	 府中市	 東京都立府中工業高等学校 軽音楽部
5062	 府中市	 東京都立府中高等学校 ポピュラーソング部
3986	 府中市	 東京都立府中西高等学校 軽音楽部
5063	 府中市	 東京都立府中東高等学校 軽音楽部
3987	 府中市	 明星中学高等学校 軽音楽部
5067	 武蔵村山市	 拓殖大学第一高等学校 フォークソング同好会
5066	 武蔵村山市	 東京都立上水高等学校 軽音楽部
5069	 武蔵野市	 吉祥女子高等学校 軽音楽・フォークソング部
5070	 武蔵野市	 聖徳学園高等学校 軽音楽部
4035	 武蔵野市	 東京都立武蔵高等学校 軽音楽部
5072	 武蔵野市	 藤村女子高等学校 軽音楽同好会
4021	 福生市	 東京都立多摩工業高等学校 軽音楽部
4032	 福生市	 東京都立福生高等学校 ロック部
4045	 立川市	 昭和第一学園高等学校 軽音楽部
5141	 立川市	 東京都立砂川高等学校 軽音楽部
4022	 立川市	 東京都立立川高等学校 軽音楽部
5142	 立川市	 立川女子高等学校 軽音楽部
■神奈川県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6780	 横浜市	 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 軽音楽部
6786	 横浜市	 横浜市立東高等学校 軽音楽部
6813	 横浜市	 橘学苑中学校・高等学校 軽音楽部
6890	 横浜市	 神奈川県立鶴見高等学校 軽音楽部
6891	 横浜市	 神奈川県立鶴見総合高等学校 軽音楽部
6865	 横浜市	 聖ヨゼフ学園中学校・高等学校 軽音楽部
6900	 横浜市	 白鵬女子高等学校 軽音楽部
6911	 横浜市	 法政大学女子高等学校 軽音楽部
4149	 横浜市	 横浜創英中学・高等学校 軽音楽部
6850	 横浜市	 神奈川学園中学校・高等学校 軽音楽部
4148	 横浜市	 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ポピュラーソング部
6844	 横浜市	 神奈川県立城郷高等学校 軽音楽部
6851	 横浜市	 神奈川県立神奈川工業高等学校 音楽部
6852	 横浜市	 神奈川県立神奈川総合高等学校 軽音楽部
6876	 横浜市	 捜真女学校中学部・高等学部 軽音部
4151	 横浜市	 神奈川県立横浜平沼高等学校 軽音楽部
6758	 横浜市	 フェリス女学院中学校・高等学校 ポピュラーミュージック部
4141	 横浜市	 横浜市立みなと総合高等学校 軽音楽部
6799	 横浜市	 横浜雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
6797	 横浜市	 神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校 軽音楽部
6781	 横浜市	 横浜市立横浜商業高等学校 軽音楽部
6782	 横浜市	 横浜市立横浜総合高等学校 軽音楽部
6779	 横浜市	 神奈川県立横浜国際高等学校 軽音楽部
6792	 横浜市	 神奈川県立横浜清陵高等学校 軽音楽部
4145	 横浜市	 青山学院横浜英和中学高等学校 フォークソング部
6785	 横浜市	 横浜市立桜丘高等学校 SBC部
6791	 横浜市	 横浜清風高等学校 フォークソング部
6817	 横浜市	 神奈川県立光陵高等学校 LMC部
6835	 横浜市	 神奈川県立商工高等学校 軽音楽部
6910	 横浜市	 神奈川県立保土ヶ谷高等学校 軽音楽部
6776	 横浜市	 横浜学園高等学校 軽音楽部
4083	 横浜市	 神奈川県立磯子工業高等学校 軽音楽部
6902	 横浜市	 神奈川県立横浜氷取沢高等学校 軽音楽部
6778	 横浜市	 横浜高等学校 音楽部（軽音楽）
6783	 横浜市	 横浜市立金沢高等学校 軽音楽部
6793	 横浜市	 横浜創学館高等学校 軽音楽部
6810	 横浜市	 関東学院六浦中学校・高等学校 軽音楽部
6802	 横浜市	 神奈川県立釜利谷高等学校 軽音楽部
6815	 横浜市	 神奈川県立金沢総合高等学校 軽音楽部
6826	 横浜市	 高木学園女子高等学校 軽音楽同好会
6811	 横浜市	 神奈川県立岸根高等学校 軽音楽部
4098	 横浜市	 神奈川県立港北高等学校 軽音楽部
6861	 横浜市	 清心女子高等学校 軽音楽部
6903	 横浜市	 武相高等学校 軽音楽部
6784	 横浜市	 横浜市立戸塚高等学校 軽音楽部
4146	 横浜市	 神奈川県立横浜桜陽高等学校 軽音楽部
6843	 横浜市	 神奈川県立上矢部高等学校 フォークソング部
6904	 横浜市	 神奈川県立舞岡高等学校 フォークソング部
6787	 横浜市	 横浜市立南高等学校 軽音楽部
6767	 横浜市	 神奈川県立永谷高等学校 軽音楽部
6794	 横浜市	 神奈川県立横浜南陵高等学校 軽音楽部
6796	 横浜市	 神奈川県立横浜立野高等学校 軽音楽部
6789	 横浜市	 横浜商科大学高等学校 軽音楽部
6795	 横浜市	 横浜富士見丘学園中等教育学校 軽音楽部
6761	 横浜市	 神奈川県立旭高等学校 軽音楽部
4094	 横浜市	 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 軽音楽部
6860	 横浜市	 星槎高等学校 軽音楽部
6790	 横浜市	 横浜翠陵高等学校 軽音楽部
4129	 横浜市	 神奈川県立白山高等学校 ギター部
4095	 横浜市	 神奈川県立霧が丘高等学校 軽音楽部
4150	 横浜市	 横浜隼人高等学校 軽音楽部
6859	 横浜市	 神奈川県立横浜瀬谷高等学校 フォークソング部
6829	 横浜市	 山手学院高等学校 軽音楽部
6775	 横浜市	 神奈川県立横浜栄高等学校 軽音楽部
4089	 横浜市	 神奈川県立金井高等学校 軽音楽部
6899	 横浜市	 神奈川県立柏陽高等学校 軽音楽部
4107	 横浜市	 秀英高等学校 軽音楽部
4147	 横浜市	 神奈川県立横浜修悠館高等学校
6798	 横浜市	 神奈川県立横浜緑園高等学校 軽音楽部
4110	 横浜市	 神奈川県立松陽高等学校 軽音楽部
9488	 横浜市	 桐蔭学園高等学校 軽音楽部
9453	 横浜市	 桐蔭学園中学校男子部 軽音楽部
4142	 横浜市	 神奈川県立元石川高等学校 軽音楽部
6831	 横浜市	 神奈川県立市ヶ尾高等学校 軽音楽部
6894	 横浜市	 神奈川県立田奈高等学校 軽音楽部
4106	 横浜市	 サレジオ学院中学校高等学校 軽音楽部
6765	 横浜市	 神奈川県立荏田高等学校 軽音楽部
6846	 横浜市	 神奈川県立新栄高等学校 バンド部
6874	 横浜市	 神奈川県立川和高等学校 軽音楽部
4122	 横浜市	 中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
6759	 愛甲郡	 神奈川県立愛川高等学校 軽音楽部
6762	 綾瀬市	 神奈川県立綾瀬高等学校 軽音楽部
6763	 綾瀬市	 神奈川県立綾瀬西高等学校 軽音楽部
6832	 伊勢原市	 自修館中等教育学校 軽音楽同好会
4081	 伊勢原市	 神奈川県立伊志田高等学校 軽音楽部
4082	 伊勢原市	 神奈川県立伊勢原高等学校 軽音楽部
6768	 横須賀市	 横須賀学院高等学校 軽音楽部
6771	 横須賀市	 横須賀市立横須賀総合高等学校 Play&Produce 部

この欄に記載されていない高等学校で本誌を希望される場合は、お手
数ですが、当協会までご一報ください。また、誌面に対するご意見・
ご要望などがありましたら下記までお寄せください。配布に関する費
用は一切、かかりません。

TEL：045-913-0901 / FAX：045-913-1900 / info@keionkyo.org

全国の、軽音楽系部活動のある高等学校
2,033 校に無料配布しています。

配
布
校
募
集
！
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4140	 横須賀市	 三浦学苑高等学校 軽音楽同好会
4108	 横須賀市	 湘南学院高等学校 ギター部
6769	 横須賀市	 神奈川県立横須賀工業高等学校 軽音楽部
6772	 横須賀市	 神奈川県立横須賀大津高等学校 現代音楽部
6773	 横須賀市	 神奈川県立横須賀南高等学校 現代音楽部
6800	 横須賀市	 神奈川県立海洋科学高等学校 音楽部
6888	 横須賀市	 神奈川県立津久井浜高等学校 ロック部
6889	 横須賀市	 神奈川県立追浜高等学校 フォークソング部
6801	 海老名市	 神奈川県立海老名高等学校 フォークソング部
4123	 海老名市	 神奈川県立中央農業高等学校 軽音楽部
4079	 海老名市	 神奈川県立有馬高等学校 軽音楽部
6766	 鎌倉市	 栄光学園高等学校 Rock Music 愛好会
6803	 鎌倉市	 鎌倉学園高等学校 フォークソング同好会
6804	 鎌倉市	 神奈川県立鎌倉高等学校 日歌会
6833	 鎌倉市	 神奈川県立七里ガ浜高等学校 軽音楽部
6849	 鎌倉市	 神奈川県立深沢高等学校 軽音部
4086	 鎌倉市	 神奈川県立大船高等学校 軽音楽部
6862	 鎌倉市	 清泉女学院中学高等学校 軽音楽部
6807	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 軽音楽部
4120	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校 軽音楽部
4121	 茅ヶ崎市	 神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 軽音楽部
6893	 茅ヶ崎市	 神奈川県立鶴嶺高等学校 軽音楽部
6821	 厚木市	 厚木中央高等学校 軽音楽部
4076	 厚木市	 神奈川県立厚木高等学校 軽音楽部
6819	 厚木市	 神奈川県立厚木商業高等学校 軽音楽部
6820	 厚木市	 神奈川県立厚木清南高等学校 軽音楽部
4077	 厚木市	 神奈川県立厚木西高等学校 軽音楽部
4078	 厚木市	 神奈川県立厚木東高等学校 軽音楽部
6822	 厚木市	 神奈川県立厚木北高等学校 軽音楽部
6808	 高座郡	 神奈川県立寒川高等学校 軽音楽部
6827	 座間市	 神奈川県立座間高等学校 軽音楽部
4105	 座間市	 神奈川県立座間総合高等学校 軽音楽部
4100	 座間市	 神奈川県立相模向陽館高等学校 軽音楽部
6909	 三浦市	 三浦初声高等学校 軽音楽部
6828	 三浦市	 神奈川県立三浦臨海高等学校 総合音楽部
6760	 小田原市	 旭丘高等学校 軽音楽部
6836	 小田原市	 神奈川県立小田原高等学校 軽音楽部
6837	 小田原市	 神奈川県立小田原城北工業高等学校（定時制） 軽音楽部
4087	 小田原市	 神奈川県立小田原東高等学校 軽音楽部
4114	 小田原市	 神奈川県立西湘高等学校 電気音楽部
6880	 小田原市	 相洋高等学校 軽音楽部
6855	 秦野市	 神奈川県立秦野高等学校 サウンド研究部
4131	 秦野市	 神奈川県立秦野曽屋高等学校 軽音楽部
6856	 秦野市	 神奈川県立秦野総合高等学校 軽音楽部
6858	 逗子市	 神奈川県立逗子葉山高等学校 軽音楽部
4113	 逗子市	 逗子開成中学校・高等学校 軽音楽部
6756	 川崎市	 カリタス女子中学高等学校 軽音楽部
6814	 川崎市	 桐光学園高等学校 ギター部
6823	 川崎市	 神奈川県立向の岡工業高等学校 軽音楽部
6834	 川崎市	 神奈川県立住吉高等学校 軽音楽部
6847	 川崎市	 神奈川県立新城高等学校 軽音楽部
4112	 川崎市	 神奈川県立菅高等学校 軽音楽部
6863	 川崎市	 神奈川県立生田高等学校 軽音楽部
4080	 川崎市	 神奈川県立生田東高等学校 軽音楽部
6869	 川崎市	 神奈川県立川崎工科高等学校 軽音楽部
4092	 川崎市	 神奈川県立川崎高等学校 軽音楽部
4093	 川崎市	 神奈川県立川崎北高等学校 軽音楽部
4119	 川崎市	 神奈川県立多摩高等学校 軽音楽部
4117	 川崎市	 神奈川県立大師高等学校 軽音楽部
4144	 川崎市	 神奈川県立百合丘高等学校 軽音楽部
6913	 川崎市	 神奈川県立麻生高等学校 軽音楽部
6914	 川崎市	 神奈川県立麻生総合高等学校 軽音楽部
6870	 川崎市	 川崎市立橘高等学校 軽音楽部
4084	 川崎市	 川崎市立幸高等学校 軽音楽部
6871	 川崎市	 川崎市立高津高等学校 軽音楽部
6872	 川崎市	 川崎市立川崎高等学校（定時制） 音楽部
6873	 川崎市	 川崎市立川崎総合科学高等学校 軽音楽部
4116	 川崎市	 洗足学園中学高等学校 軽音楽部
4128	 川崎市	 日本女子大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
4139	 川崎市	 法政大学第二高等学校 音楽部
4099	 相模原市	 光明学園相模原高等学校 音楽部
4130	 相模原市	 神奈川県立橋本高等学校 軽音楽部
4091	 相模原市	 神奈川県立上溝高等学校 軽音楽部
6842	 相模原市	 神奈川県立上溝南高等学校 軽音楽部
4090	 相模原市	 神奈川県立上鶴間高等学校 軽音楽部
4111	 相模原市	 神奈川県立相模原城山高等学校 軽音楽部
6853	 相模原市	 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 軽音楽部
4102	 相模原市	 神奈川県立相模原高等学校 軽音楽部
4143	 相模原市	 神奈川県立相模原弥栄高等学校 軽音楽部
6879	 相模原市	 神奈川県立相模田名高等学校 軽音楽部
4074	 相模原市	 神奈川県立麻溝台高等学校 軽音楽部
4101	 相模原市	 相模女子大学高等部 軽音楽部
6895	 相模原市	 東海大学付属相模高等学校 軽音楽部
6812	 足柄上郡	 神奈川県立吉田島総合高等学校 軽音楽部
6830	 足柄上郡	 神奈川県立山北高等学校 軽音楽部
6881	 足柄上郡	 神奈川県立大井高等学校 音楽部
4118	 足柄上郡	 立花学園高等学校 軽音楽部
6884	 大和市	 神奈川県立大和高等学校 軽音楽部
6885	 大和市	 神奈川県立大和西高等学校 軽音楽部
6886	 大和市	 神奈川県立大和東高等学校 ポピュラーソング部
6887	 大和市	 神奈川県立大和南高等学校 軽音楽部
4088	 大和市	 柏木学園高等学校 軽音楽部
4085	 中郡	 神奈川県立大磯高等学校 軽音楽同好会
4127	 中郡	 神奈川県立二宮高等学校 軽音楽部
4097	 藤沢市	 慶応義塾湘南藤沢高等部 軽音楽部
4096	 藤沢市	 鵠沼高等学校 軽音楽部
4109	 藤沢市	 湘南学園中学校高等学校 新軽音楽部
6838	 藤沢市	 湘南工科大学附属高等学校 軽音楽部
6841	 藤沢市	 湘南白百合学園中学校・高等学校 軽音楽部
6839	 藤沢市	 神奈川県立湘南高等学校 音楽研究部
1326	 藤沢市	 神奈川県立藤沢工科高等学校 軽音楽部
4136	 藤沢市	 神奈川県立藤沢清流高等学校 軽音楽部
4138	 藤沢市	 神奈川県立藤沢西高等学校 音楽部
4137	 藤沢市	 神奈川県立藤沢総合高等学校 軽音楽部
6866	 藤沢市	 聖園女学院高等学校 軽音楽部
4135	 藤沢市	 藤沢翔陵高等学校 器楽部
6896	 藤沢市	 藤嶺学園藤沢高等学校 軽音楽部
4126	 藤沢市	 日本大学藤沢高等学校 器楽部
4075	 南足柄市	 神奈川県立足柄高等学校 軽音楽部
4132	 平塚市	 神奈川県立平塚工科高等学校 音楽部
6906	 平塚市	 神奈川県立平塚江南高等学校 軽音楽部
4133	 平塚市	 神奈川県立平塚商業高等学校 軽音楽部
4134	 平塚市	 神奈川県立平塚湘風高等学校 軽音楽部
6908	 平塚市	 神奈川県立平塚農業高等学校 軽音楽部
■埼玉県 ------------------------------------------------------------------------------------	
4232	 さいたま市	 さいたま市立浦和高等学校 音楽部
4231	 さいたま市	 さいたま市立大宮北高等学校 軽音楽同好会
6659	 さいたま市	 浦和ルーテル学院高等学校 音楽部
6660	 さいたま市	 浦和学院高等学校 軽音楽部
4241	 さいたま市	 浦和明の星女子高等学校 軽音楽部
4238	 さいたま市	 浦和麗明高等学校 軽音楽部
6668	 さいたま市	 開智高等学校 ギター部
4158	 さいたま市	 埼玉県立いずみ高等学校 軽音楽部
4161	 さいたま市	 埼玉県立浦和工業高等学校 軽音楽部
4163	 さいたま市	 埼玉県立浦和高等学校 軽音楽同好会
4166	 さいたま市	 埼玉県立浦和商業高等学校 ギター部
4165	 さいたま市	 埼玉県立浦和西高等学校 MA部
4164	 さいたま市	 埼玉県立浦和第一女子高等学校 フォークソング同好会
4160	 さいたま市	 埼玉県立浦和北高等学校 軽音楽部
4167	 さいたま市	 埼玉県立岩槻高等学校 軽音楽部
4168	 さいたま市	 埼玉県立岩槻商業高等学校 軽音楽部
4169	 さいたま市	 埼玉県立岩槻北陵高等学校 軽音楽部
4162	 さいたま市	 埼玉県立常盤高等学校 軽音楽部
4154	 さいたま市	 埼玉県立大宮工業高等学校 軽音楽愛好会
4155	 さいたま市	 埼玉県立大宮高等学校 フォーク部
4156	 さいたま市	 埼玉県立大宮商業高等学校 軽音楽部
6724	 さいたま市	 埼玉県立大宮中央高等学校 単位制定時制 音楽部
4157	 さいたま市	 埼玉県立大宮東高等学校 軽音楽部
6725	 さいたま市	 埼玉県立大宮南高等学校 音楽部
4153	 さいたま市	 埼玉県立大宮武蔵野高等学校 軽音楽部
4159	 さいたま市	 埼玉県立与野高等学校 軽音楽部
4237	 さいたま市	 淑徳与野高等学校 軽音楽部
4236	 さいたま市	 大宮開成高等学校 軽音楽部
4188	 ふじみ野市	 埼玉県立ふじみ野高等学校 軽音楽部
4206	 羽生市	 埼玉県立羽生高等学校 軽音楽同好会
4240	 越谷市	 叡明高等学校 ロックバンド愛好会
4207	 越谷市	 埼玉県立越ヶ谷高等学校 軽音楽部
4209	 越谷市	 埼玉県立越谷西高等学校 軽音楽部
4210	 越谷市	 埼玉県立越谷東高等学校 軽音楽部
4211	 越谷市	 埼玉県立越谷南高等学校 ギター部
4208	 越谷市	 埼玉県立越谷北高等学校 ギター部
4259	 越谷市	 獨協埼玉高等学校 軽音楽同好会
4177	 桶川市	 埼玉県立桶川西高等学校 音楽部
4258	 加須市	 花咲徳栄高等学校 ギター部
4204	 加須市	 埼玉県立不動岡高等学校 軽音楽同好会
4217	 吉川市	 埼玉県立吉川美南高等学校 軽音楽部
4220	 久喜市	 埼玉県立久喜工業高等学校 軽音楽部
4221	 久喜市	 埼玉県立鷲宮高等学校 軽音楽部
6676	 狭山市	 埼玉県立狭山工業高等学校 音楽部
4191	 狭山市	 埼玉県立狭山緑陽高等学校 軽音楽部
4249	 狭山市	 秋草学園高等学校 ロック部
4250	 狭山市	 西武学園文理高等学校 フォークソング部
4199	 熊谷市	 埼玉県立熊谷女子高等学校 フォークソング愛好会
4198	 熊谷市	 埼玉県立熊谷商業高等学校 軽音楽部
4200	 熊谷市	 埼玉県立熊谷西高等学校 軽音楽部
4175	 戸田市	 埼玉県立戸田翔陽高等学校 軽音楽部
4179	 鴻巣市	 埼玉県立鴻巣高等学校 軽音楽部
4180	 鴻巣市	 埼玉県立鴻巣女子高等学校 ギター部
6685	 坂戸市	 埼玉県立坂戸西高等学校 ギター部
4248	 坂戸市	 山村国際高等学校 軽音楽部
4152	 坂戸市	 筑波大学附属坂戸高等学校 アンサンブル部
4215	 三郷市	 埼玉県立三郷高等学校 軽音楽部
4216	 三郷市	 埼玉県立三郷北高等学校 軽音楽部
4243	 志木市	 慶応義塾志木高等学校 英語部軽音パート
6683	 志木市	 細田学園高等学校 軽音楽部
4219	 春日部市	 埼玉県立春日部工業高等学校 軽音楽部
4218	 春日部市	 埼玉県立春日部高等学校 軽音楽部
6695	 春日部市	 埼玉県立春日部東高等学校 ギター部
4260	 春日部市	 春日部共栄高等学校 軽音楽部
4190	 所沢市	 埼玉県立所沢高等学校 フォーク部
4176	 上尾市	 埼玉県立上尾高等学校 フォークソング研究同好会
4183	 新座市	 埼玉県立新座高等学校 軽音楽部
4244	 新座市	 西武台高等学校 軽音楽部
4245	 新座市	 立教新座高等学校 ジャズ研究会
9482	 新座市	 立教新座高等学校 音楽部
4201	 深谷市	 埼玉県立深谷高等学校 フォーク部

4202	 深谷市	 埼玉県立深谷商業高等学校 軽音楽部
4203	 深谷市	 埼玉県立深谷第一高等学校 軽音楽部
4257	 深谷市	 正智深谷高等学校 軽音楽部
4185	 川越市	 埼玉県立川越工業高等学校 現代ギター部
4184	 川越市	 埼玉県立川越高等学校 軽音楽部
4186	 川越市	 埼玉県立川越女子高等学校 フォーク（軽音楽）部
6715	 川越市	 埼玉県立川越西高等学校 ギター部
4187	 川越市	 埼玉県立川越南高等学校 ギター部
4247	 川越市	 山村学園高等学校 軽音楽部
4246	 川越市	 城北埼玉高等学校 軽音楽部
4235	 川越市	 川越市立川越高等学校 軽音楽部
4172	 川口市	 埼玉県立川口工業高等学校 軽音楽同好会
4170	 川口市	 埼玉県立川口高等学校 フォークソング同好会
4173	 川口市	 埼玉県立川口青陵高等学校 軽音楽部
4171	 川口市	 埼玉県立川口北高等学校 軽音楽同好会
4212	 草加市	 埼玉県立草加東高等学校 軽音楽部
4213	 草加市	 埼玉県立草加南高等学校 軽音楽部
4181	 朝霞市	 埼玉県立朝霞高等学校 ギター部
9481	 朝霞市	 埼玉県立朝霞高等学校 ジャズバンド部
4182	 朝霞市	 埼玉県立朝霞西高等学校 ギター部
4195	 東松山市	 埼玉県立松山高等学校 軽音楽部
4194	 日高市	 埼玉県立日高高等学校 軽音楽部
4224	 入間郡	 埼玉県立越生高等学校 軽音楽部
4263	 入間郡	 埼玉平成高等学校 軽音楽部
6711	 入間郡	 清和学園高等学校 軽音楽部
4262	 入間郡	 武蔵越生高等学校 軽音楽部
4192	 入間市	 埼玉県立豊岡高等学校 軽音楽部
4251	 入間市	 東野高等学校 軽音楽部
9498	 入間市	 日々輝学園高等学校 東京校 軽音楽部
4214	 八潮市	 埼玉県立八潮高等学校 軽音楽部
4193	 飯能市	 埼玉県立飯能南高等学校 軽音楽部
4253	 飯能市	 自由の森学園高等学校 軽音部
6712	 飯能市	 聖望学園高等学校 軽音楽同好会
4254	 飯能市	 大川学園高等学校 軽音楽部
4225	 比企郡	 埼玉県立小川高等学校 軽音楽同好会
4226	 比企郡	 埼玉県立鳩山高等学校 軽音楽部
6726	 比企郡	 大妻嵐山中学校・高等学校 ギター部
4230	 北葛飾郡	 埼玉県立松伏高等学校 軽音楽同好会
4228	 北葛飾郡	 埼玉県立杉戸高等学校 軽音楽部
4229	 北葛飾郡	 埼玉県立杉戸農業高等学校 音楽部
4264	 北葛飾郡	 昌平学園昌平高等学校 軽音楽部
4261	 北足立郡	 国際学院高等学校 軽音楽部
4178	 北本市	 埼玉県立北本高等学校 軽音楽部
4196	 本庄市	 埼玉県立本庄高等学校 軽音楽部
4256	 本庄市	 早稲田大学本庄高等学院 軽音楽部
4255	 本庄市	 本庄東高等学校 軽音楽部
4222	 蓮田市	 埼玉県立蓮田松韻高等学校 軽音楽部
4174	 蕨市	 埼玉県立蕨高等学校 軽音楽部
4242	 蕨市	 武南高等学校 ポピュラーソング部
■千葉県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5156	 旭市	 千葉県立東総工業高等学校 音楽部
5160	 印旛郡	 東京学館高等学校 軽音楽部
5162	 浦安市	 千葉県立浦安南高等学校 軽音楽部
5163	 浦安市	 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5168	 我孫子市	 我孫子二階堂高等学校 軽音楽部
5166	 我孫子市	 千葉県立我孫子高等学校 軽音楽同好会
5167	 我孫子市	 千葉県立我孫子東高等学校 軽音楽部
5169	 我孫子市	 中央学院高等学校 軽音部
5170	 鎌ヶ谷市	 千葉県立鎌ケ谷高等学校 軽音楽部
5171	 鎌ヶ谷市	 千葉県立鎌ケ谷西高等学校 軽音楽部
5176	 館山市	 千葉県安房西高等学校 軽音楽部
5178	 君津市	 千葉県立君津高等学校 ギター部
5180	 君津市	 翔凜高等学校 軽音楽部
5182	 香取郡	 わせがく高等学校 軽音楽部
5183	 香取市	 千葉県立佐原高等学校 軽音楽部
5184	 香取市	 千葉県立佐原白楊高等学校 フォークソング部
5186	 香取市	 千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部
5187	 佐倉市	 千葉県立佐倉高等学校 軽音楽部
5188	 佐倉市	 千葉県立佐倉東高等学校 ギター部
5193	 山武市	 千葉県立成東高等学校 フォークソング同好会
5198	 四街道市	 千葉敬愛高等学校 軽音楽部
5196	 四街道市	 千葉県立四街道北高等学校 軽音楽同好会
5201	 市原市	 千葉県立京葉高等学校 軽音楽同好会
5202	 市原市	 千葉県立市原高等学校 音楽部
5216	 市川市	 国府台女子学院高等部 軽音楽部、ギター部
5221	 市川市	 市川高等学校 軽音楽部
5218	 市川市	 昭和学院中学校高等学校 軽音楽部
5208	 市川市	 千葉県立行徳高等学校 音楽部
5207	 市川市	 千葉県立市川工業高等学校 軽音楽部
5211	 市川市	 千葉県立市川東高等学校 軽音楽部
5220	 市川市	 千葉商科大学付属高等学校 音楽部
5215	 市川市	 日出学園中学校・高等学校 軽音楽部
5219	 市川市	 和洋国府台女子中学校高等学校 軽音楽部
5224	 習志野市	 習志野市立習志野高等学校 軽音楽部
5235	 松戸市	 光英VERITAS高等学校 軽音楽同好会
5234	 松戸市	 松戸市立松戸高等学校 軽音楽部
5228	 松戸市	 千葉県立松戸国際高等学校 軽音楽部
5230	 松戸市	 千葉県立松戸南高等学校 ロック部
5229	 松戸市	 千葉県立松戸六実高等学校 軽音楽部
5236	 松戸市	 専修大学松戸高等学校 フォークソング同好会
5237	 成田市	 千葉県立下総高等学校 軽音楽部
5238	 成田市	 千葉県立成田国際高等学校 ギター部、軽音楽同好会
5240	 成田市	 千葉県立成田西陵高等学校 軽音楽部
5239	 成田市	 千葉県立成田北高等学校 軽音楽同好会
5247	 千葉市	 敬愛学園高等学校 軽音楽部
5270	 千葉市	 渋谷教育学園幕張高等学校 ギター部
5271	 千葉市	 昭和学院秀英高等学校 軽音楽部
5261	 千葉市	 植草学園大学附属高等学校 ギター部
5248	 千葉市	 千葉経済大学附属高等学校 軽音楽部
5267	 千葉市	 千葉県立検見川高等学校 音楽部
5256	 千葉市	 千葉県立生浜高等学校 音楽部
5253	 千葉市	 千葉県立千城台高等学校 ギター同好会
5257	 千葉市	 千葉県立千葉工業高等学校 軽音楽部
5259	 千葉市	 千葉県立千葉中学校・高等学校 フォークソング部
5245	 千葉市	 千葉県立千葉東高等学校 フォークソング同好会
5258	 千葉市	 千葉県立千葉南高等学校 音楽同好会
5251	 千葉市	 千葉県立泉高等学校 軽音楽部
5272	 千葉市	 千葉県立土気高等学校 ギター部
5268	 千葉市	 千葉県立幕張総合高等学校 アコースティックギター同好会
5246	 千葉市	 千葉市立千葉高等学校 軽音楽部
5262	 千葉市	 千葉聖心高等学校 軽音楽部
5263	 千葉市	 千葉明徳高等学校 軽音楽部
5280	 船橋市	 千葉県立船橋古和釜高等学校 軽音楽部
5273	 船橋市	 千葉県立船橋高等学校 アコースティックギター部
5274	 船橋市	 千葉県立船橋芝山高等学校 音楽同好会
5281	 船橋市	 千葉県立船橋東高等学校 フォークロック部
5275	 船橋市	 千葉県立船橋二和高等学校 軽音楽部
5282	 船橋市	 千葉県立薬園台高等学校 軽音楽同好会
5283	 船橋市	 船橋市立船橋高等学校 軽音楽部
5285	 船橋市	 東京学館船橋高等学校 軽音楽部
5286	 船橋市	 東葉高等学校 軽音楽部
5290	 匝瑳市	 敬愛大学八日市場高等学校 軽音楽部
5289	 匝瑳市	 千葉県立匝瑳高等学校 ギター部
5296	 長生郡	 千葉県立一宮商業高等学校 軽音楽同好会
5299	 東金市	 千葉学芸高等学校 軽音楽部
9533	 柏市	 わせがく高等学校 柏キャンパス 軽音楽部
5311	 柏市	 芝浦工業大学柏中学高等学校 軽音楽部
5308	 柏市	 千葉県立東葛飾高等学校 軽音楽部
5306	 柏市	 千葉県立柏の葉高等学校 ギター部
5301	 柏市	 千葉県立柏高等学校 軽音楽部
5302	 柏市	 千葉県立柏南高等学校 軽音楽部
5303	 柏市	 千葉県立柏陵高等学校 軽音楽部
5312	 柏市	 二松學舍大学附属柏中学校・高等学校 軽音楽部
5309	 柏市	 柏市立柏高等学校 軽音楽部
5316	 八街市	 千葉県立八街高等学校 軽音楽部
5317	 八街市	 千葉黎明高等学校 軽音楽部
5321	 八千代市	 千葉英和高等学校 軽音楽部
5318	 八千代市	 千葉県立八千代高等学校 ギター部
5319	 八千代市	 千葉県立八千代西高等学校 軽音楽部
5320	 八千代市	 千葉県立八千代東高等学校 フォークソング部
5327	 茂原市	 千葉県立長生高等学校 フォークソング研究同好会
5328	 茂原市	 千葉県立茂原高等学校 軽音楽同好会
5329	 茂原市	 千葉県立茂原樟陽高等学校 軽音楽同好会
5330	 茂原市	 茂原北陵高等学校 軽音楽サークル
5335	 木更津市	 暁星国際高等学校 音楽部
5331	 木更津市	 千葉県立木更津高等学校 軽音楽愛好会
5332	 木更津市	 千葉県立木更津東高等学校 軽音楽部
5336	 木更津市	 拓殖大学紅陵高等学校 軽音楽部
9532	 木更津市	 木更津工業高等専門学校 軽音部
5333	 木更津市	 木更津総合高等学校 軽音楽同好会
5340	 野田市	 あずさ第一高等学校 軽音楽部
5337	 野田市	 千葉県立関宿高等学校 軽音楽同好会
5338	 野田市	 千葉県立清水高等学校 軽音楽部
5339	 野田市	 千葉県立野田中央高等学校 軽音楽部
5344	 流山市	 千葉県立流山おおたかの森高等学校 軽音楽部
5345	 流山市	 千葉県立流山南高等学校 軽音楽部
5343	 流山市	 千葉県立流山北高等学校 軽音部
■茨城県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5346	 かすみがうら市	つくば国際大学東風高等学校 軽音楽同好会
5351	 つくば市	 茨城県立茎崎高等学校 軽音楽部
5349	 つくば市	 茨城県立竹園高等学校 軽音楽同好会
5358	 ひたちなか市	 茨城県立海洋高等学校 軽音楽部
5359	 ひたちなか市	 茨城県立勝田工業高等学校 軽音楽部
9508	 ひたちなか市	 茨城工業高等専門学校 軽音楽同好会
5361	 稲敷郡	 霞ヶ浦高等学校 軽音楽部
5364	 下妻市	 茨城県立下妻第一高等学校 軽音楽部
5366	 笠間市	 茨城県立笠間高等学校 軽音楽部
5370	 牛久市	 茨城県立牛久高等学校 軽音楽部
5373	 牛久市	 東洋大学附属牛久高等学校 軽音楽研究部
5379	 古河市	 茨城県立古河第三高等学校 音楽部
5384	 古河市	 茨城県立古河第二高等学校 軽音楽部
5378	 古河市	 茨城県立古河中等教育学校 軽音同好会
5383	 古河市	 茨城県立三和高等学校 軽音楽部
5389	 高萩市	 茨城県立高萩清松高等学校 軽音楽同好会
5395	 桜川市	 岩瀬日本大学高等学校 軽音楽愛好会
5396	 鹿嶋市	 茨城県立鹿島高等学校 軽音楽部
5399	 鹿嶋市	 鹿島学園高等学校 軽音楽部
5400	 取手市	 茨城県立取手第一高等学校 軽音楽部
5404	 取手市	 茨城県立藤代高等学校 軽音楽部
5402	 取手市	 茨城県立藤代紫水高等学校 軽音楽部
5406	 取手市	 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 フォークソング部
5407	 守谷市	 茨城県立守谷高等学校 軽音楽同好会
5408	 小美玉市	 茨城県立中央高等学校 軽音楽同好会
5409	 常総市	 茨城県立水海道第一高等学校 軽音楽同好会
5410	 常総市	 茨城県立水海道第二高等学校 軽音楽同好会
5413	 常陸太田市	 茨城県立太田第二高等学校 軽音楽部

5427	 水戸市	 茨城県立水戸商業高等学校 軽音楽部
5420	 水戸市	 茨城県立水戸第一高等学校 軽音楽同好会
5426	 水戸市	 茨城県立水戸第三高等学校 軽音楽部
5423	 水戸市	 茨城県立水戸第二高等学校 軽音楽同好会
5425	 水戸市	 茨城県立水戸南高等学校 軽音楽部
9531	 水戸市	 茨城県立盲学校 軽音楽部
5421	 水戸市	 茨城県立緑岡高等学校 軽音楽部
5429	 水戸市	 茨城高等学校 フォーク部
5431	 水戸市	 水戸啓明高等学校 軽音楽同好会
5435	 水戸市	 水戸平成学園高等学校 軽音楽クラブ
5438	 石岡市	 茨城県立石岡第二高等学校 軽音楽部
5453	 土浦市	 つくば国際大学高等学校 軽音楽部
5446	 土浦市	 茨城県立土浦第一高等学校 軽音楽同好会
5447	 土浦市	 茨城県立土浦第三高等学校 音楽部
5452	 土浦市	 常総学院高等学校 軽音楽部
5454	 土浦市	 土浦日本大学高等学校 音楽部
5451	 土浦市	 土浦日本大学中等教育学校 バンド部
5456	 東茨城郡	 茨城県立大洗高等学校 軽音楽同好会
5459	 那珂市	 茨城県立水戸農業高等学校 軽音楽部
5466	 日立市	 茨城キリスト教学園高等学校 軽音楽部
5464	 日立市	 茨城県立日立商業高等学校 軽音楽演劇同好会
5460	 日立市	 茨城県立日立第一高等学校 軽音楽部
5463	 日立市	 茨城県立日立第二高等学校 軽音楽部
5468	 日立市	 明秀学園日立高等学校 フォークソング同好会
5470	 鉾田市	 茨城県立鉾田第二高等学校 音楽部
5474	 龍ヶ崎市	 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 軽音楽部
5475	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 軽音楽部
5473	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 軽音楽部
5476	 龍ヶ崎市	 茨城県立竜ヶ崎南高等学校 軽音楽部
■栃木県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5491	 宇都宮市	 宇都宮短期大学附属高等学校 軽音楽部
5482	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮女子高等学校 軽音楽部
5484	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮南高等学校 軽音楽同好会
5487	 宇都宮市	 栃木県立宇都宮白楊高等学校 軽音楽部
5492	 宇都宮市	 日々輝学園高等学校 軽音楽同好会
5498	 佐野市	 栃木県立佐野高等学校 軽音楽部
5506	 鹿沼市	 栃木県立鹿沼南高等学校 軽音楽同好会
9507	 小山市	 小山工業高等専門学校 軽音楽部
5509	 小山市	 栃木県立小山城南高等学校 軽音楽部
5508	 小山市	 栃木県立小山北桜高等学校 軽音楽部
5524	 足利市	 足利短期大学附属高等学校 軽音楽部
5517	 足利市	 栃木県立足利高等学校 軽音同好会
5519	 足利市	 栃木県立足利南高等学校 フォーク部
5523	 足利市	 白鴎大学足利高等学校 Music Art Club
5527	 大田原市	 栃木県立大田原女子高等学校 フォークソング部
5532	 栃木市	 栃木県立学悠館高等学校 軽音楽部
5529	 栃木市	 栃木県立栃木工業高等学校 ギター部
5533	 栃木市	 栃木県立栃木女子高等学校 軽音楽部
5540	 那須塩原市	 栃木県立那須清峰高等学校 軽音楽同好会
5547	 日光市	 栃木県立今市工業高等学校 軽音楽同好会
5546	 日光市	 栃木県立今市高等学校 ギター部
■群馬県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5557	 安中市	 新島学園高等学校 軽音楽部
5562	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎興陽高等学校 軽音楽部
5558	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎高等学校 音楽部
5560	 伊勢崎市	 群馬県立伊勢崎清明高等学校 軽音楽部
5565	 甘楽郡	 群馬県立下仁田高等学校 軽音楽愛好会
5570	 桐生市	 群馬県立桐生清桜高等学校 軽音楽部
5577	 吾妻郡	 群馬県立吾妻中央高等学校 音楽部
5579	 吾妻郡	 群馬県立長野原高等学校 軽音楽サークル
5583	 高崎市	 群馬県立高崎工業高等学校 軽音楽部
5584	 高崎市	 群馬県立榛名高等学校 軽音楽部
5591	 高崎市	 高崎健康福祉大学高崎高等学校 軽音楽部
5590	 高崎市	 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 軽音楽部
5592	 高崎市	 高崎商科大学附属高等学校 軽音楽部
5597	 佐波郡	 群馬県立玉村高等学校 軽音楽部
5599	 渋川市	 群馬県立渋川工業高等学校 軽音楽部
5602	 沼田市	 群馬県立沼田高等学校 軽音楽部
5604	 沼田市	 群馬県立沼田女子高等学校 軽音楽部、ギター部
5616	 前橋市	 共愛学園高等学校 F&R部
5614	 前橋市	 群馬県立前橋清陵高等学校 定時制夜間部
5617	 前橋市	 前橋育英高等学校 軽音楽部
5624	 太田市	 群馬県立新田暁高等学校 軽音楽部
5623	 太田市	 群馬県立太田東高等学校 軽音楽部
5626	 太田市	 常磐高等学校 軽音楽部
5628	 藤岡市	 群馬県立藤岡中央高等学校 軽音楽部
5631	 富岡市	 群馬県立富岡高等学校 軽音楽部
5634	 邑楽郡	 群馬県立板倉高等学校 軽音楽部
■新潟県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6925	 加茂市	 加茂暁星高等学校 軽音楽同好会
6945	 佐渡市	 新潟県立佐渡高等学校 音楽部
6946	 佐渡市	 新潟県立佐渡総合高等学校 音楽部
6950	 三条市	 新潟県立三条東高等学校 軽音楽同好会
6955	 三島郡	 新潟県立出雲崎高等学校 器楽部
6951	 糸魚川市	 新潟県立糸魚川高等学校 軽音楽部
6952	 糸魚川市	 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 軽音楽部
6954	 十日町市	 新潟県立十日町総合高等学校 音楽部
6959	 十日町市	 新潟県立松代高等学校 軽音楽同好会
6932	 上越市	 関根学園高等学校 軽音楽同好会
6939	 上越市	 高田高等学校 軽音楽同好会
6960	 上越市	 上越高等学校 軽音楽部
6941	 上越市	 新潟県立高田南城高等学校 軽音楽同好会
6943	 上越市	 新潟県立高田北城高等学校 軽音楽部
6961	 上越市	 新潟県立上越総合技術高等学校 軽音楽同好会
6930	 新潟市	 新潟県立巻高等学校 ギター部
6965	 新潟市	 新潟県立新潟工業高等学校 音楽部
6974	 新潟市	 新潟県立新潟西高等学校 軽音楽同好会
6977	 新潟市	 新潟県立新潟中央高等学校 ギター部
6982	 新潟市	 新潟県立新津工業高等学校 器楽部
7024	 新潟市	 新潟県立豊栄高等学校 ギター部
6970	 新潟市	 新潟市立明鏡高等学校 音楽部
6973	 新潟市	 新潟清心女子高等学校 軽音部
7025	 新潟市	 北越高等学校 軽音楽同好会
6988	 新発田市	 新潟県立新発田南高等学校 ギター同好会
6987	 新発田市	 新発田中央高等学校 軽音楽同好会
6938	 村上市	 新潟県立荒川高等学校 軽音楽部
6998	 村上市	 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校 軽音楽部
7004	 長岡市	 新潟県立長岡高等学校 軽音楽部
7006	 長岡市	 新潟県立長岡大手高等学校 軽音同好会
9505	 長岡市	 長岡工業高等専門学校 軽音楽部
7022	 南魚沼市	 新潟県立八海高等学校 軽音楽同好会
7017	 柏崎市	 新潟県立柏崎高等学校 フォークロック同好会
7019	 柏崎市	 新潟県立柏崎総合高等学校 軽音楽同好会
6962	 妙高市	 新潟県立新井高等学校 ニューミュージック部
■富山県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7048	 魚津市	 富山県立新川みどり野高等学校 音楽部
7039	 高岡市	 高岡第一高等学校 軽音楽部
7041	 高岡市	 高岡龍谷高等学校 軽音楽同好会
7036	 高岡市	 富山県立高岡高等学校 軽音楽部
7040	 高岡市	 富山県立高岡南高等学校 軽音楽部
9514	 射水市	 富山高等専門学校 射水キャンパス
7042	 富山市	 高朋高等学校 軽音楽部
7066	 富山市	 富山県立富山工業高等学校 軽音楽部
9513	 富山市	 富山高等専門学校 本郷キャンパス 軽音楽部
■石川県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7084	 羽咋市	 石川県立羽咋高等学校 軽音楽部
7123	 河北郡	 石川県立津幡高等学校 軽音楽部
7127	 河北郡	 石川県立内灘高等学校 軽音楽部
9515	 河北郡	 石川工業高等専門学校 軽音楽同好会
7088	 金沢市	 金沢学院大学附属高等学校 軽音楽部
7095	 金沢市	 石川県立金沢西高等学校 軽音楽同好会
7136	 金沢市	 遊学館高等学校 軽音楽部
7125	 七尾市	 石川県立田鶴浜高等学校 軽音楽部
7116	 小松市	 石川県立小松北高等学校 軽音楽部
■福井県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7149	 小浜市	 福井県立若狭高等学校 軽音楽部
7157	 大野市	 福井県立大野高等学校 音楽愛好会
7155	 福井市	 仁愛女子高等学校 軽音楽部
7171	 福井市	 福井工業大学附属福井高等学校 芸能部
7175	 福井市	 北陸学園北陸高等学校 アコースティック同好会
■山梨県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7182	 甲府市	 甲斐清和高等学校 ギター部
7183	 甲府市	 山梨県立甲府工業高等学校 ギター部
7186	 甲府市	 山梨県立甲府城西高等学校 軽音楽同好会
7188	 甲府市	 山梨県立甲府第一高等学校 フォークロック部
7189	 甲府市	 山梨県立甲府東高等学校 軽音楽部
7190	 甲府市	 山梨県立甲府南高等学校 軽音楽部
7209	 上野原市	 日本大学明誠高等学校 音楽部
7205	 大月市	 山梨県立都留高等学校 軽音楽部
7204	 笛吹市	 山梨県立笛吹高等学校 フォークソング部
7179	 南アルプス市	 山梨県立巨摩高等学校 軽音楽同好会
7199	 南巨摩郡	 身延山高等学校 軽音楽同好会
7211	 韮崎市	 山梨県立韮崎高等学校 ギター部
7176	 富士吉田市	 山梨県立ひばりが丘高等学校 軽音楽部
7217	 北杜市	 山梨県立北杜高等学校 軽音楽部
7203	 北杜市	 帝京第三高等学校 軽音同好会
7218	 北杜市	 北杜市立甲陵高等学校 ギター同好会
■長野県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7297	 安曇野市	 長野県南安曇農業高等学校 軽音楽部
7306	 安曇野市	 長野県穂高商業高等学校 軽音楽部
7307	 安曇野市	 長野県豊科高等学校 LMC部
7312	 安曇野市	 長野県明科高等学校 軽音楽部
7234	 伊那市	 長野県伊那北高等学校 軽音楽部
7235	 伊那市	 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 軽音楽部
7251	 伊那市	 長野県高遠高等学校 軽音楽部
7237	 塩尻市	 長野県塩尻志学館高等学校 軽音楽部
7295	 塩尻市	 長野県田川高等学校 ギター部
7239	 岡谷市	 長野県岡谷東高等学校 軽音楽部
7231	 下伊那郡	 長野県阿智高等学校 軽音楽部
7232	 下伊那郡	 長野県阿南高等学校 軽音楽部
7246	 茅野市	 長野県茅野高等学校 軽音楽部
7323	 茅野市	 東海大学付属諏訪高等学校 音楽部
7248	 駒ヶ根市	 長野県駒ヶ根工業高等学校 軽音楽同好会
7278	 駒ヶ根市	 長野県赤穂高等学校 軽音楽部
7236	 佐久市	 佐久平総合技術高等学校 軽音楽部
5639	 佐久市	 長野県岩村田高等学校 軽音楽部
7314	 佐久市	 長野県野沢南高等学校 軽音楽部
7315	 佐久市	 長野県野沢北高等学校 軽音楽班
7256	 小諸市	 長野県小諸高等学校 軽音楽部
7257	 小諸市	 長野県小諸商業高等学校 軽音楽部
7224	 松本市	 松商学園高等学校 軽音楽同好会
7229	 松本市	 松本国際高等学校 軽音楽部
7228	 松本市	 信濃むつみ高等学校 軽音楽部
7233	 松本市	 長野県梓川高等学校 軽音楽部
7260	 松本市	 長野県松本蟻ヶ崎高等学校 軽音楽部
7261	 松本市	 長野県松本県ヶ丘高等学校 軽音楽部

7262	 松本市	 長野県松本工業高等学校 軽音楽部
7264	 松本市	 長野県松本筑摩高等学校 音楽部
7265	 松本市	 長野県松本美須々ヶ丘高等学校 FMC部
7266	 上伊那郡	 長野県上伊那農業高等学校 軽音楽同好会
7282	 上伊那郡	 長野県辰野高等学校 軽音楽部
7227	 上田市	 上田西高等学校 軽音楽部
7247	 上田市	 長野県丸子修学館高等学校 軽音楽部
7267	 上田市	 長野県上田高等学校 現代音楽班
7268	 上田市	 長野県上田千曲高等学校 軽音楽班
7269	 上田市	 長野県上田染谷丘高等学校 軽音・フォーク班
7270	 上田市	 長野県上田東高等学校 軽音楽班
7252	 埴科郡	 長野県坂城高等学校 軽音部
7245	 諏訪郡	 長野県下諏訪向陽高等学校 器楽部
7305	 諏訪郡	 長野県富士見高等学校 バンド部
7271	 諏訪市	 長野県諏訪実業高等学校 軽音楽部
7272	 諏訪市	 長野県諏訪清陵高等学校 フォークソング部
7273	 諏訪市	 長野県諏訪二葉高等学校 現代音楽部
7275	 須坂市	 長野県須坂高等学校 FMC同好会
7274	 須坂市	 長野県須坂創成高等学校 軽音楽部
7241	 千曲市	 長野県屋代高等学校 軽音楽班
7242	 千曲市	 長野県屋代南高等学校 フォークソング部
7280	 大町市	 長野県大町岳陽高等学校 軽音楽部
7285	 中野市	 長野県中野立志館高等学校 軽音楽部
7253	 長野市	 長野県篠ノ井高等学校 フォーク部
7254	 長野市	 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 音楽部
7259	 長野市	 長野県松代高等学校 ミュージック部
7286	 長野市	 長野県長野吉田高等学校 軽音楽班
7287	 長野市	 長野県長野吉田高等学校戸隠分校 軽音部
7288	 長野市	 長野県長野工業高等学校 軽音楽班
7289	 長野市	 長野県長野高等学校 フォークソング班
7292	 長野市	 長野県長野西高等学校中条校 軽音楽同好会
7294	 長野市	 長野県長野南高等学校 軽音楽部
9506	 長野市	 長野工業高等専門学校 軽音楽部
7317	 長野市	 長野市立長野高等学校 軽音楽部
7318	 長野市	 長野俊英高等学校 軽音楽部
7319	 長野市	 長野女子高等学校 軽音楽部
7320	 長野市	 長野清泉女学院高等学校 フォークソング部
7296	 東御市	 長野県東御清翔高等学校 軽音楽部
7255	 南佐久郡	 長野県小海高等学校 軽音楽班
7300	 飯山市	 長野県飯山高等学校 軽音同好会
7301	 飯田市	 長野県飯田OIDE長姫高等学校 軽音楽部
7302	 飯田市	 長野県飯田高等学校 軽音楽部
7304	 飯田市	 長野県飯田風越高等学校 軽音楽部
7283	 北安曇郡	 長野県池田工業高等学校 軽音楽部
7298	 北安曇郡	 長野県白馬高等学校 軽音楽部
7249	 北佐久郡	 長野県軽井沢高等学校 軽音楽部
7279	 木曽郡	 長野県蘇南高等学校 軽音楽部
7313	 木曽郡	 長野県木曽青峰高等学校 軽音楽部
■岐阜県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7327	 岐阜市	 ぎふ国際高等学校 音楽部
7366	 岐阜市	 済美高等学校 フォークソング部
7399	 高山市	 岐阜県立斐太高等学校 軽音楽部
7395	 土岐市	 岐阜県立東濃フロンティア高等学校 軽音楽部
9510	 本巣市	 岐阜工業高等専門学校 軽音楽同好会
■静岡県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7416	 伊豆の国市	 静岡県立伊豆中央高等学校 軽音楽部
7426	 掛川市	 静岡県立掛川工業高等学校 ギター部
7462	 菊川市	 常葉学園菊川高等学校 音楽部
7500	 御前崎市	 静岡県立池新田高等学校 音楽部
7438	 御殿場市	 御殿場西高等学校 軽音楽部
7439	 御殿場市	 静岡県立御殿場南高等学校 音楽部
7515	 三島市	 日本大学三島高等学校 軽音楽部
7424	 沼津市	 加藤学園高等学校 フォークソング部
7434	 沼津市	 桐陽高等学校 軽音楽部
9511	 沼津市	 沼津工業高等専門学校 軽音楽同好会
7456	 沼津市	 沼津中央高等学校 軽音楽部
7451	 沼津市	 静岡県立沼津工業高等学校 軽音部
7457	 沼津市	 静岡県立沼津東高等学校　ギターアンサンブル部
7411	 榛原郡	 キラリ高等学校 音楽部（軽音）
7469	 静岡市	 清水国際高等学校 軽音楽部
7487	 静岡市	 静岡県立静岡西高等学校 音楽部
7511	 藤枝市	 静岡県立藤枝東高等学校 ギター部
7410	 浜松市	 オイスカ高等学校 軽音楽部
9446	 浜松市	 クラーク記念国際高等学校 浜松キャンパス 軽音楽部
7473	 浜松市	 聖隷クリストファー高等学校 軽音楽部
7531	 浜松市	 静岡県立浜松工業高等学校 ギター部
7536	 浜松市	 静岡県立浜松城北工業高等学校 軽音楽部
7540	 浜松市	 静岡県立浜松南高等学校 音楽研究部
7542	 浜松市	 静岡県立浜松北高等学校 軽音楽部
7525	 浜松市	 浜松開誠館高等学校 軽音楽部
7527	 浜松市	 浜松学芸高等学校 ポピュラー音楽部
7534	 浜松市	 浜松修学舎中学校・高等学校 ギター部
7524	 浜松市	 浜松聖星高等学校 軽音楽同好会
9528	 富士宮市	 富士宮高等専修学校 軽音楽部
7431	 富士市	 静岡県立吉原工業高等学校 総合文化部（ギター部）
7550	 富士市	 静岡県立富士高等学校 音楽部
■愛知県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7569	 安城市	 安城学園高等学校 軽音楽部
7577	 一宮市	 愛知県立一宮興道高等学校 音楽部
7635	 一宮市	 修文学院高等学校 音楽部
7556	 稲沢市	 愛知啓成高等学校 軽音楽部
7593	 岡崎市	 愛知県立岡崎商業高等学校 音楽部
7597	 岡崎市	 愛知県立岡崎北高等学校 音楽部
7655	 岡崎市	 岡崎学園高等学校 軽音楽同好会
7594	 岡崎市	 岡崎城西高等学校
7605	 刈谷市	 愛知県立刈谷東高等学校（通信制） バンド部
7606	 刈谷市	 愛知県立刈谷北高等学校 ギター同好会
7607	 岩倉市	 愛知県立岩倉総合高等学校 フォーク部
7642	 春日井市	 中部大学春日丘高等学校 軽音楽部
7772	 小牧市	 誉高等学校 軽音楽部
7661	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸工科高等学校 PSLMC
7658	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸高等学校 フォークソング部
7659	 瀬戸市	 愛知県立瀬戸西高等学校 アコースティックギター部
7665	 瀬戸市	 聖カピタニオ女子高等学校 軽音楽部
7666	 瀬戸市	 聖霊中学校・高等学校 軽音楽部
7668	 西尾市	 愛知県立西尾高等学校 ギター部
7694	 知多郡	 愛知県立東浦高等学校 ギター部
7704	 知多郡	 愛知県立内海高等学校 音楽部
7710	 知多郡	 日本福祉大学付属高等学校 音楽部
7679	 知多市	 愛知県立知多翔洋高等学校 ギター部
7589	 東海市	 愛知県立横須賀高等学校 軽音楽同好会
7697	 東海市	 愛知県立東海樟風高等学校 フォークソング部
7685	 日進市	 中部大学第一高等学校 軽音楽部
7712	 半田市	 愛知県立半田工科高等学校 音楽部
7713	 半田市	 愛知県立半田高等学校 フォークソング部
7714	 半田市	 愛知県立半田商業高等学校 軽音楽部
7567	 尾張旭市	 愛知県立旭野高等学校 軽音楽部
7726	 豊橋市	 愛知県立豊橋工科高等学校 音楽部
7727	 豊橋市	 豊橋市立豊橋高等学校 音楽部
7730	 豊橋市	 豊橋中央高等学校 軽音楽部
9500	 豊田市	 ルネサンス豊田高等学校 軽音楽部
7735	 豊田市	 愛知県立豊田工科高等学校 音楽部
7736	 豊田市	 愛知県立豊田高等学校 ギター部
7737	 豊田市	 愛知県立豊田西高等学校 ギター部
7741	 豊田市	 愛知県立豊田北高等学校 軽音楽部
7693	 豊田市	 杜若高等学校 軽音楽部
9537	 豊田市	 豊田工業高等専門学校 軽音楽部
7663	 豊明市	 星城高等学校 軽音楽部
9525	 名古屋市	 KTCおおぞら高等学院 名古屋キャンパス
9530	 名古屋市	 クラーク記念国際高等学校 名古屋キャンパス 軽音同好会
9447	 名古屋市	 愛知芸術高等専修学校 ミュージックコース
7563	 名古屋市	 愛知県立愛知商業高等学校 音楽部
7566	 名古屋市	 愛知県立旭丘高等学校 軽音楽部
7575	 名古屋市	 愛知県立惟信高等学校 軽音楽部
7647	 名古屋市	 愛知県立昭和高等学校 軽音楽部
7648	 名古屋市	 愛知県立松蔭高等学校 音楽部
7656	 名古屋市	 愛知県立瑞陵高等学校 軽音楽部
7683	 名古屋市	 愛知県立中川商業高等学校 フォークソング部
7684	 名古屋市	 愛知県立中村高等学校 音楽部
7763	 名古屋市	 愛知県立名古屋西高等学校 Ｊ＆Ｆ部
7766	 名古屋市	 愛知県立名古屋南高等学校 軽音楽部
7769	 名古屋市	 愛知県立明和高等学校 PM部
7773	 名古屋市	 愛知県立緑丘高等学校 軽音楽部
7560	 名古屋市	 愛知産業大学工業高等学校 軽音楽部
7610	 名古屋市	 菊華高等学校 軽音楽部
9499	 名古屋市	 菊武ビジネス専門学校 高校課程 軽音楽部
7613	 名古屋市	 金城学院高等学校 軽音楽部
7614	 名古屋市	 啓明学館高等学校 軽音楽部
7632	 名古屋市	 至学館高等学校 軽音楽部
7657	 名古屋市	 椙山女学園高等学校 ギター部
9538	 名古屋市	 星槎国際高等学校 名古屋学習センター 軽音同好会
7674	 名古屋市	 大同大学大同高等学校 軽音楽部
7682	 名古屋市	 中京大学附属中京高等学校 バンド研究部
7695	 名古屋市	 東海学園高等学校 軽音楽同好会
7696	 名古屋市	 東海中学校・高等学校 軽音楽同好会
7700	 名古屋市	 東邦高等学校 軽音楽部
7703	 名古屋市	 同朋高等学校 フォークソング部
7705	 名古屋市	 南山中学校・高等学校女子部 ギター部
7744	 名古屋市	 名古屋経済大学高蔵高等学校 軽音楽部
5640	 名古屋市	 名古屋経済大学市邨高等学校 軽音楽部
7747	 名古屋市	 名古屋国際中学校・高等学校 軽音楽部
7749	 名古屋市	 名古屋市立向陽高等学校 フォークソング部
7750	 名古屋市	 名古屋市立工業高等学校 軽音楽部
7751	 名古屋市	 名古屋市立工芸高等学校 軽音楽同好会
7752	 名古屋市	 名古屋市立桜台高等学校 軽音部
7753	 名古屋市	 名古屋市立山田高等学校 軽音楽部
7754	 名古屋市	 名古屋市立若宮商業高等学校 ギター部
7756	 名古屋市	 名古屋市立中央高等学校 音楽部
7759	 名古屋市	 名古屋市立名古屋商業高等学校 軽音楽部
7760	 名古屋市	 名古屋市立名東高等学校 軽音楽部
7761	 名古屋市	 名古屋市立緑高等学校 軽音楽部
7762	 名古屋市	 名古屋女子大学高等学校 軽音楽部
7564	 弥富市	 愛知黎明高等学校 軽音楽部
■三重県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7774	 伊賀市	 三重県立あけぼの学園高等学校 軽音楽部
7788	 伊勢市	 三重県立宇治山田商業高等学校 軽音楽部
7792	 亀山市	 三重県立亀山高等学校 軽音楽部
7797	 桑名市	 三重県立桑名高等学校 軽音楽同好会
7798	 桑名市	 三重県立桑名西高等学校 音楽部
7800	 三重郡	 三重県立菰野高等学校 軽音楽部
7804	 四日市市	 三重県立四日市工業高等学校 軽音楽部
7807	 四日市市	 三重県立四日市商業高等学校 軽音楽部
7841	 四日市市	 三重県立北星高等学校 バンド部
7823	 四日市市	 大橋学園高等学校 軽音楽部
7814	 松阪市	 松阪高等学校 ギター同好会
9522	 津市	 一志学園高校 軽音楽部
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7826	 津市	 三重県立津工業高等学校 軽音楽部
7827	 津市	 三重県立津高等学校 軽音楽部
7829	 津市	 三重県立津西高等学校 オリジナルソング部
7831	 津市	 三重県立津東高等学校 ロッキン部
7834	 津市	 青山高等学校 けいおんサークル
7833	 度会郡	 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 軽音楽部
7840	 尾鷲市	 三重県立尾鷲高等学校 軽音楽部
7817	 鈴鹿市	 三重県立神戸高等学校 吹奏楽部軽音楽班
7819	 鈴鹿市	 三重県立石薬師高等学校 音楽部
7837	 鈴鹿市	 三重県立白子高等学校 軽音楽部
7839	 鈴鹿市	 三重県立飯野高等学校 軽音楽部
9512	 鈴鹿市	 鈴鹿工業高等専門学校 アコースティックギター部
■滋賀県 ------------------------------------------------------------------------------------	
7851	 愛知郡	 滋賀県立愛知高等学校 軽音楽部
7898	 近江八幡市	 滋賀県立八幡工業高等学校 軽音楽同好会
7852	 草津市	 綾羽高等学校 軽音楽部
7884	 草津市	 滋賀県立草津東高等学校 軽音楽部
7865	 大津市	 幸福の科学学園関西高等学校 軽音楽同好会
7880	 大津市	 滋賀県立石山高等学校 軽音楽部
7882	 大津市	 滋賀県立膳所高等学校 軽音楽部
7885	 大津市	 滋賀県立大津高等学校 軽音楽部
7887	 大津市	 滋賀県立大津清陵高等学校 通信部 軽音楽部
7888	 大津市	 滋賀県立大津清陵高等学校馬場分校 軽音楽愛好会
7893	 大津市	 滋賀県立東大津高等学校 音楽部
7872	 大津市	 滋賀短期大学附属高等学校 軽音楽部
7901	 大津市	 比叡山高等学校 軽音楽部
7890	 長浜市	 滋賀県立長浜農業高等学校 軽音楽部
7897	 東近江市	 滋賀県立八日市南高等学校 音楽同好会
7859	 彦根市	 近江高等学校 軽音同好会
7902	 彦根市	 滋賀県立彦根工業高等学校 軽音楽部
7906	 彦根市	 滋賀県立彦根翔西館高等学校 軽音楽部
7909	 野洲市	 滋賀県立野洲高等学校 軽音同好会
■京都府 ------------------------------------------------------------------------------------
5642	 綾部市	 京都府立綾部高等学校 軽音楽同好会
5643	 宇治市	 京都府立城南菱創高等学校 フォークソング部
5645	 宇治市	 京都府立莵道高等学校 フォークソング部
5647	 宇治市	 京都翔英高等学校 軽音楽部
5648	 亀岡市	 京都府立亀岡高等学校 軽音楽部
5656	 京丹後市	 京都府立丹後緑風高等学校 久美浜学舎 軽音楽部
5654	 京丹後市	 京都府立峰山高等学校 軽音楽部
5657	 京田辺市	 京都府立田辺高等学校 軽音楽部
5673	 京都市	 ノートルダム女学院中学高等学校 軽音楽部
5664	 京都市	 花園高等学校 軽音楽部
5696	 京都市	 華頂女子高等学校 軽音楽部
5708	 京都市	 京都橘高等学校 軽音楽部
5701	 京都市	 京都教育大学附属高等学校 軽音楽同好会
5665	 京都市	 京都光華高等学校 軽音楽部
5693	 京都市	 京都国際高等学校 軽音楽部
5667	 京都市	 京都産業大学附属高等学校 軽音楽部
5711	 京都市	 京都市立紫野高等学校 軽音楽部
5687	 京都市	 京都市立西京高等学校 軽音楽部
5689	 京都市	 京都市立美術工芸高等学校 フォークソング部
5686	 京都市	 京都市立堀川高等学校 軽音楽部
5694	 京都市	 京都女子高等学校 軽音楽部
5671	 京都市	 京都精華学園高等学校 軽音楽部
5707	 京都市	 京都聖母学院中学校・高等学校 軽音楽部
5677	 京都市	 京都府立鴨沂高等学校 軽音楽部
5681	 京都市	 京都府立桂高等学校 軽音楽部（K-LMC）
5660	 京都市	 京都府立嵯峨野高等学校 軽音楽部
5710	 京都市	 京都府立山城高等学校 軽音楽部
5685	 京都市	 京都府立朱雀高等学校 軽音楽部
9526	 京都市	 京都府立清明高等学校 軽音楽部
5702	 京都市	 京都府立東稜高等学校 フォークソング部
5704	 京都市	 京都府立桃山高等学校 軽音楽部
5703	 京都市	 京都府立洛水高等学校 軽音楽部
5682	 京都市	 京都府立洛西高等学校 軽音楽部
5675	 京都市	 京都府立洛東高等学校 フォークソング研究部
5669	 京都市	 京都府立洛北高等学校 音楽研究部
5672	 京都市	 京都文教高等学校 軽音楽部
5695	 京都市	 大谷高等学校 軽音楽部
5670	 京都市	 同志社高等学校 軽音楽部
5678	 京都市	 同志社女子高等学校 軽音楽部
5679	 京都市	 平安女学院中学校・高等学校 軽音楽部
5712	 京都市	 洛星高等学校 軽音楽同好会
5691	 京都市	 洛陽総合高等学校 軽音楽部
5713	 向日市	 京都府立向陽高等学校 フォークソング部
5716	 城陽市	 京都府立城陽高等学校 軽音楽部
5718	 相楽郡	 京都廣学館高等学校 通信課程ギター同好会
5709	 長岡京市	 立命館中学校・高等学校 軽音楽同好会
5727	 舞鶴市	 聖ヨゼフ学園日星高等学校 パソコン部音楽班
9503	 舞鶴市	 舞鶴工業高等専門学校 軽音楽部
5728	 福知山市	 京都府立福知山高等学校 音楽部
■大阪府 ------------------------------------------------------------------------------------	
8040	 大阪市	 大阪市立桜宮高等学校 音楽部
4272	 大阪市	 大阪市立都島工業高等学校 軽音楽部
8047	 大阪市	 大阪市立都島工業高等学校 定時制課程 軽音楽部
8048	 大阪市	 大阪市立東高等学校 フォークソング部
8011	 大阪市	 大阪府立西野田工科高等学校 軽音楽部
7986	 大阪市	 昇陽高等学校 軽音楽部
8039	 大阪市	 大阪市立咲くやこの花高等学校 軽音楽部
7979	 大阪市	 大阪府立市岡高等学校 NMC（軽音楽）部
8044	 大阪市	 大阪市立泉尾工業高等学校 軽音楽部
8019	 大阪市	 大阪府立泉尾高等学校 軽音楽部
7943	 大阪市	 興國高等学校 軽音楽部
7976	 大阪市	 四天王寺高等学校 軽音楽部
8003	 大阪市	 清風高等学校 軽音楽部
4276	 大阪市	 大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校 軽音楽部
7959	 大阪市	 大阪府立高津高等学校 軽音楽部
8002	 大阪市	 大阪府立清水谷高等学校 ギター部
8135	 大阪市	 大阪府立夕陽丘高等学校 YMW部
8061	 大阪市	 大阪夕陽丘学園高等学校 軽音楽部
7963	 大阪市	 大阪府立今宮高等学校 軽音エレキ部
7955	 大阪市	 好文学園女子高等学校 軽音楽部
8052	 大阪市	 大阪市立淀商業高等学校 軽音楽部
7936	 大阪市	 関西大学北陽高等学校 フォークソング部
8034	 大阪市	 大阪高等学校 フォークソング部
8057	 大阪市	 大阪成蹊女子高等学校 軽音楽部
4286	 大阪市	 大阪府立柴島高等学校 軽音楽部
8120	 大阪市	 大阪府立北淀高等学校 フォークソング部
7915	 大阪市	 プール学院高等学校 フォークソング部
8041	 大阪市	 大阪市立生野工業高等学校 軽音楽部
7985	 大阪市	 大阪府立勝山高等学校 軽音楽部
8091	 大阪市	 大阪府立桃谷高等学校CS I・II 部 軽音楽部
8062	 大阪市	 大阪偕星学園高等学校 軽音楽部
7993	 大阪市	 常翔学園高等学校 軽音楽部
7920	 大阪市	 大阪府立旭高等学校 音楽部
8136	 大阪市	 大阪府立淀川工科高等学校 軽音楽部
8036	 大阪市	 大阪産業大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
8056	 大阪市	 大阪信愛学院高等学校 軽音楽部
7998	 大阪市	 大阪府立成城高等学校 軽音楽部
7913	 大阪市	 あべの翔学高等学校 軽音楽部
8037	 大阪市	 大阪市立工芸高等学校 音楽部
7918	 大阪市	 大阪府立阿倍野高等学校 軽音エレキ部
7981	 大阪市	 大阪府立住吉高等学校 軽音楽部
8080	 大阪市	 大阪府立天王寺高等学校 軽音楽部
8066	 大阪市	 大谷中学校・高等学校 フォークソング部
4282	 大阪市	 桃山学院高等学校 軽音楽部
8130	 大阪市	 明浄学院高等学校 軽音楽部
7951	 大阪市	 建国高等学校 軽音楽部
4289	 大阪市	 大阪府教育センター附属高等学校 軽音楽部
7965	 大阪市	 大阪府立阪南高等学校 軽音楽部
8078	 大阪市	 帝塚山学院中学校高等学校 軽音楽部
8140	 大阪市	 浪速高等学校 軽音楽部
7992	 大阪市	 城南学園高等学校 軽音楽部
7962	 大阪市	 大阪府立今宮工科高等学校 軽音楽部
8010	 大阪市	 大阪府立西成高等学校 軽音楽部
4298	 大阪市	 英真学園高等学校 軽音楽部
8049	 大阪市	 大阪市立東淀工業高等学校 軽音楽部
8090	 大阪市	 大阪府立東淀川高等学校 軽音楽部
8119	 大阪市	 大阪府立北野高等学校 ジャズ・フォークソング部
4284	 大阪市	 大阪市立鶴見商業高等学校 軽音楽部
8051	 大阪市	 大阪市立汎愛高等学校 音楽部
7922	 大阪市	 大阪府立茨田高等学校 軽音楽部
4292	 大阪市	 大阪市立住吉商業高等学校 フォークソング部
4273	 大阪市	 大阪府立港南造形高等学校 軽音楽部
9535	 大阪市	 関西情報工学院専門学校 高等課程 軽音楽部
8069	 大阪市	 大阪府立長吉高等学校 軽音楽部
8084	 大阪市	 大阪府立東住吉高等学校 軽音楽部
8112	 大阪市	 大阪府立平野高等学校 軽音楽部
8079	 大阪市	 天王寺学館高等学校 軽音楽部
8085	 大阪市	 東住吉総合高等学校 ギター部
7949	 大阪市	 金蘭会高等学校 フォークソング部
8043	 大阪市	 大阪市立扇町総合高等学校 軽音楽部
7990	 大阪市	 城星学園中学校・高等学校 ウインド・ポップスミュージッククラブ
8022	 大阪市	 相愛高等学校 音楽部
8046	 大阪市	 大阪市立中央高等学校 軽音楽部
8053	 大阪市	 大阪女学院高等学校 軽音楽部
8063	 大阪市	 大阪府立大手前高等学校 軽音楽部
7954	 茨木市	 向陽台高等学校 軽音楽部
4299	 茨木市	 大阪府立茨木工科高等学校 軽音楽部
9444	 茨木市	 大阪府立茨木工科高等学校 定時制 軽音楽部
7923	 茨木市	 大阪府立茨木高等学校 軽音楽部
7924	 茨木市	 大阪府立茨木西高等学校 軽音楽部
7983	 茨木市	 大阪府立春日丘高等学校 軽音楽部
8110	 茨木市	 大阪府立福井高等学校 軽音楽部
8117	 茨木市	 大阪府立北摂つばさ高等学校 軽音楽部
8074	 茨木市	 追手門学院高等学校 軽音楽部
4266	 羽曳野市	 大阪府立懐風館高等学校 軽音楽部
8031	 河内長野市	 大阪暁光高等学校 軽音楽部
8072	 河内長野市	 大阪府立長野高等学校 フォークソング部
7931	 貝塚市	 大阪府立貝塚高等学校 軽音楽部
4287	 貝塚市	 大阪府立貝塚南高等学校 軽音楽部
7940	 岸和田市	 岸和田市立産業高等学校 軽音楽部
7944	 岸和田市	 近畿大学泉州高等学校 軽音楽部
4291	 岸和田市	 大阪府立岸和田高等学校 軽音楽部
7941	 岸和田市	 大阪府立久米田高等学校 軽音楽部
4290	 岸和田市	 大阪府立和泉高等学校 軽音楽部
7953	 交野市	 大阪府立交野高等学校 軽音楽部
7925	 高石市	 羽衣学園高等学校 フォークソング部
8004	 高石市	 清風南海高等学校 軽音楽部
7958	 高石市	 大阪府立高石高等学校 フォークソング部
7919	 高槻市	 阿武野高等学校 軽音楽部
7946	 高槻市	 金光大阪高等学校 アコースティックギター同好会
7960	 高槻市	 高槻高等学校 軽音楽部
7929	 高槻市	 大阪府立芥川高等学校 軽音ロック部
7961	 高槻市	 大阪府立高槻北高等学校 軽音楽部

7972	 高槻市	 大阪府立三島高等学校 軽音楽部
8024	 高槻市	 大阪府立大冠高等学校 軽音楽部
8076	 高槻市	 大阪府立槻の木高等学校 軽音楽部
8018	 阪南市	 大阪府立泉鳥取高等学校 軽音楽部
7952	 堺市	 賢明学院中学高等学校 軽音楽部
4277	 堺市	 香ヶ丘リベルテ高等学校 軽音楽部
4275	 堺市	 堺市立堺高等学校 軽音楽部
8055	 堺市	 大阪商業大学堺高等学校 軽音楽部
7966	 堺市	 大阪府立堺工科高等学校 軽音楽部
4283	 堺市	 大阪府立堺上高等学校 軽音楽部
7967	 堺市	 大阪府立堺西高等学校 軽音楽部
7968	 堺市	 大阪府立堺東高等学校 軽音楽部
7999	 堺市	 大阪府立成美高等学校 軽音楽部
8020	 堺市	 大阪府立泉北高等学校 軽音楽部
8081	 堺市	 大阪府立登美丘高等学校 フォークソング部
8089	 堺市	 大阪府立東百舌鳥高等学校 軽音楽部
8097	 堺市	 大阪府立農芸高等学校 音楽部
8105	 堺市	 大阪府立美原高等学校 軽音楽部
8111	 堺市	 大阪府立福泉高等学校 軽音楽部
8115	 堺市	 大阪府立鳳高等学校 フォークソング部
4270	 堺市	 東大谷高等学校 軽音楽部
4301	 堺市	 大阪府立泉陽高等学校 PMC
4300	 堺市	 初芝立命館高等学校 新音楽研究部
4265	 堺市	 大阪府立金岡高等学校 軽音楽部
8082	 三島郡	 大阪府立島本高等学校 軽音楽部
7978	 四條畷市	 大阪府立四條畷高等学校 軽音楽部
4294	 守口市	 大阪国際高等学校 軽音楽部
4271	 守口市	 大阪電気通信大学高等学校 軽音楽部
7921	 守口市	 大阪府立芦間高等学校 軽音楽部
4297	 守口市	 大阪府立守口東高等学校 軽音楽部
4279	 松原市	 阪南大学高等学校 軽音楽部
7987	 松原市	 大阪府立松原高等学校 軽音楽部
8006	 松原市	 大阪府立生野高等学校 軽音楽部
8067	 松原市	 大阪府立大塚高等学校 軽音楽部
8059	 寝屋川市	 香里ヌヴェール学院中学校・高等学校 軽音楽部
8009	 寝屋川市	 大阪府立西寝屋川高等学校 フォークソング部
8116	 寝屋川市	 大阪府立北かわち皐が丘高等学校 軽音楽部
8094	 寝屋川市	 同志社香里高等学校 軽音楽部
8025	 吹田市	 大阪学院大学高等学校 軽音楽部
7973	 吹田市	 大阪府立山田高等学校 軽音楽部
7996	 吹田市	 大阪府立吹田高等学校 軽音楽部
7997	 吹田市	 大阪府立吹田東高等学校 軽音楽部
8014	 吹田市	 大阪府立千里高等学校 フォークソング部
8118	 吹田市	 大阪府立北千里高等学校 軽音楽部
8000	 摂津市	 星翔高等学校 音楽部
8033	 摂津市	 大阪薫英女学院高等学校 軽音楽部
8013	 摂津市	 大阪府立摂津高等学校 フォークギター部
4268	 泉佐野市	 大阪府立佐野工科高等学校 K音部
7964	 泉佐野市	 大阪府立佐野高等学校 軽音楽部
8017	 泉大津市	 大阪府立泉大津高等学校 器楽部
4267	 泉南郡	 大阪体育大学浪商高等学校 軽音楽部
8129	 泉南郡	 大阪府立岬高等学校 軽音楽部
7917	 泉南市	 大阪府立りんくう翔南高等学校 軽音楽部
7942	 大阪狭山市	 大阪府立狭山高等学校 軽音楽部
7977	 大東市	 四條畷学園高等学校 歌声部
8134	 大東市	 大阪府立野崎高等学校 フォークソング部
8139	 大東市	 緑風冠高等学校 軽音楽部
7982	 池田市	 渋谷高等学校 アコースティック音楽同好会
7926	 池田市	 大阪府立園芸高等学校 軽音楽部
8068	 池田市	 大阪府立池田高等学校 軽音楽部
7988	 東大阪市	 アナン学園高等学校 軽音楽部
7945	 東大阪市	 近畿大学附属高等学校 軽音楽部
4269	 東大阪市	 樟蔭高等学校 軽音楽部
7916	 東大阪市	 大阪府立みどり清朋高等学校 軽音楽部
7928	 東大阪市	 大阪府立花園高等学校 フォークソング部
7991	 東大阪市	 大阪府立城東工科高等学校 総合音楽部
8107	 東大阪市	 大阪府立布施工科高等学校 軽音楽部
8108	 東大阪市	 大阪府立布施高等学校 軽音楽部
8109	 東大阪市	 大阪府立布施北高等学校 軽音楽部
5737	 東大阪市	 大阪府立枚岡樟風高等学校 軽音楽部
8086	 東大阪市	 東大阪市立日新高等学校 軽音楽部
8087	 東大阪市	 東大阪大学敬愛高等学校 軽音楽部
4280	 藤井寺市	 大阪女子短期大学高等学校 軽音楽部
8092	 藤井寺市	 大阪府立藤井寺工科高等学校 軽音楽部
8093	 藤井寺市	 大阪府立藤井寺高等学校 現代音楽研究部
4296	 南河内郡	 上宮太子高等学校 軽音楽部
7938	 柏原市	 関西福祉科学大学高等学校 ギター部
8088	 柏原市	 東大阪大学柏原高等学校 ギター部
7974	 八尾市	 大阪府立山本高等学校 軽音楽部
8102	 八尾市	 大阪府立八尾高等学校 軽音楽部
8103	 八尾市	 大阪府立八尾翠翔高等学校 軽音楽部
8104	 八尾市	 大阪府立八尾北高等学校 軽音楽部
7911	 富田林市	 PL学園高等学校 軽音楽部
7927	 富田林市	 大阪府立河南高等学校 軽音楽部
4288	 富田林市	 大阪府立金剛高等学校 軽音楽部
8106	 富田林市	 大阪府立富田林高等学校 軽音楽部
7970	 豊中市	 大阪府立桜塚高等学校 軽音楽部
8015	 豊中市	 大阪府立千里青雲高等学校 軽音楽部
4295	 豊中市	 大阪府立刀根山高等学校 軽音楽部
8113	 豊中市	 大阪府立豊中高等学校 軽音楽部
8114	 豊中市	 大阪府立豊島高等学校 軽音楽部
8098	 豊中市	 梅花高等学校 フォークソング部
8096	 豊能郡	 大阪府立能勢高等学校 軽音楽部
4293	 枚方市	 常翔啓光学園高等学校 軽音楽部
8038	 枚方市	 大阪市立高等学校 軽音楽同好会
7957	 枚方市	 大阪府立香里丘高等学校 軽音楽部
8070	 枚方市	 大阪府立長尾高等学校 軽音楽部
8121	 枚方市	 大阪府立牧野高等学校 軽音楽部
8123	 枚方市	 大阪府立枚方高等学校 フォークギター部
8008	 箕面市	 アサンプション国際中学校高等学校 軽音楽部
8126	 箕面市	 大阪府立箕面高等学校 民謡研究部
8128	 箕面市	 大阪府立箕面東高等学校 軽音楽部
8125	 箕面市	 箕面学園高等学校 軽音楽部
8132	 門真市	 大阪府立門真なみはや高等学校 ロック研究部
8133	 門真市	 大阪府立門真西高等学校 軽音楽部
7994	 和泉市	 大阪府立信太高等学校 軽音楽部
8099	 和泉市	 大阪府立伯太高等学校 軽音楽部
4281	 和泉市	 大阪府立和泉工業・総合高等学校 軽音楽部
■兵庫県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5740	 たつの市	 兵庫県立龍野北高等学校 軽音楽同好会
9452	 芦屋市	 甲南高等学校 ブラスアンサンブル部
5745	 芦屋市	 甲南高等学校 器楽部
5742	 芦屋市	 兵庫県立芦屋高等学校 ギター研究部
5748	 伊丹市	 伊丹市立伊丹高等学校 ギター部
5749	 伊丹市	 兵庫県立伊丹高等学校 フォークソング部
5753	 加古川市	 兵庫県立加古川東高等学校 ギターフォーク同好会
5755	 加古川市	 兵庫県立加古川南高等学校 音楽部
5757	 加古川市	 兵庫県立東播工業高等学校 軽音楽部
5764	 高砂市	 兵庫県立高砂高等学校 音楽部
5772	 三田市	 三田学園高等学校 軽音楽部
5776	 三木市	 兵庫県立三木高等学校 軽音楽部
5777	 三木市	 兵庫県立三木東高等学校 アコースティックギター部
5774	 三木市	 兵庫県立三木北高等学校 音楽部
5779	 宍粟市	 兵庫県立山崎高等学校 ギター同好会
5780	 宍粟市	 兵庫県立千種高等学校 カルチャー部
5788	 小野市	 兵庫県立小野工業高等学校 ギター部
5787	 小野市	 兵庫県立小野高等学校 軽音楽部
5794	 神戸市	 啓明学院高等学校 軽音楽部
5838	 神戸市	 松蔭高等学校 BAND部
5844	 神戸市	 神戸学院大学附属高等学校 軽音楽部
5849	 神戸市	 神戸弘陵学園高等学校 軽音楽部
5802	 神戸市	 神戸国際大学附属高等学校 軽音楽部
5840	 神戸市	 神戸市立神港橘高等学校 顧問楽部
5811	 神戸市	 神戸市立摩耶兵庫高等学校 音楽部
5827	 神戸市	 神戸常盤女子高等学校 ギター部
5814	 神戸市	 神戸第一高等学校 軽音楽部
5824	 神戸市	 神戸野田高等学校 軽音楽部
5815	 神戸市	 神戸龍谷高等学校 軽音楽部
5793	 神戸市	 須磨学園高等学校 軽音楽部
5796	 神戸市	 滝川高等学校 軽音楽部
5805	 神戸市	 兵庫県立伊川谷高等学校 軽音楽同好会
5845	 神戸市	 兵庫県立神戸甲北高等学校 軽音楽部
5801	 神戸市	 兵庫県立神戸商業高等学校 音楽部
5848	 神戸市	 兵庫県立神戸北高等学校 軽音楽部
5847	 神戸市	 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 ギター部
5792	 神戸市	 兵庫県立須磨友が丘高等学校 ギター同好会
5829	 神戸市	 兵庫県立東灘高等学校 軽音楽部
5799	 神戸市	 兵庫県立舞子高等学校 軽音楽部
5841	 神戸市	 兵庫県立兵庫工業高等学校 軽音楽部
5818	 神戸市	 兵庫県立兵庫高等学校 ギターアンサンブル部
5819	 神戸市	 兵庫県立夢野台高等学校 ギター部
5852	 神崎郡市	 市川高等学校 ギター同好会
5869	 西宮市	 神戸女学院高等学部 軽音楽部
5862	 西宮市	 仁川学院高等学校 軽音楽部
5856	 西宮市	 西宮市立西宮東高等学校 軽音楽部
5858	 西宮市	 兵庫県立西宮甲山高等学校 軽音楽部
5854	 西宮市	 兵庫県立鳴尾高等学校 軽音楽部
5872	 西脇市	 兵庫県立西脇高等学校 ギター部
5878	 川西市	 兵庫県立川西緑台高等学校 軽音楽部
5881	 川辺郡	 兵庫県立猪名川高等学校 軽音楽同好会
5883	 相生市	 兵庫県立相生産業高等学校 軽音楽部
5884	 多可郡	 兵庫県立多可高等学校 軽音楽同好会
5887	 丹波市	 兵庫県立柏原高等学校 ギター部
5888	 淡路市	 兵庫県立淡路高等学校 ギター部
5892	 朝来市	 生野学園高等学校 バンド部
5738	 南あわじ市	 兵庫県立淡路三原高等学校 音楽部
5904	 尼崎市	 園田学園高等学校 フォークソング部
5895	 尼崎市	 尼崎市立尼崎双星高等学校 アコースティックギター部
5905	 尼崎市	 百合学院高等学校 フォークソング部
5901	 尼崎市	 兵庫県立神崎工業高等学校 軽音楽部
5897	 尼崎市	 兵庫県立尼崎工業高等学校 軽音楽部
5899	 尼崎市	 兵庫県立尼崎高等学校 軽音楽部
5894	 尼崎市	 兵庫県立尼崎西高等学校 軽音楽部
4274	 尼崎市	 兵庫県立武庫荘総合高等学校 軽音楽部
5908	 美方郡	 兵庫県立香住高等学校 フォークソング同好会
5924	 姫路市	 淳心学院高等学校 軽音楽部
5922	 姫路市	 東洋大学附属姫路高等学校 コーラス部
5918	 姫路市	 姫路市立琴丘高等学校 フォークソング部
5931	 姫路市	 姫路市立飾磨高等学校 フォークソング部
5917	 姫路市	 姫路市立姫路高等学校 フォークソング部
5930	 姫路市	 兵庫県立飾磨工業高等学校 ギター部
5912	 姫路市	 兵庫県立姫路工業高等学校 軽音楽部
5932	 姫路市	 兵庫県立姫路南高等学校 軽音楽部
5911	 姫路市	 兵庫県立姫路別所高等学校 フォークソング部
5921	 姫路市	 兵庫県立姫路北高等学校 軽音楽部
5937	 宝塚市	 兵庫県立宝塚東高等学校 軽音楽部

5949	 明石市	 兵庫県立明石城西高等学校 音楽部
9517	 明石市	 明石工業高等専門学校 音楽部
■奈良県 ------------------------------------------------------------------------------------	
5965	 橿原市	 聖心学園中等教育学校 軽音楽部
5963	 橿原市	 奈良県立橿原高等学校 Sound Art Society
5962	 橿原市	 奈良県立畝傍高等学校 フォークソング部
5968	 吉野郡	 奈良県立十津川高等学校 音楽部
5967	 吉野郡	 奈良県立大淀高等学校 軽音楽部
5969	 五條市	 奈良県立五條高等学校 軽音楽部
5973	 御所市	 奈良県立御所実業高等学校 音楽部
5979	 桜井市	 関西中央高等学校 軽音楽部
5977	 桜井市	 奈良県立桜井高等学校 ギター部
5987	 大和郡山市	 奈良学園中学校・高等学校 軽音楽部
5985	 大和郡山市	 奈良県立郡山高等学校 軽音楽同好会
9497	 大和郡山市	 奈良工業高等専門学校 軽音楽部
5994	 天理市	 天理高等学校 第一部 フォークソング同好会
5991	 天理市	 奈良県立添上高等学校 音楽部
6005	 奈良市	 育英西高等学校 音楽部
6007	 奈良市	 東大寺学園高等学校 音楽部
6008	 奈良市	 奈良育英高等学校 軽音楽部
6002	 奈良市	 奈良県立山辺高等学校 軽音楽同好会
6000	 奈良市	 奈良県立大学附属高等学校 軽音楽部
6010	 奈良市	 奈良女子高等学校 軽音楽サークル
5996	 奈良市	 奈良女子大学附属中等教育学校 軽音楽部
6009	 奈良市	 奈良大学附属高等学校 軽音楽部
■和歌山県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8162	 伊都郡	 高野山高等学校 軽音楽・ダンス部
8148	 伊都郡	 和歌山県立笠田高等学校 ギター部
8160	 海草郡	 慶風高等学校 軽音楽部
8144	 海草郡	 和歌山県立海南高等学校大成校舎 軽音楽部
8146	 海南市	 海南市立海南下津高等学校 軽音楽同好会
8143	 海南市	 和歌山県立海南高等学校 軽音楽部
8178	 紀の川市	 和歌山県立粉河高等学校 軽音部
8154	 橋本市	 和歌山県立橋本高等学校 ギター部
8176	 御坊市	 和歌山県立日高高等学校 フォークソング部
8173	 田辺市	 和歌山県立南紀高等学校 バンド部
8175	 田辺市	 和歌山県立南部高等学校龍神分校 音楽愛好会
8180	 有田郡	 和歌山県立有田中央高等学校 軽音楽同好会
8167	 和歌山市	 和歌山県立星林高等学校 軽音楽部
8182	 和歌山市	 和歌山県立和歌山工業高等学校 軽音楽部
8183	 和歌山市	 和歌山県立和歌山高等学校 総合音楽部 軽音楽班
8188	 和歌山市	 和歌山県立和歌山東高等学校 軽音同好会
8184	 和歌山市	 和歌山市立和歌山高等学校 軽音楽部
8186	 和歌山市	 和歌山信愛中学校・高等学校 軽音楽部
■鳥取県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8194	 鳥取市	 青翔開智中学校 軽音楽部
9518	 米子市	 米子工業高等専門学校 軽音楽同好会
■島根県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8266	 益田市	 明誠高等学校 軽音楽部
8254	 江津市	 石見智翠館高等学校 軽音楽部
8233	 江津市	 島根県立江津工業高等学校 音楽部
8232	 鹿足郡	 島根県立吉賀高等学校 音楽部
8241	 出雲市	 出雲西高等学校 軽音楽同好会
8247	 松江市	 松江西高等学校 軽音楽同好会
8252	 松江市	 松徳学院中学校高等学校 ロックバンド部
8249	 松江市	 島根県立松江南高等学校 フォークソング同好会
■岡山県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8275	 岡山市	 岡山学芸館高等学校 軽音楽部
8285	 岡山市	 岡山県立岡山操山高等学校 音楽部
8289	 岡山市	 岡山県立岡山朝日高等学校 音楽部
8293	 岡山市	 岡山県立岡山芳泉高等学校 軽音楽部
8326	 岡山市	 岡山県立西大寺高等学校 フォークソング同好会
8283	 岡山市	 岡山商科大学附属高等学校 軽音楽部
8317	 岡山市	 就実高等学校 ギター・マンドリン部
8324	 岡山市	 瀬戸南高等学校 ギター同好会
8328	 岡山市	 創志学園高等学校 軽音同好会
8355	 岡山市	 明誠学院高等学校 軽音楽部
8307	 玉野市	 岡山県立玉野高等学校 軽音楽部
8309	 玉野市	 玉野市立玉野備南高等学校 軽音楽部
8277	 高梁市	 岡山県高梁日新高等学校 軽音楽部サークル
8270	 浅口市	 おかやま山陽高等学校 ギター部
8310	 浅口市	 金光学園中学・高等学校 軽音楽部
8304	 倉敷市	 岡山県立玉島高等学校 軽音楽部
8337	 倉敷市	 岡山県立倉敷商業高等学校 フォークソング同好会
8340	 倉敷市	 岡山県立倉敷中央高等学校 軽音楽同好会
8325	 倉敷市	 清心中学校・清心女子高等学校 軽音楽部
8331	 倉敷市	 倉敷高等学校 軽音楽部
8333	 倉敷市	 倉敷市立工業高等学校 ミュージック部
8335	 倉敷市	 倉敷市立精思高等学校 軽音楽部
8278	 津山市	 岡山県作陽高等学校 軽音楽部
8359	 美作市	 岡山県立林野高等学校 軽音楽同好会
■広島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8379	 安芸郡	 広島県立海田高等学校 軽音楽部
8408	 安芸郡	 広島国際学院高等学校 軽音楽部
8381	 安芸高田市	 広島県立吉田高等学校 軽音楽部
8397	 安芸高田市	 広島県立向原高等学校 音楽部
8396	 呉市	 呉青山中学校・高等学校 音楽部
8372	 呉市	 広島県立音戸高等学校 軽音楽同好会
8392	 呉市	 広島県立呉三津田高等学校 フォークソング部
8394	 呉市	 広島県立呉商業高等学校 軽音楽部
8398	 呉市	 広島県立広高等学校 軽音楽部
8361	 広島市	 AICJ 中学校・高等学校 軽音楽部
9271	 広島市	 クラーク記念国際高等学校 広島キャンパス 軽音部
8367	 広島市	 広島県立安古市高等学校 軽音楽部
8375	 広島市	 広島県立可部高等学校 軽音楽部
8380	 広島市	 広島県立祇園北高等学校 軽音楽部
8388	 広島市	 広島県立五日市高等学校 軽音楽部
8402	 広島市	 広島県立広島皆実高等学校 軽音楽部
8404	 広島市	 広島県立広島観音高等学校 軽音楽同好会
8406	 広島市	 広島県立広島工業高等学校 軽音楽部
8409	 広島市	 広島県立広島国泰寺高等学校 軽音楽部
8421	 広島市	 広島県立広島商業高等学校 軽音楽部
8429	 広島市	 広島県立高陽高等学校 ギター部
8430	 広島市	 広島県立高陽東高等学校 軽音楽部
8413	 広島市	 広島市立基町高等学校 フォークソング部
8416	 広島市	 広島市立舟入高等学校 軽音楽部
6016	 広島市	 広島大学附属高等学校 軽音楽班
8428	 広島市	 広陵学園 広陵高等学校 フォークソング部
8437	 広島市	 山陽高等学校 軽音楽部
8440	 広島市	 修道中学校・修道高等学校 音楽班
8448	 広島市	 進徳女子高等学校 軽音楽部
8449	 広島市	 崇徳中学校・高等学校 軽音楽部
8471	 広島市	 比治山女子中学・高等学校 フォーク部
8457	 江田島市	 広島県立大柿高等学校 音楽部
8470	 三原市	 如水館高等学校 軽音楽部
8435	 三次市	 広島県立三次高等学校 音楽部
8373	 山県郡	 広島県立加計高等学校 軽音楽部
8374	 山県郡	 広島県立加計高等学校芸北分校 バンド同好会
8455	 山県郡	 広島県立千代田高等学校 軽音楽部
8423	 山県郡	 広島新庄高等学校 音楽部
8462	 竹原市	 広島県立忠海高等学校 軽音楽部
8376	 東広島市	 広島県立河内高等学校 軽音楽部
8377	 東広島市	 広島県立賀茂高等学校 軽音楽部
8488	 東広島市	 広島県立豊田高等学校 軽音楽部
8382	 廿日市市	 広島県立宮島工業高等学校 軽音楽部
8432	 廿日市市	 広島県立佐伯高等学校 音楽部
8467	 廿日市市	 広島県立廿日市高等学校 ギター部
8468	 廿日市市	 広島県立廿日市西高等学校 軽音楽同好会
8438	 廿日市市	 山陽女学園中等部・高等部 軽音楽部
9270	 尾道市	 広島県立因島高等学校 軽音楽部
8475	 尾道市	 広島県立尾道北高等学校 音楽部
8473	 尾道市	 尾道中学校・高等学校 軽音楽部
9534	 尾道市	 尾道南高等学校 MUSIC 同好会
8445	 府中市	 広島県立上下高等学校 軽音楽同好会
8476	 府中市	 広島県立府中高等学校 フォーク部
8371	 福山市	 英数学館高等学校 軽音楽部
8387	 福山市	 広島県立戸手高等学校 軽音楽部
8443	 福山市	 広島県立松永高等学校 音楽研究部
8447	 福山市	 広島県立神辺高等学校 軽音楽部
8479	 福山市	 広島県立福山葦陽高等学校 アコースティックギター部
8424	 福山市	 広島大学附属福山中・高等学校 軽音楽部
8458	 豊田郡	 広島県立大崎海星高等学校 音楽部
■山口県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8520	 宇部市	 慶進中学校・高等学校 軽音楽同好会
8494	 宇部市	 山口県立宇部高等学校 器楽部
8498	 宇部市	 山口県立宇部中央高等学校 軽音楽同好会
8500	 下関市	 下関国際高等学校 軽音楽部
8558	 下関市	 梅光学院中学校・高等学校 軽音楽部
8529	 山口市	 山口県立山口高等学校 ギター部
8491	 山陽小野田市	 サビエル高等学校 軽音楽部
9502	 周南市	 晃英館中学校 軽音楽部
8552	 周南市	 山口県立徳山高等学校 軽音楽部
8559	 萩市	 萩光塩学院高等学校 軽音楽部
8538	 美祢市	 成進高等学校 軽音同好会
■徳島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8579	 徳島市	 香蘭高等学校 音楽部
8587	 徳島市	 徳島県立城東高等学校 軽音楽部
8600	 徳島市	 徳島文理中学校・高等学校 音楽同好会
■香川県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8614	 さぬき市	 寒川高等学校 軽音楽部
8615	 観音寺市	 香川県立観音寺第一高等学校 ギター同好会
8622	 丸亀市	 香川県藤井高等学校 軽音楽部
8618	 丸亀市	 香川県立丸亀城西高等学校 軽音楽同好会
8626	 高松市	 香川県立高松工芸高等学校 軽音楽部
8630	 高松市	 香川県立高松西高等学校 軽音楽同好会
8634	 高松市	 香川県立高松南高等学校 軽音楽部
9520	 高松市	 香川高等専門学校 高松キャンパス 軽音楽部
8631	 高松市	 高松第一高等学校 フォーク部
9521	 三豊市	 香川高等専門学校 詫間キャンパス 軽音楽部
8645	 小豆郡	 香川県立小豆島中央高等学校 ギター部
8646	 善通寺市	 尽誠学園高等学校 軽音楽同好会
■愛媛県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8690	 松山市	 愛媛県立松山東高等学校 ギター研究部
8685	 松山市	 松山城南高等学校 軽音楽部
8703	 松山市	 聖カタリナ学園高等学校 軽音楽同好会
■高知県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8731	 安芸市	 高知県立安芸中・高等学校 ギター部
6017	 吾川郡	 高知県立伊野商業高等学校 軽音楽部
8745	 吾川郡	 高知追手前高等学校 吾北分校 軽音楽部
8733	 高岡郡	 高知県立窪川高等学校 軽音楽部
8737	 高知市	 高知県立高知丸の内高等学校 フォークソング部
8738	 高知市	 高知県立高知工業高等学校 音楽部
8741	 高知市	 高知県立高知国際高等学校 ギター部
8740	 高知市	 高知県立高知小津高等学校 フォークソング部
8744	 高知市	 高知県立高知追手前高等学校 軽音楽部
8758	 高知市	 高知県立春野高等学校 音楽同好会

8739	 高知市	 高知市立高知商業高等学校 軽音楽同好会
8742	 高知市	 高知中央高等学校 軽音楽部
8743	 高知市	 高知中学校・高等学校 軽音楽同好会
8747	 高知市	 高知東高等学校 ギター部
8764	 高知市	 太平洋学園高等学校 軽音楽部
8769	 高知市	 土佐塾高等学校 軽音楽部
8770	 高知市	 土佐女子高等学校 フォークソング部
8771	 高知市	 土佐中学校・高等学校 軽音楽部
8754	 室戸市	 高知県立室戸高等学校 音楽部
8761	 須崎市	 高知県立須崎高等学校 軽音楽部
8734	 土佐市	 高知県立高岡高等学校 軽音楽同好会
8763	 南国市	 清和女子中高等学校 軽音楽部
■福岡県 ------------------------------------------------------------------------------------	
6021	 遠賀郡	 福岡県立遠賀高等学校 軽音楽同好会
6022	 嘉穂郡	 福岡県立嘉穂総合高等学校 軽音楽同好会
6036	 久留米市	 久留米学園高等学校 軽音楽部
6030	 久留米市	 久留米市立南筑高等学校 軽音楽部
6029	 久留米市	 福岡県立久留米筑水高等学校 軽音楽部
6037	 宮若市	 福岡県立鞍手竜徳高等学校 軽音楽部
6041	 古賀市	 福岡県公立古賀竟成館高等学校 軽音楽部
6050	 小郡市	 福岡県立三井高等学校 軽音楽部
6053	 糟屋郡	 福岡県立宇美商業高等学校 軽音楽部
6057	 太宰府市	 筑陽学園高等学校 ギター同好会
6065	 大牟田市	 大牟田高等学校 軽音楽愛好会
6063	 大牟田市	 福岡県立ありあけ新世高等学校 軽音楽同好会
6067	 大野城市	 福岡県立筑紫中央高等学校 軽音楽同好会
6077	 中間市	 希望が丘高等学校 軽音楽同好会
6076	 中間市	 福岡県立中間高等学校 軽音楽部
6088	 田川市	 福岡県立田川科学技術高等学校 軽音部
6089	 田川市	 福智高等学校 軽音楽部
6093	 八女市	 西日本短期大学附属高等学校 軽音楽同好会
6092	 八女市	 福岡県立八女農業高等学校 総合音楽部
6098	 飯塚市	 近畿大学附属福岡高等学校 軽音楽愛好会
6124	 福岡市	 九州産業大学付属九州高等学校 コーラス・ギター愛好会
9524	 福岡市	 星槎国際高等学校 軽音楽部
6137	 福岡市	 精華女子高等学校 軽音楽部
6101	 福岡市	 中村学園女子高等学校 軽音楽同好会
6102	 福岡市	 福岡県立玄洋高等学校 軽音楽同好会
6120	 福岡市	 福岡県立香椎高等学校 フォーク同好会
6099	 福岡市	 福岡県立城南高等学校 音楽部
6127	 福岡市	 福岡県立筑紫丘高等学校 ギターアンサンブル部
6103	 福岡市	 福岡県立筑前高等学校 軽音楽部
6136	 福岡市	 福岡県立博多青松高等学校通信制 軽音楽部
6111	 福岡市	 福岡県立福岡講倫館高等学校 軽音楽同好会
6100	 福岡市	 福岡市立博多工業高等学校 軽音楽部
6104	 福岡市	 福岡市立福岡女子高等学校 軽音部
6129	 福岡市	 福岡市立福翔高等学校 ギター部
6130	 福岡市	 福岡女学院高等学校 軽音楽同好会
9448	 福岡市	 北海道芸術高等学校 福岡サテライトキャンパス 軽音楽部
6122	 福岡市	 立花高等学校 軽音楽同好会
6141	 福津市	 福岡県立水産高等学校 軽音楽同好会
6173	 北九州市	 仰星学園高等学校 軽音楽部
6175	 北九州市	 九州国際大学付属高等学校 軽音楽部
6150	 北九州市	 高稜高等学校 軽音楽部
6171	 北九州市	 自由ヶ丘高等学校 軽音楽同好会
6155	 北九州市	 常磐高等学校 軽音楽部
6162	 北九州市	 真颯館高等学校 軽音楽部
6160	 北九州市	 東筑紫学園高等学校 ギター部
6159	 北九州市	 美萩野女子高等学校 軽音楽部
6153	 北九州市	 福岡県立小倉東高等学校 音楽部
6168	 北九州市	 福岡県立八幡工業高等学校 ギター部
6174	 北九州市	 福岡県立八幡高等学校 フォーク同好会
6165	 北九州市	 福岡県立八幡南高等学校 軽音楽部
6166	 北九州市	 福岡県立北筑高等学校 ギター部
6178	 北九州市	 豊国学園高等学校 軽音楽部
6147	 北九州市	 明治学園中学高等学校 器楽部
6183	 柳川市	 杉森高等学校 軽音楽部
■長崎県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8826	 長崎市	 活水高等学校 軽音楽同好会
8844	 長崎市	 純心中学校・純心女子高等学校 軽音楽同好会
8866	 長崎市	 長崎玉成高等学校 軽音楽部
8867	 長崎市	 長崎県立長崎工業高等学校 ギター部
8859	 諫早市	 創成館高等学校 音楽部
■熊本県 ------------------------------------------------------------------------------------	
8909	 菊池市	 菊池女子高等学校 軽音楽同好会
8914	 玉名市	 熊本県立玉名工業高等学校 軽音楽同好会
8915	 玉名市	 熊本県立玉名高等学校 ギター部
8902	 熊本市	 ルーテル学院中学・高等学校 軽音楽部
8907	 熊本市	 開新高等学校 軽音楽部
8921	 熊本市	 熊本県立熊本高等学校 アコースティックギター同好会
8925	 熊本市	 熊本県立熊本商業高等学校 ギター部
8936	 熊本市	 熊本県立済々黌高等学校 軽音楽同好会
8977	 熊本市	 熊本県立湧心館高等学校 音楽部
8922	 熊本市	 熊本国府高等学校 軽音楽部
8928	 熊本市	 熊本中央高等学校 軽音楽部
8931	 熊本市	 慶誠高等学校 軽音楽部
8943	 熊本市	 尚絅中学・高等学校 軽音楽同好会
8933	 上益城郡	 熊本県立甲佐高等学校 音楽部
8965	 八代市	 熊本県立八代工業高等学校 軽音楽部
8940	 八代市	 秀岳館高等学校 軽音楽部
■大分県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9000	 大分市	 大分県立情報科学高等学校 音楽部
9004	 大分市	 大分国際情報高等学校 音楽研究同好会
9017	 竹田市	 竹田南高等学校 音楽同好会
9040	 別府市	 明豊中学・高等学校 軽音楽部
■宮崎県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9087	 えびの市	 日章学園九州国際高等学校 軽音楽部
9072	 延岡市	 延岡学園高等学校 軽音楽同好会
9045	 延岡市	 宮崎県立延岡工業高等学校 軽音楽同好会
9073	 延岡市	 聖心ウルスラ学園高等学校 軽音楽同好会
9051	 宮崎市	 宮崎学園中学校・高等学校 器楽同好会
9096	 宮崎市	 鵬翔中学校・高等学校 軽音楽部
9079	 都城市	 宮崎県立都城西高等学校 音楽部
9078	 都城市	 都城聖ドミニコ学園高等学校 音楽部
9094	 日向市	 宮崎県立富島高等学校 軽音楽部
9081	 北諸県郡	 都城東高等学校 軽音楽部
■鹿児島県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9117	 いちき串木野市	鹿児島県立串木野高等学校 軽音楽同好会
9177	 阿久根市	 鹿児島県立鶴翔高等学校 軽音楽部
9193	 姶良市	 龍桜高等学校 軽音楽同好会
9168	 薩摩川内市	 鹿児島県立川内商工高等学校 軽音楽部
9126	 指宿市	 鹿児島県立山川高等学校 軽音楽部
9134	 鹿屋市	 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 軽音楽部
9133	 鹿屋市	 鹿児島県立鹿屋高等学校 軽音楽部
9143	 鹿児島市	 鹿児島実業高等学校 軽音楽同好会
9147	 鹿児島市	 鹿児島情報高等学校 軽音楽部
9190	 出水市	 鹿児島県立野田女子高等学校 軽音楽部
9158	 出水市	 出水中央高等学校 軽音楽同好会
9153	 西之表市	 種子島高等学校 軽音楽部
9146	 日置市	 鹿児島城西高等学校 軽音楽部
9149	 霧島市	 鹿児島第一高等学校 軽音楽部
■沖縄県 ------------------------------------------------------------------------------------	
9213	 うるま市	 沖縄県立具志川高等学校 軽音部
9214	 うるま市	 沖縄県立具志川商業高等学校 軽音楽部
9225	 うるま市	 沖縄県立前原高等学校 軽音楽部
9228	 うるま市	 沖縄県立中部農林高等学校 軽音楽部
9258	 うるま市	 沖縄県立与勝緑が丘中学校・与勝高等学校 軽音部
9197	 浦添市	 浦添高等学校 現代音楽部
9196	 浦添市	 沖縄県立浦添工業高等学校 軽音楽部
9230	 浦添市	 沖縄県立那覇工業高等学校 軽音楽部
9259	 浦添市	 沖縄県立陽明高等学校 軽音楽部
9220	 浦添市	 昭和薬科大学附属中学校・高等学校 軽音部
9194	 沖縄市	 沖縄県立コザ高等学校 軽音楽部
9211	 沖縄市	 沖縄県立球陽高等学校 軽音楽部
9244	 沖縄市	 沖縄県立美来工科高等学校 軽音楽部
9246	 沖縄市	 沖縄県立美里高等学校 軽音楽部
9222	 沖縄市	 星槎国際高等学校沖縄学習センター 軽音楽部
9199	 宜野湾市	 沖縄カトリック中学高等学校 軽音部
9206	 宜野湾市	 沖縄県立宜野湾高等学校 軽音楽部
9227	 宜野湾市	 沖縄県立中部商業高等学校 軽音同好会
9247	 宜野湾市	 沖縄県立普天間高等学校 軽音楽部
9208	 宮古島市	 沖縄県立宮古工業高等学校 音楽部
9209	 宮古島市	 沖縄県立宮古高等学校 軽音楽部
9210	 宮古島市	 沖縄県立宮古総合実業高等学校 軽音楽部
9205	 国頭郡	 沖縄県立宜野座高等学校 軽音楽同好会
9248	 国頭郡	 沖縄県立辺土名高等学校 軽音楽部
9251	 国頭郡	 沖縄県立北山高等学校 軽音楽部
9202	 糸満市	 沖縄県立沖縄水産高等学校 軽音楽部
9216	 糸満市	 沖縄県立糸満高等学校 軽音楽同好会
9241	 石垣市	 沖縄県立八重山高等学校 軽音楽部
9242	 石垣市	 沖縄県立八重山商工高等学校 軽音楽同好会
9243	 石垣市	 沖縄県立八重山農林高等学校 軽音楽部
9223	 中頭郡	 沖縄県立西原高等学校 軽音楽部
9229	 中頭郡	 沖縄県立読谷高等学校 軽音楽部
9252	 中頭郡	 沖縄県立北谷高等学校 現代音楽部
9253	 中頭郡	 沖縄県立北中城高等学校 軽音楽部
9204	 島尻郡	 沖縄県立開邦高等学校 軽音楽部
9207	 島尻郡	 沖縄県立久米島高等学校 軽音楽部
9215	 島尻郡	 沖縄県立向陽高等学校 軽音楽部
9226	 島尻郡	 沖縄県立知念高等学校 軽音楽同好会
9236	 島尻郡	 沖縄県立南部商業高等学校 軽音楽部
9238	 島尻郡	 沖縄県立南風原高等学校 軽音楽部
9217	 那覇市	 沖縄県立首里高等学校 軽音楽部
9218	 那覇市	 沖縄県立首里東高等学校 軽音楽部
9219	 那覇市	 沖縄県立小禄高等学校 軽音楽部
9221	 那覇市	 沖縄県立真和志高等学校 軽音楽部
9231	 那覇市	 沖縄県立那覇高等学校 軽音楽部
9232	 那覇市	 沖縄県立那覇国際高等学校 軽音部
9233	 那覇市	 沖縄県立那覇商業高等学校 軽音部
9234	 那覇市	 沖縄県立那覇西高等学校 軽音部
9212	 那覇市	 興南高等学校 軽音楽部
9237	 豊見城市	 沖縄県立南部農林高等学校 軽音部
9249	 豊見城市	 沖縄県立豊見城高等学校 軽音楽部
9250	 豊見城市	 沖縄県立豊見城南高等学校 軽音楽部
9254	 名護市	 沖縄県立北部農林高等学校 軽音同好会
9256	 名護市	 沖縄県立名護高等学校 軽音楽部
9257	 名護市	 名護商工高等学校 軽音楽部
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Event Report

　期末試験を目前に控えた 6 月下旬。横浜

市都筑区にあるサレジオ学院中学校・高等

学校のドンボスコシアター（講堂）にて、

同校主催の合同演奏会「第1回 Salesic（サ

レジック）」が開催。当協会は「運営サポート」

として、企画段階から携わり、実施要項の

作成からタイムテーブルの組み方、前日の

機材設営や当日の運営まで、様々な観点か

らアドバイスや参考事例等を紹介しました。

　今回の「Salesic」の構想は昨年度の 3

月下旬からスタートしました。軽音楽部部

長の柴田くんを中心に「音響」「照明」「ステー

ジ」「運営」などの各部署をピックアップし、

それぞれの仕事内容や必要になる人数を考

え、役割分担表を作成。同時に合同演奏会

のタイムテーブルを仮組みしたり、どこの

学校をお誘いするのか、合同演奏会のネー

ミングはどうするのかなど、月に一度、当

協会と幹部生徒、顧問の小川先生でミーティ

ングを行い、進捗状況の確認や詳細を固め

ていきました。

　当協会が合同演奏会の開催を推奨する理

由は、部活動としての軽音楽部の素晴らし

さが凝縮されているからです。これまで当

協会では関東地方や中部地方、近畿北陸地

方で軽音楽コンテストを開催してきました

が、大会に出場するのは一部の部員たち（バ

ンド）であり、その先を考えた際に「本当

にこれだけで良いのか。部活動のためになっ

ているのか？」と考えるようになりました。

「校内ライブ」を定期的に開催している学校

はたくさんあると思いますが、部内や学内

の演奏会だけでは、どうしても閉塞的にな

り、なかなか横の広がりが生まれず、井の

中の蛙になりかねません。

　一方で、他校の軽音楽部を招く「合同演

奏会」は演奏技術は言うに及ばず、セッティ

ングの手際の良さや立ち居振る舞い、挨拶

や礼儀作法など、他校から学べる部分がた

くさんあります。また、バンドや個人の演

奏技術はまだまだでも、機材設営に積極的

に取り組んだり、他校の生徒をスムーズに

誘導したり、ステージの転換を手伝うなど、

合同演奏会の開催こそが、すべての部員が

部活動の一員として携われる場であり、軽

音楽部だからこそできる規模の大きな取り

組みと言えます。

　当協会では、各地の軽音楽コンテストで

アンサンブルの出来を評価するだけでなく、

「部活動として、どんなことに取り組めるの

か？」「軽音楽部員として、何ができるのか？」

を考える機会を提供したいと考えています

が、かといって「自由に取り組んでみましょ

う！」というのでは、なかなか進みません。

様々な事例やアドバイス等を提案すること

で各校の規模や事情に沿ったものが出来上

がり、ゆくゆくは部員たちが主体となって部

活動を運営していけるはずです。

　今後も自校での合同演奏会開催の動きが

広まっていくと、所属するすべての部員が

運営に携わることができ、部活動としての

機運を高めていけるのではないかと考えて

います。

【参加校】
サレジオ学院中学校・高等学校／神奈川県立霧が丘高等学校／神奈川県立鶴見高等学校
神奈川県立白山高等学校／相模女子大学中学部・高等部／杉並区立荻窪中学校

「「第1回 Salesic第1回 Salesic（サレジック）（サレジック）」開催レポート」開催レポート
サレジオ学院中学校・高等学校主催

高校生の高校生による
高校生のための

合同演奏会
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▲前日準備の1コマ。音響機材や楽器などを組み立てます

▲各校の代表バンドが演奏を披露し、拍手を送りました

▲音響調整中。部員たちも様子を見守り、学んでいます

▲交代でオペレートを担当。良い音量バランスに整えます

▲無事に設営が終了。いよいよ明日は演奏会当日です！

▲演奏後はインタビューを実施。トークで盛り上げました

【運営にあたった幹部生徒、顧問の先生、スタッフの声】

柴田稟久くん（部長）
「やっと終わった…」という達成感と「終わってし
まったんだな…」という喪失感が同居しています。
僕が当日までのスケジュールを組み立てたり、演
奏順を決めたのですが、誰かに依頼したり、周り
の人に仕事を振ることの難しさを実感しました。次
回は相手の都合や抱えている仕事を考慮した上で、

どんどん任せていこうと思います。合同演奏会の直前にバンド内で揉め
てしまったのですが、次の機会に向けて、演奏面も頑張りたいです。

弓田大輔くん（副部長）
今回の合同演奏会の開催を通じて、部活動の取り
組みや楽器演奏の向上心が高まりました。周りの
部員に助けてもらうことが多かったので、次回か
らは自分の処理能力や仕事のスピードを上げてい
きたいと考えています。一方で達成感もあり、後
輩が照明の操作や組み立てを理解してくれたので、

次回からは心配ないのと、特に午後の部のステージ転換はテキパキと動
けていたので、次回につなげていきたいです。実りが多い2日間でした。

臼井 駿くん（運営班リーダー）
担当部署の振り分け表を作成したり、前日の準備
から主体的に動けた部分もあるのですが、企画段
階から振り返ると、顧問の小川先生や部長の柴田
くんをはじめ、周りの人たちに迷惑をかけてしまっ
たところがありました。他者に依存し過ぎてしまっ
ていたので、次回は受動的な姿勢でいるのではな

く、前日の準備から当日の片付けまで、主体的に取り組んでいきたいです。
合同演奏会の運営という貴重な経験ができたことに感謝しています。

小川剛史先生
部員たちは大いに成長しましたし、今まで以上に
「部活動」らしくなったと感じました。これまでは
自分たちのバンドの演奏に関して、うまくいった
とか、失敗した…という観点でしか考えていなかっ
たと思うのですが、今回のような合同演奏会を開
催することで、バンド単位ではなく、部活動らし

い一体感を作り上げることができたのが大きな収穫でした。今後は誰か
一人が頑張るのではなく、組織として取り組んで欲しいと考えています。

小林仰志（軽音協）
部員の皆さんが作り上げるイベントということで、
僕自身も楽しみにしていました。どの生徒さんも
積極的な姿勢で取り組んでいたのが嬉しかったで
す。機材設営時は、なるべく専門用語を使わないよ
うにし、いかにわかりやすく伝えるか？という点
を意識して、アドバイスをさせていただきました。

今回の合同演奏会で学んだことを今後に活かしつつ、音響機材の正しい
扱い方や知識を高め、後輩たちにつなげていってもらいたいと思います。

三谷佳之（軽音協）
ボク自身は予想通りでした。オンタイムに進まな
かったり、予定していたものをカットするなど、「無
事に終えることができたから良し！」とするのでは
なく、「どうやって今後につなげていくか？」とい
うのが肝心です。自分たちで点数を付けてみると、
誰一人として「100点です」と言わないと思います。

足りなかった部分を反省し、どう改善していくかを考えるのが大切なの
で、ぜひ今回の経験を糧に、これからも頑張ってください。



11　　軽音楽部Magazine VOL.65 ｜ AUGL・2023

第112回　杉並区立荻窪中学校 軽音楽部　〒167-0041 東京都杉並区善福寺1-8-3

　第 112 回目の開催となる今回は東京都杉並区

にある杉並区立荻窪中学校を訪問。JR 中央線西

荻窪駅から徒歩 15 分のところに位置する同校

には公立中学校としては珍しく軽音楽部があり、

パートごとの基礎練習からバンド練習を中心に

精力的に活動しています。

　定刻となり、クリニックがスタート。開会式で

講師陣の紹介やクリニックの趣旨を説明し、軽

音楽部の部長や顧問の先生から歓迎のメッセー

ジをいただくと、早速、当協会の三谷理事長に

よる「部活動としての軽音楽部」に関する座学

から始まりました。

　講義の冒頭に「軽音楽部の評判を上げるのに

大切なことは何だと思いますか？」「荻窪中学校

の中で、軽音楽部の評判はどうですか？」と、

部員たちに質問。部活動は学校に認められた「課

外授業の一環」としての取り組みであること。ま

た、サッカー部や野球部、吹奏楽部や美術部と

同じように「目標に向かって一生懸命に努力し、

結果を分かち合う」という部活動に取り組む姿

勢や練習の成果を発揮する場への挑戦の大切さ

を図例を用いながら紹介しました。

　第 2 部は「音と電気の基礎知識」に関する座

学です。マイクの構造や集音した音がスピーカー

から出力される仕組み、一般的な PA システム

の組み方などを解説。各機材の役割をはじめ、「外

音」と「中音」の違いやモニタースピーカーの

活用方法など、演奏時に役立つポイントを取り

上げました。

　第 3 部は「ボイストレーニング」に全員で挑

戦です。ボーカル講師の伊丹谷良介先生が発声

する際の体の使い方や腹式呼吸のコツ、基礎練習

としての「リップロール」について触れ、実践

しながら理解を深めました。その後のボーカル、

ギター、ベース、ドラムのパートレッスンでは、

楽器の正しい構え方やアンプの使い方、いつで

もできる基礎練習などに取り組みました。

　後半は代表バンドによるアンサンブルのクリ

ニ ッ ク で す。White Berry や [Alexandros]、

Vaundy などのコピー曲を披露し、演奏後に講

評を伝授。「人前で演奏するのは初めてとのこと

ですが、正しい方向で上達しています。数をこ

なしていけば、より良い演奏になるので、頑張っ

てください」「全員でリズムを取り、特にドラム

がスネアを叩くところ…2 拍目と 4 拍目でノレ

るようになると、さらにグルーヴが出て、アン

サンブルにまとまりが生まれるので、意識して

みてください」「演奏に関しては十分にできてい

るので、今後はメンバーでアイコンタクトを取っ

たり、体を動かしながら演奏するなど、見た目に

も楽しめる演奏を目指してください」など、今

後につながるアドバイスが伝えられました。全

体の講評後はパートごとに集まって、より具体

的な指導を行い、見学者も自分のことに置き換

えて、参考にしました。

▲講義で学んだことを忘れないようにノートに記録します

▲代表バンドが講師や部員たちの前で演奏を披露しました

▲部活動としての軽音楽部の在り方や心構えについて解説

▲ボイストレーニングの講義では、腹式呼吸のコツを紹介

顧問の先生の声
今日のクリニックの内容は部員にとって新鮮な

ことばかりで、顧問の私も勉強になりました。

特にアンサンブルのクリニックは、どのバンドに

も当てはまることばかりで、講評の前後でガラ

リと変わっていたのには驚きました。今日の講

義を部内で共有し、これからの活動につなげて

いきたいと思います。ありがとうございました。

軽音楽部バンドクリニック軽音楽部バンドクリニック
軽音協があなたの高校に参上！ Event Report
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自分のことは自分が一番わかっている…。本当にそうでしょか。性格、体調、クセなど、わかっているようで細かいと

ころまできちんとわかっていないのが自分です。それは、演奏に関しても同じこと。自分たちの良いところや改善すべ

きところが客観的にわかれば、個人としてもバンドとしてもさらに向上していきます。身近な理解者がいる部活動はお

互いに演奏をチェックし合あえるまたとない絶好の環境です。ぜひ演奏を見せ合って講評し合う機会を作りましょう！

Special Issue

相互講評でレベルアップ相互講評でレベルアップ

　個人練習にしてもバンド練習にしても、演

奏している自分（あるいは自分たち）が本当

は一番その良し悪しが見えていない場合もあ

ります。自分たちの演奏を客観的に判断する

最も簡単な方法は演奏を録音・録画してみる

ことですが、意外と聞き返してもミスばかり

が気になって的確な改善点や伸ばすべき良い

ところに気づけないことも多いものです。

　また、今の時代個人練習の方法はインター

ネットやSNSで見つけることができるかもし

れませんが、合奏に関して、さらにいえば今

ここで演奏した自分たちの状態に対して適切

なアドバイスがもらえることはありません。

　軽音楽部という環境で、客観的なチェック

を行ってくれるのはコーチ（指導員）です。

学校によっては顧問の先生も良いアドバイ

ザーになってくれるかもしれません。しかし、

そういった指導者がいない学校では、大会や

クリニックなどに参加して外部の人から講評を

もらうしかありません。とはいえ、そういった

機会は少ないため、部員全員がレベルアップ

できる施策が必要となります。

　どんな軽音楽部でもできる最も有効な演

奏のチェック方法は、部員どうし互いに講

評したりアドバイスし合うことです。初め

は先輩が後輩に…という形だけでも良いで

しょう。とにかく、互いの演奏を見せ合っ

て意見交換する、感想を言い合う機会を作

ることに大きなメリットがあります。

　誰かの演奏を講評したりアドバイスする

ことは、自分のやっていることを見つめ直

すきっかけになります。それに、そもそも

先輩が後輩にアドバイスしてあげることは

部活動の基本です。一方、後輩が先輩の良

いプレイを講評しようと一生懸命に観察す

ることも、その後の成長につながります。

　どちらにしても、他人への講評が自分の

耳を鍛え知識を増やしていくことになるの

です。専門的なことがわからないという人

も、少なくとも自分のパートのことは互い

に意見したり質問し合うことができるので

はないでしょうか。

　講評のためにチェックすべきことは、初

心者バンドでも上級生のハイレベルバンド

でも実はあまり変わりません。技術的な講

評を無理にする必要はなく、バンド演奏に

対しての向き合い方やアンサンブル上の役

割が、それぞれのパートとしてきちんと行

えているかがメインです。

　そして、部活動としての規範は守られて

いるかも大事なポイントです。演奏に臨む

姿勢や態度、準備にかかる時間、セッティ

ングや楽器＆機材の扱い方、挨拶、部員ど

うし感謝とリスペクトがあるか…など、軽

音楽部という部活動として、また集団行動

としての責任感などを互いにチェックする

だけでもその意味は十分にあります。

　それでも、言いにくい、気兼ねしちゃう

という意見が多いのであれば、無記名で講

評用紙を書いて発表するといった方法もあ

ります。ぜひ取り入れてみてください！

客観的なチェックが大事

お互いに講評し合うメリット 講評のポイント
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　ボーカルのチェック項目の第一は「歌う

こと」です。体が楽器であるボーカルは、

歌うことを体のコントロールで行っていま

す。それは「発声」「ピッチコントロール」

「アーティキュレーション」「マイクの使い

方」に大別されます。

　発声でよくチェックされる、伸びやかな

ロングトーンや低音高音の響き方などは、

腹式呼吸や鼻腔共鳴などを使った専門的な

部分です。これらは地道な練習と経験が必

要なのでじっくりと取り組んで欲しい項目

ですが、意識すればすぐに改善されていく

ものもあります。それは「滑舌」です。ボー

カリストは歌詞を言葉で伝える大きな役割

があります。発音、口の使い方などを歌詞

が聴こえやすいかをポイントにチェックす

るだけでも大きな変化が表れます。

　ピッチとは音程のことです。歌も音楽な

のでしっかりとした音高（音の高低）、音程

（2つの音の距離）の正確さが求められます。

音高を判断する耳、意図した音程を出す口

腔の使い方、伴奏とのマッチングなど、普

段からの練習の成果が問われる部分でもあ

ります。

　アーティキュレーションとは、アクセン

ト、スタッカート、スラー、ビブラートといっ

た音の表情の付け方のことです。習得には

やはり時間がかかりますが、音価と伸ばし

た音の処理を常に考えていることが大事で

す。音価とは音符の長さのことです。この

音はどこまで伸ばすのか、伸ばすのであれ

ばどんなビブラートをかけるのか、あるい

はかけないのか、短く切るのは 16 分音符

なのかピチカートのようにはじくような歌

い方なのか…。歌うということに楽器陣と

同じ意識があるかがポイントです。

　ボーカリストが使うダイナミックマイク

は指向性が狭く、扱い方に一定のテクニッ

クが必要です。口とマイクの距離、口に対

しての向きは最低限の項目です。

　ボーカリストに大事なことは「自分らし

さ」です。オリジナリティや個性というと

大袈裟に聞こえるかもしれませんが、例え

ば、既存曲をコピーする時にその歌い方ま

で完コピする必要はありません。原曲の歌

手がどんな気持ちでメロディや歌詞を紡い

でいるのか、どんなテクニックが駆使され

ているのかなどを探究しながら、最終的に

は自分の「声」と「言葉」と「感情」で歌

えることが目標です。

　オリジナル曲の場合は、コピー元がない

ので自由に表現することができます。しか

し、すべてを 1 から作り上げなければなら

ないので楽なわけではありません。普段か

らコピーをたくさんして、歌唱や表現の引

き出しを多くしておくことが大事です。ど

ちらにしても、バンドで歌う場合は自分 1

人で表現しようとしないで、メンバー全員

で楽曲のイメージを共有し具現化しようと

しているかが最も大切です。

　そして、ステージではフロントマンとし

ての振る舞いや表情も必要不可欠な要素で

す。楽曲に合った「自分」のパフォーマン

スを目指しましょう。

・発声や滑舌がしっかりして歌詞が聴きやすいか・発声や滑舌がしっかりして歌詞が聴きやすいか
・音の強弱や歌い方は楽曲に合っているか・音の強弱や歌い方は楽曲に合っているか
・他のパートとリズムやテンポ感が合っているか・他のパートとリズムやテンポ感が合っているか
・ピッチは正確か・ピッチは正確か
・歌詞の世界観をイメージできているか・歌詞の世界観をイメージできているか
・自分らしさが出ているか・自分らしさが出ているか
・マイクの使い方は正しいか・マイクの使い方は正しいか
・ステージングや表情は楽曲と合っているか　　…など。・ステージングや表情は楽曲と合っているか　　…など。

歌うことと歌うことと
表現すること表現すること

ボーカリストの
主なチェックポイント

ボーカルも楽器だと意識しよう

「自分らしく」を意識しよう

 ▶︎バンドとのリズムもチェック！ ポピュラーミュージックにはバ

ンド全体の「リズム（グルーヴ）」

が欠かせません。上手に歌えて

も伴奏と合っていなければ良い

表現になりません。自らも体で

リズムを取りながら、バンドが

出すグルーヴに乗れていること

が大事です。テンポ、ビート感、

タイム感を含めたリズムの共有

も重要ポイントです。

ボーカル
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　ギタリストの担う役割は楽曲によって変

わります。ロックテイストなアレンジであ

ればギターの存在感が見せどころです。歌

が中心のポップスでは和音をキーボードと

ともに奏でて世界を作ります。また、ファ

ンキーなタイプの楽曲では小気味良いカッ

ティングがグルーヴにとって重要だったり、

場合によってはアコースティックギターが

求められるかもしれません。さらには、ど

んなタイプの楽曲でもテーマメロディやソ

ロなどを演奏することもあるでしょう。

　そんな変幻自在なギターのチェック項目

は、ズバリ「協調性」です。楽曲がどんな

タイプだとしても、ギター演奏の大部分は

バッキングです。ドラムとベースのリズム

を補強し、コード進行や歌のメロディが聴

きやすい伴奏など、耳に入るけど邪魔しな

いプレイかどうかが最大のポイントです。

そういった意味では楽曲のリズムや歌詞の

イメージを最も理解しているべきなのがギ

ターパートかもしれません。

　まずはリズムです。ギターだけでもリズ

ミカルなストロークやカッティングである

ことが理想ですが、ドラムとの相性も重要

です。特にハイハットの出すリズムとのマッ

チングは大事です。また、アクセントや音

価をきちんと演奏できていることもリズム

の良さにつながります。

　次にパワーコード、ローコード、バレー

コード、アルペジオ問わず、しっかりと和

音が聴こえていることです。弦を押さえる

手とピッキングのタイミング、弾く強さ、

コード移動のスムーズさなど、普段の練習が

大切なことばかりです。

　そして、ソロなどの単音弾きをする時の

音楽性も重要です。単なるフレット移動で

はなく、音楽的に歌うような演奏ができて

いるとアンサンブルとして一気にまとまり

が出ます。「ギターを弾く＝音楽を奏る」に

なっていることがポイントです。

　エレキギターは楽器単体では音が出ませ

ん。アンプにつなぎ、エフェクターなどで

音作りをすることが必須です。そのために

は楽器や機材、電気、周波数などについて

の知識や経験が必要です。

　こだわればいくらでもこだわれる音作り

ですが、まずは楽曲に合った、他パートと

の合奏に馴染む音作りができているかが重

要です。普段から既存曲のギターや先輩が

どんな音作りをしているのかを探究し、実

際にバンドで演奏した時の良し悪しが判断

できるようになることが目標です。

　楽曲の中でいくつかの音色を使うのであ

れば、その変化の差も重要です。それぞれ

の音色はもちろん、音量は適切なのか、そ

してその切り替えのタイミングは良かった

か…。特に、ソロやテーマメロディはギタ

リストが主役になる場所です。サウンドメ

イクとともに、ステージングや表情など、

どう客席に見せる（魅せる）のかといった

表現力もプレイの一環です。

　機材が多くなるとセッティングに時間が

かかります。事前の準備、スムーズなセッ

ティングも大事なチェック項目です。

・音量、音色は楽曲や演奏に対して適切か・音量、音色は楽曲や演奏に対して適切か
・リズムに乗れて、ドラム、ベースと合っているか・リズムに乗れて、ドラム、ベースと合っているか
・歌のバッキング時とソロなどの主役時の切り替えはできているか・歌のバッキング時とソロなどの主役時の切り替えはできているか
・他の楽器とのマッチングを考えた音作りか・他の楽器とのマッチングを考えた音作りか
・機材のセッティングはスムーズだったか・機材のセッティングはスムーズだったか
・ソロなどのステージングは考えられていたか・ソロなどのステージングは考えられていたか
・ギター演奏のテクニックは高いか・ギター演奏のテクニックは高いか
・チューニングは正確だったか　　…など。・チューニングは正確だったか　　…など。

場面ごとの場面ごとの
役割を果たす役割を果たす

ギタリストの
主なチェックポイント

楽曲の理解 & 協調性を意識しよう

サウンドメイクを意識しよう

 ▶コード楽器どうしもチェック！ バンドに 2 人以上ギタリストが

いたりキーボードがいる場合、

フレーズや音色音量の振り分け

は重要です。しっかりと押し引

きを考えながらバンド練習して

いないと飽和してしまいます。

ギターどうし、キーボードとの

話し合いがよくされていること、

そしてそれらがバンドの音に馴

染んでいることが大切です。

ギター
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　一見地味に見えるベースは、実は合奏の

要としてとても重要なパートです。ポイン

トを大きく分けると「リズム」「音作り」が

バンドに馴染んでいるかどうかになります。

この「馴染んでいる」というところが大事で、

単に他パートの邪魔をしていないかという

意味ではなく、例えばドラムとギターのリ

ズムや音作りの補強、ボーカルメロディやそ

の他メインとなるフレーズの下支え、バン

ドサウンド全体の低音による安定…などが

挙げられます。

　打楽器であるドラムが出す合奏の土台と

なるリズムは、基本的には音価がない打点

の強調ともいえます。そこに音価のあるベー

スがギターやキーボード、ボーカルといっ

た上物パートが乗りやすいように補強しま

す。しかし、ドラムに合わせすぎ、上物に

合わせすぎになってしまうと、逆にアンサ

ンブルはまとまりません。ベースだけでも

しっかりとグルーヴしていることが理想で

す。人に合わせながら自立している…それ

がベースパートの最も難しく評価の良し悪

しが出る部分です。

　そういった接着剤的な役割は音作りにも

いえます。上物パートの演奏する和音をオ

クターブ下のどっしりとした低音で支えな

がら、他の楽器と周波数帯域がかぶらない

音色作りかどうかは大事なチェック項目で

す。ベースサウンドは、バンドサウンド全

体の安定につながります。

　ベースの音作りは、楽器本体、アンプ、

エフェクターで行いますが、ギターほど音

作りを意識しなくても演奏できてしまうこ

とが落とし穴です。低音で安定させながら

輪郭がはっきりした音作りは、弦をはじく

手の影響、コンプレッサーや EQ（イコライ

ザー）などについての知識の有無にも関係

します。また、ソロなどでは目立つ音色や

音量が求められる場合もあります。合奏に

対する意識が高いことが理想です。

　ベースラインは、楽曲全体のアレンジに

とって重要です。ジャンルによっては単に

ルートを弾くことが適切な場合もあります

が、ボーカルのカウンターメロディやオブ

リガートとして、コード進行をスムーズに

聴かせる潤滑剤としてのフレージングなど

も、ベースというパートの大きな役割であ

り大切なポイントです。

　オリジナル曲ではフレージングの創作も

チェック項目となりますが、既存曲のコピー

の場合でも、そのフレーズの意味や効果が

理解できているかどうかは全体のアレンジ

や演奏に大きな影響をもたらします。考え

ようによっては、ベースラインはメロディ

であると捉えることもでき、音価やアーティ

キュレーションを常に意識しているプレイ

が目標です。したがって、フレーズ作りに

おいてもコピーにおいても、ある程度の音

楽理論の理解が必要だといえます。

　また、ベースソロやピックアップフレー

ズなどでは主役としての主張も大事です。

ベースのチェック項目は意外と多く、どの

パートよりも音楽的にクレバーであるべき

だといえます。

・ベースらしく、バンドに馴染む音作りか・ベースらしく、バンドに馴染む音作りか
・ドラムとの相性は良く、単独でも良いグルーヴか・ドラムとの相性は良く、単独でも良いグルーヴか
・ベースラインの作り方や理解は良いか・ベースラインの作り方や理解は良いか
・コードの和音構成や楽曲の調性は理解できているか・コードの和音構成や楽曲の調性は理解できているか
・アンサンブルやボーカルを活かすプレイだったか・アンサンブルやボーカルを活かすプレイだったか
・機材のセッティングはスムーズだったか・機材のセッティングはスムーズだったか
・ベース演奏のテクニックは高いか・ベース演奏のテクニックは高いか
・チューニングは正確か　　…など。・チューニングは正確か　　…など。

接着剤、潤滑剤接着剤、潤滑剤
になるプレイになるプレイ

ベーシストの
主なチェックポイント

合奏の要であることを意識しよう

フレージングの大事さを意識しよう

 ▶立ち姿、弾きっぷりもチェック！ ステージの立ち位置的にも難し

いのがベースパートです。ボー

カルやギター、キーボードのよ

うにリードフレーズを演奏する

ことが少なく、ドラムのように

派手ではないベースはステージ

上でもこじんまりしてしまいが

ちです。しかし、だからこそベー

シストのステージングや弾きっ

ぷりが重要となります。

ベース
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　バンドの中でのドラムの主な役割は「テ

ンポ・リズム」と「ダイナミクス」の提供

です。バンド演奏の土台となるドラムは、

いかにボーカリストや他の楽器パートが演

奏しやすいプレイを心がけているか、楽曲

の表現を気持ち良いリズムや効果的なフィ

ルインでメンバーを先導しているか…な

ど、しっかりと役割が理解できているかが

チェック項目です。

　テンポに関しては、なるべく一定のテン

ポで演奏し、他のパートの演奏の妨げにな

らないようにすること、そして、そもそも

楽曲に合ったテンポで演奏できているかが

大きなポイントです。ドラマーのカウント

から楽曲が始まる場合は当然ですが、他の

パートから始まる場合でもテンポに関して

はドラマーが責任を持つくらいの気持ちで

いた方が良いでしょう。また、ドラムはリ

ズムの発信源でもあります。バンドのグルー

ヴはドラムだけで作るものではありません

が、まずドラマーが自信を持って良いリズ

ムを出すことが先決です。

　ダイナミクスとは、大雑把にいえば全体

の音量変化です。打楽器であるドラムは音

の強弱の幅が大きいため、他のパートはド

ラムの音量レベルに合わせていきます。常

にバランスを考えて楽曲をドラマチックに

演出するようなダイナミクスのつけ方がで

きているかは、合奏の土台であるドラムに

とってとても大切な役割です。しかし、自

分勝手な音量変化は他の楽器や歌とのマッ

チングが悪くなる可能性もあります。ダイ

ナミクスがバンドできちんと表現されてい

る演奏は、ドラマーを中心によく話し合い

がなされていた証拠でもあります。

　フィルインも同様に、どんなフレーズな

のかだけではなく、どんな感情で何のため

に演奏しているのかまで伝わるようなプレ

イが理想です。そういった意味ではフィル

インの音量にも注意が必要です。

　普段の練習や大会において、ドラムセッ

トは基本的に備品として使い回すことがほ

とんどです。楽曲やバンドのカラー、自分

の好みに合ったチューニングや音作りをし

ている時間はありません。しかし、だから

といって何もしないのは良くありません。

　特にスネアドラムは、周波数帯域的には

ボーカル、ギターやピアノのバッキングと

同じ中音域の楽器です。スネアの音は最も

耳に届き、楽曲全体のイメージをも左右し

ます。少なくともスネアのサウンドメイク

はしておきたいところです。しかし、使い

回しのスネアではやはりそんな時間があり

ません。自分専用のスネアを用意して本番

前に調整、チューニングしておくことが最

も良い解決法です。マイスネアを持参する

ことがベストですが、部の備品をドラマー

で割り振っても良いでしょう。

　ドラムは生楽器なので、「鳴る」演奏がで

きるようになるにはかなりの経験が必要で

す。それでも、ドラムが出している音も「楽

器の音」「音楽の一部」と意識してプレイし

ているかどうかは、ドラマーの大きなチェッ

ク項目です。

・テンポが一定に保たれているか・テンポが一定に保たれているか
・アレンジに合ったダイナミクスを考えているか・アレンジに合ったダイナミクスを考えているか
・楽曲に合ったグルーヴを出しているか・楽曲に合ったグルーヴを出しているか
・ドラム演奏のテクニックは高いか・ドラム演奏のテクニックは高いか
・楽曲に合ったサウンド（主にスネア）を出しているか・楽曲に合ったサウンド（主にスネア）を出しているか
・リズムパターンとフィルインのバランスは良いか・リズムパターンとフィルインのバランスは良いか
・合奏の土台となっている意識はあるか・合奏の土台となっている意識はあるか
・セッティングは迅速に行われたか　　…など。・セッティングは迅速に行われたか　　…など。

派手さより派手さより
バンドを支える力バンドを支える力

ドラマーの
主なチェックポイント

合奏の土台なことを意識しよう

チューニングを意識しよう

 ▶セッティング機材もチェック！ ドラムが楽しくなってくると、

派手なテクニックを披露したり

エフェクトシンバルなどを使い

たくなります。必ずしも悪いわ

けではありませんが、本番の演

奏に本当にそれらが必要でしょ

うか。目立ちたいだけのプレイ

は全体を乱す可能性も高くなり、

セッティングに時間がかかるの

で機材の取捨選択も重要です。

ドラム
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　現代のポピュラーミュージックにはキー

ボードサウンドが欠かせません。ギターロッ

クな楽曲やバンドもありますが、キーボー

ドの必要性はどんどん高まっています。そ

れは、ピアノなどでのバッキングからシン

セサイザーによる装飾まで幅広く活躍する

場面があるからです。キーボードのチェッ

ク項目もその辺りがメインです。

　まずは、バッキングプレイです。主にア

コースティックピアノやエレクトリックピ

アノの音色での演奏になると思いますが、

初心者よりもむしろピアノを習っていたこ

とがある人の方が注意が必要です。バンド

での演奏は間違えずにきちんと弾けたかど

うかだけが判断の基準ではありません。ボー

カルに寄り添った強弱やアーティキュレー

ション、ドラムやベースが出すリズムに乗

る、他パートとの相性が良い音作り…といっ

たアンサンブル性が大切です。

　その他のストリングス、ブラス、オルガ

ン、パッド系などの音色はシンセサイザー

で演奏することも多いと思います。コピー

する楽曲によってはたくさんの音（フレー

ズ）が入っていて、とても 1 人では演奏で

きない場合もあります。そんな時の実際に

演奏するフレーズを選択するセンス、演奏

に適した音作り、音色切り替えのタイミン

グ…など、キーボードパートのチェック項

目は意外とあります。それらが、ピアノな

どのバッキングと両方ある場合の処理など

もポイントです。

　また、バッキングにおいても装飾フレー

ズにおいても、重要なのは「感情のこもっ

たプレイ」です。近年の楽曲音源では強弱

や弾き方で感情表現されることが少ないた

め平坦な演奏になってしまいがちです。バ

ンドで演奏する場合はメンバー間で感情を

共有した音楽的な表現が求められます。アー

ティキュレーションに気をつけて「音楽を

奏でる」ことが大事です。

　バンド演奏のキーボードの役割がわかれ

ばわかるほど、それぞれの音色作りの大事

さに気づきます。キーボードには元々内蔵

された音色があり、さらにそれらを加工で

きるエフェクターや EQ も内蔵されていま

す。自分たちの演奏に合った音色作り、音

量調整は事前準備として最も大切です。

　また、楽曲やバンドによってはそれらを

バンクに保存して音色切り替えが素早くで

きるようにセットしたり、セパレート機能

を使って演奏手順を考えたりと、多くの「仕

込み」が必要になる場合もあります。自分

の好みの、そしてバンドの演奏に合うサウ

ンドメイクとスイッチングなどを含めたプ

レイは、学校の備品を使って行うには限界

があります。マイキーボードを持っている

ことが理想ですが、「仕込み」にかける時間

や演奏時の微調整など、機材の知識がある

ことが求められます。

　キーボードパートはバッキングや装飾フ

レーズだけではなく、テーマメロディやソ

ロなどギター同様オールラウンダーなプレ

イが求められます。いつも全体を俯瞰で見

ることができる感覚も必要です。

・バッキングのリズムはドラムに乗れているか・バッキングのリズムはドラムに乗れているか
・ボーカルをよく聴いて感情表現されているか・ボーカルをよく聴いて感情表現されているか
・音色、音量などのサウンドメイクは楽曲に合っているか・音色、音量などのサウンドメイクは楽曲に合っているか
・音色チェンジはスムーズか・音色チェンジはスムーズか
・演奏のための事前「仕込み」は十分だったか・演奏のための事前「仕込み」は十分だったか
・セクションごとの役割をきちんと把握できていたか・セクションごとの役割をきちんと把握できていたか
・機材のセッティングはスムーズだったか・機材のセッティングはスムーズだったか
・キーボード演奏のテクニックは高いか　　…など。・キーボード演奏のテクニックは高いか　　…など。

楽曲の世界観楽曲の世界観
を彩るプレイを彩るプレイ
キーボーディストの

主なチェックポイント

楽曲の一部なことを意識しよう

サウンドメイクを意識しよう

 ▶事前準備もチェック！ キーボーディストが一番懸念し

なければいけないのはセッティ

ングです。マイキーボードでも

備品であっても、素早く演奏で

きる状態にしなければいけませ

ん。キーボードスタンド、ケー

ブル、使うならペダル、イス、

マイク、そして音色確認…。ハー

ド的にもソフト的にも事前の準

備がとても重要です。

キーボード
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リハーサルリハーサルのの作法作法

　大会やコンテストなど大きな会場でライブをする場合には、本番の前に必ず「サウンド・チェック」

を行います。教室や視聴覚室などの小さな会場であっても、PA セットやミキサーなどの音響機器

を使うのであれば同様に行っておくべきですが、特にホールなどの広い会場の場合は、ドラム・セッ

トやギター・アンプなど、すべての楽器の音をマイクで拾う必要があるため、必ず行われる作業です。

　しかし、サウンド・チェックをなぜ行うのか、何のために行うのかをきちんと理解できていないと、

その効果は半減してしまいます。まだ経験したことがないという新入部員はもちろん、何度も経験

しているという上級生も、改めてライブ本番前に行うサウンド・チェックの意味と注意点を見直し

てみましょう。それこそが、自分たちの演奏やイベント自体の成功に大きく近づく鍵です！

○サウンド・チェックはなぜ行うのか！？

○良いサウンド・チェックのための作法　　　　　　　

○各パートのサウンド・チェックの流れ

○モニター・スピーカー調整のポイント

○楽曲演奏時の注意点
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サウンド・チェックはサウンド・チェックは
なぜ行うのか！？なぜ行うのか！？

サウンド・チェックの目的は大きく２つあります。1 つは、音響スタッフが本番前に演者が出す音を確認す
るためです。演者が「自分たちはこういう音を出して、こういう演奏をします」と音響スタッフに報告したり、
最終的に PA スピーカーから出す音を決めてもらう作業です。もう１つの目的は、自分たち演者側にとって
本番で演奏しやすいモニター環境を作ることです。ステージ上で自分の音や他パートの音がちゃんと聴こえ
て合奏しやすいようにしておくことで、本番でベストなパフォーマンスをすることができます。

　普段、学校の練習場でバンド練習をする時に

は、ボーカル・マイクをミキサーにつなげて、

PA スピーカーから音を出していると思います。

場合によっては、キーボードやアコースティッ

ク・ギターなども同じようにしているかもしれ

ません。しかし、ギター・アンプやベース・ア

ンプ、ドラムは生音のことが多いと思います。

練習場や部室ではそれで十分ですが、大きな会

場で演奏する場合には音量が足りません。その

ため、すべての楽器にマイクを立てて音を増幅

させる必要があります。従って、それらの音を

集音＆調整してメイン・スピーカーから出す役

割の「音響スタッフ」が必要となるわけです。

　ライブはバンドだけではできません。特に、

音響スタッフとの連携は、しっかりと行ってお

かなければなりません。そのための最も重要な

作業が「サウンド・チェック」です。最終的に

客席に届けられる音や、演奏のしやすさはサウ

ンド・チェック次第で大きく変わります。ライ

ブを成功させるために行う大切な準備、それが

サウンド・チェックなのです。

　出演するバンド数や会場のスケジュールの都

合などによって方法は様々ですが、サウンド・

チェックは当日の本番前や前日に、本番と同じ

ステージで行います。しかし、どういった工程

で行うにしても、サウンド・チェックは演者と

音響スタッフが協力しあって、本番で「客席に

良い演奏を届ける」ために行う共同作業である

ことに変わりはありません。

　照明を使用するライブであれば、同時に照明

スタッフが色合いやタイミングなどを確認しま

す。その場合は、演者、音響スタッフ、照明スタッ

フ三者の準備時間となります。広く考えればさ

らに、楽器や機材のトラブルがないようにサポー

トする「ステージ・スタッフ」、演者を案内した

りする「誘導係」、時間を計測する「タイム・キー

パー」、司会進行をする「司会者」…といった、

イベントのステージに関わるすべての人たちの

動きを確認する時間でもあります。

　

音響や照明をはじめ、スタッフのことを日本で

は「裏方」と呼びますが、表方である演者のた

めにスタッフがいるのではなく、単に役割分担

として「表」と「裏」と呼んでいるだけで、上

下関係はありません。実際に、どちらが欠けて

もライブを行うことはできず、ライブとはたく

さんの人たちが共同で作り上げるものなのだと

いうことを念頭に置いておきましょう。

　もちろん、それは教室などで行う発表会や文

化祭のステージであっても、大会などのコンテ

スト形式のステージであっても同様です。演者

が本番で行うことを各スタッフが把握し共有す

ることで、はじめて一緒に良いライブ（イベント）

を作ることができるのです。

　そのためには、コミュニケーションが最も大

切です。ライブの現場は重い機材も多く、少し

の行き違いで怪我や機材の故障といったトラブ

ルにつながってしまいます。お互いに大きな声

でハキハキと発言しましょう。「よろしくお願い

します！」の一言も、円滑にサウンド・チェッ

クを進める大きなポイントです。

　基本的なサウンド・チェックの流れは、楽器

のセッティング→各楽器のチェック→本番で演

奏する楽曲、あるいはその一部分を演奏→モニ

ターの調整…という順番に行っていきます。

　注意しなければならないのは、サウンド・

チェックは「本番前の練習時間ではない」とい

うことです。自分たちの演奏がうまくできてい

るかどうかよりも、各楽器の音量や音色を音響

スタッフと確認し合い、自分が演奏しやすいモ

ニターに調整してもらうなど、本番が良い環境

で迎えられるようにするための時間です。

　スタッフと一緒に、本番を成功させる最終調

整をすることを第一に考えましょう。

ライブは演者とスタッフの共同作業

サウンド・チェックは練習じゃない

▲音響スタッフをはじめ、たくさんのスタッフとともにライブを作りあげるためにサウンド・チェックが行われます
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　ライブは演者とスタッフと共同で行うもので

す。そのため、出演者の情報が前もってきちん

とスタッフに伝わっている必要があります。基

本的に、出演するバンドは必ず事前に「セッティ

ング・シート」の記入をします。バンドの情報、

使用する機材の情報、楽曲の情報などを前もっ

て伝えるためです。

　サウンド・チェックは、セッティング・シート

を元に進めていきます。提出したものから絶対に

変更してはいけないということはありませんが、

なるべく変更がないように、バンド単位、学校単

位でしっかりと提出期限までにきちんと決めるべ

きことは決めておきましょう。もし、変更がある

場合は速やかに報告することが礼儀です。「曖昧

な部分があるけど当日考えればいい」といった不

確定要素があると、スタッフ側は困惑し、大きな

迷惑をかけてしまう可能性があります。もちろん、

当日に急な変更を余儀なくされる場合もあると思

いますが、事前に共有するべき情報が変更するこ

と前提なのであれば、スタッフは何の事前準備も

できなくなってしまいます。

　スタッフは「身内」「味方」です。スタッフへ

のバンドの自己紹介の場がセッティング・シー

トであり、サウンド・チェックなのです。

　サウンド・チェックは時間との勝負です。ス

ムーズな進行のためには 1 分１秒が大切です。

演者側からみれば、自分たちに与えられた時間

は 10 ～ 15 分ぐらいと、とても短いわりに、

待ち時間は長いので、緊張感なくダラダラと行

動してしまうのも、気持ち的には理解できなく

はありません。しかし、スタッフはその 15 分

のサウンド・チェックを出演バンドすべてで行っ

ているのです。10 バンドであれば 2 時間半、

30バンドであれば7時間半（！）です。それに、

当然本番も全バンド分働きずめです。

　しかも、楽器や音響機材などを搬入してセッ

ティングするために、スタッフは演者よりも数

時間前に会場に入って働いています。そう考え

れば、タイム・テーブルを守り、順番がくるま

でに準備をきちんとしておき、ステージ上では

テキパキと動き、ハキハキと大きな声で挨拶や

返事をする…といった、スムーズな進行を行う

ことが大事だと思えるはずです。

　機材は、本番で必要なものだけをステージに

持っていきましょう。セッティングの時間短縮

やトラブルの軽減になります。また、セッティ

ングが素早く行えるように、エフェクターをあ

らかじめつないでおく、ドラムの機材を組み立

てておく、キーボードを運ぶ順番と手伝う人を

決めておく…など、控え室やステージ袖である

程度の準備をしておくことも大事です。

　なお、ステージ上では走ったりせず、必ずギ

ターはスタンドに立てかけ、ケーブルを踏んだ

り足を引っ掛けないように注意しましょう。

良いサウンド・チェックのための作法

セッティング・シートは最重要

リハーサルは短い？長い？

スムーズな進行を考えた機材準備

セッティング・シートの書き方　　※必要事項はもれなく丁寧に書こう

演奏時間はけっこう
大事。ちゃんと調べ
よう

持ち込み機材の例
○スネア・ドラム
○ドラム・ペダル
○チャイナ・シンバル
　　　（スタンド付き）
○キーボード
○キーボード・スタンド

特殊例
○ギター・アンプ
○ワイヤレス
○ボーカル・マイク
○コンガ2台
○バイオリン（DI 使用）

音響への要望は「ボーカ
ルにリバーブを多めに」
などの注文や、「ベース
をすごく歪ませます」な
どの報告を書く

照明の要望は「明るく」
「暗め」「派手に」など抽
象的で OK。テンポや曲
調もあるとさらにベスト

コーラス・マイクの有無
は必須！忘れないように

どのアンプを使うの
か、ドラムのタムの
数はいくつかを明確
に書こう

キーボードは何台使
うのか、会場のもの
を借りるのか持ち込
むのか、スタンドは
どうするのかを明確
にしておこう

立ち位置はとても重
要！よく考えて変更
がないようにしよう

D.I. を使用したい場
合は必ず記入する

マイクの位置と向き

は　　　で示す

◀︎リハーサルをスムーズ
に進めるためには全員の
協力が必要です
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「外音」と「中音」

音響スタッフは客席とステージに

全員に個別のモニターがある

すべての楽器をミキサーに集める

　普段、学校で練習している場所と、ライブの

ステージでは大きく環境が違います。それは、

ポピュラー・ミュージックが「電気」を使って

行われるものだからとも言えますが、その違い

を有効に活用するためには、音響スタッフの役

割や機材を知ることが第一歩となります。

　ライブの場合、ステージ上の演奏の音がその

まま客席に届いているわけではありません。各

楽器やモニター・スピーカーの音を通して、ス

テージの上で鳴っている音のことを「中音（な

　音響スタッフは、ミキサー卓を操作するメイ

ン・エンジニアと、ステージの上でサポートす

るステージ・スタッフがいます。誰がどんな役

割をしているのかを知っておくと、リハーサル

がスムーズに進み、わからないことがあっても

教えてくれるので安心です。

　ステージが広いと、自分の音やお互いの音が

聴き取りにくくなるため、メンバー全員に個別

のモニター・スピーカーが用意されます。聴き

たい音を返してもらって、演奏しやすい環境を

作ることができます。良い合奏ができるかは、

モニターのバランス作りによります。

　広い会場では、すべての楽器の音を 1 度ミキ

サーに集めます。楽器によってマイクを立てて

集音する方法と、DI（ダイレクト・ボックス）

へシールド・ケーブルをつなげて、「ライン」で

ミキサー卓へ送る方法があります。

かおと）」と呼び、ミキサー卓を通してPAスピー

カーから客席に向けて出ている音のことを「外

音（そとおと）」と呼びます。

　サウンド・チェックは、音響スタッフが外音

を作るために行われる作業です。バンドがバラ

ンスの良い中音を作れていれば、外音を作るこ

とも容易になります。逆に、演者は外音を聴く

ことができません。基本的にはエンジニアにお

任せすることになりますが、当然「自分たちは

こういうサウンドを出したいのだ」という気持

ちがなければ、音作りは難しくなります。

　良い外音を作るには、良い中音を作ることが

必要です。良い中音を作るには、各パートが良

いバランスの音作りをすることが必要です。そ

して、それには個々の音作りが大切です。

▲客席には「外音」しか聴こえません

▲客席側でミキサー卓を操作するメイン・エンジニア

▲床に置くタイプのモニター・スピーカー ▲ドラマーにも個別のモニターがあります

▲ボーカルも声をマイクで集音しているということです

▲ドラムにはマイクをたくさん使います▲ベースはDI を使ってラインで音を送ります

▲ステージ・スタッフがリハーサルを進めます

▲ギター・アンプにもマイクを立てます

▲キーボードはDI を 2つ使ってステレオで出力します

外音外音

中音中音
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各パートの各パートの
サウンド・チェックの流れサウンド・チェックの流れ

各楽器のセッティングやアンプの音作り、ドラムのチューニングといった演奏の準備が整ったら、音響スタッ
フの主導で音響エンジニアが各楽器の音色や音量を確認します。一般的にはサウンドの土台となるドラムか
らスタートしますが、時間がない時やエンジニアによって進め方は様々です。どちらにせよ、演者全員が行
うことなので、サウンド・チェックではどんなことを行うのかを知っておきましょう。

　サウンド・チェックは、まず基準となる音を

作っていくために音響エンジニアが各楽器の音

を１つ１つ確認します。楽器の音がミキサーを

通して PA スピーカーからちゃんと出るか、基

本的な音量や音色はどんな感じなのか…などを

確認して、帯域や音の定位などを含めたトータ

ル・バランスを調整します。この作業は、最初

にチェックをするバンドでしっかりと行い、2

つ目以降のバンドは微調整をしていくだけなの

で、比較的短い時間で進めていきます。

　サウンド・チェックは音響スタッフの主導で

行われるので、指示に従ってテキパキと進めて

いけば大丈夫です。音響スタッフが最も確認し

たいのは、それぞれの「音量」です。サウンド・

チェックでは本番と同じ音量で歌ったり、演奏

することが基本です。もちろん、音色も含めそ

の場での微調整は可能ですが、短い時間で確認

作業と伝達作業を行う必要があるので、やるべ

きことを理解しておくとスムーズです。

　ドラムは楽器

の 数 が 多 い の

で、マイクの数

も 多 く な り ま

す。その 1 つ 1

つについてすべて確認するので、ドラムはサ

ウンド・チェックに最も時間がかかるパート

だと言えます。

　エンジニアから「バス・ドラムをください」

「スネアをください」…と指示があるので、そ

れに従って叩いていきましょう。生楽器であ

るドラムは楽器同士が共鳴してしまい、音を

調整する作業に時間がかかる場合があります。

ドラマーの都合ではなく、エンジニアからOK

が出るまで叩き続けてください。注意するべ

き点は、「本番と同じ音量で叩く」ということ

です。本番と音量が大きく違うと、バンドの

トータル・バランスも崩れてしまいます。

　エンジニアから「3 点でください」と言わ

れたら、スネアとバス・ドラムとハイハット

でリズム・パターンを叩いてくださいという

意味です。何か簡単なパターンでいいので、

本番と同じ強さで叩きましょう。サウンド・

チェックの最後に、「全体で演奏してください」

という指示がきます。その時は、すべての楽

器を満遍なく叩いて演奏します。実際にライ

ブで演奏する楽曲のパターンを叩くと、本番

の感じも伝わって良いかもしれません。

　他に、パーカッションをその場で演奏した

りする場合は、同様にチェックしておきます。

　大きな会場で

は、ベースは DI

を使って音をミ

キサーに送りま

す。アンプにマ

イクを立てて、DI からのラインの音とミッ

クスさせることもありますが、ベース・アン

プの音は最終的に客席に届けられるサウンド

とは違います。ベース・アンプは、自分の音

をモニターするためにあると思っていましょ

う。また、DI にシールド・ケーブルを抜き挿

しする時は、音響スタッフに必ず一声かけて

からにしてください。

　エフェクターを使って音色を変えたり、指

弾き、ピック弾き、スラップなど、弾き方を

変える場合は、すべて音響エンジニアに確認

してもらいます。特に重要なのは音量差なの

で、普段の練習時から気にかけて整えておき

ましょう。

　弾くフレーズは、実際に演奏するもので構

いませんが、できれば 4 弦から 1 弦まで、

ロー・フレットからハイ・フレットまで満遍

なく弾いておくと、エンジニアが音圧差を確

認することができます。

ドラムの
サウンド・チェック

ベースの
サウンド・チェック

▲ライブ本番と同じ音量で叩こう

▲演奏で使う奏法や音色をすべてチェックします

▲ステージ上に音響スタッフがいる場合もあります
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　 エ レ キ・ ギ

ターは、複数の

音色を使って演

奏することが多

い楽器です。1

曲の中でもエフェクターを使って様々に音色

を切り替えることもあるでしょう。サウンド・

チェックでは、その日の演奏で使う音色をす

べて弾いて、エンジニアに確認してもらいま

す。特に重要なのは音量差です。ギター・ソ

ロやイントロのリフなど、バッキングよりも

大きく聴かせたいセクションの音量差がちゃ

んとついているか、クリーン・サウンドから

歪んだサウンドになった時の音量変化が不自

然ではないか…などを、お互いにチェックし

ます。

　ギタリストが 2 人以上いる場合は、エンジ

ニアから「上手（カミテ）ギターください」

といったような指示があるので、その指示に

従って順番にチェックしていきます。ステー

ジに向かって右側のことを上手、左側を下手

（シモテ）と呼びます。まず最初に、バッキン

グで使う音色を確認するので、本番と同じ音

量で弾きましょう。その後、「他に音色ありま

すか？」と訊かれたら、演奏で使う音色をす

べて弾きます。なければ「ありません」と答

えます。

　ギター・アンプは、同じメーカーやシリーズ

であっても、仕様が違ったり個体差があったり

します。ライブが自校以外で行われる場合には、

普段使用しているギター・アンプとは違うもの

を使わなければならないことがほとんどです。

事前に機種を調べておきましょう。

　最近は、ギター・アンプで音作りをするよ

りも、エフェクターでサウンド・メイクする

という考え方が一般的になってきています。

ギターの
サウンド・チェック

▲会場のギター・アンプを事前に調べておこう ▲ステージ上で準備してきた設定を微調整しよう

　キーボードは

様々な音色を使

います。演奏で

複数の音色を使

う場合は、ライ

ブ当日の前にある程度しっかりと音量差や音

作り、バンクの呼び出し方などを整理してお

きましょう。

　エンジニアの指示にそって、まずメインで

使う音色を弾いて確認してもらいます。他に

そのキーボードで使う音色があれば、指示を

待ってすべて弾きます。複数台使用する場合

は、この工程を使用するキーボードの台数分

行います。特に重要なのは、それぞれの音量

差です。バッキングもリード・メロディーも

演奏するキーボード・パートは、各音色の音

量にわざと変化をつけている場合も多いと思

います。サウンド・チェックでは、本番が良

いバランスで聴かせられるように、手元のボ

リュームやボリューム・ペダルなどを微調整

しながら、本番と同じ音量で演奏します。も

ちろん、鍵盤を押すタッチの強弱も同様です。

本番と同じ強さで弾くように心がけましょう。

　キーボードは、DI を使って音を「ライン」

でミキサーに送ります。基本的には音響スタッ

フが用意しているシールド・ケーブルを使いま

わしますが、念のためシールド・ケーブルを持

参しましょう。抜き挿しを自分で行う場合は、

音響スタッフに必ず一声かけてから行うよう

にしてください。故障の原因になります。

　ボーカルも楽

器 と 同 じ よ う

に、マイクで集

音してミキサー

へ音を送ること

に変わりはありません。低い声、高い声、裏声、

張って歌う声、ささやくように歌う声…など、

満遍なく出して音量のレベル差を確認しても

らいましょう。

　大事なことは、マイクと口の距離や角度、

声を出した時の音量が本番と同じであること

です。本番で歌う楽曲のサビなどを「本気で」

歌うことが一番良いかもしれません。単独で

歌ったり、声を出したりするのは少し恥ずか

しいかもしれませんが、バンド演奏で最も重

要なボーカルのチェックですから、責任感を

持ってしっかりと行いましょう。

　演出として、ミキサー卓の方で何か声に特

殊なエフェクトをかけて欲しい場合は、あら

かじめセッティング・シートに記入しておき

ます。自分でボーカル・エフェクターやマイ・

マイクを持ち込む場合も同様です。本番でい

きなりは厳禁です。

キーボードの
サウンド・チェック

ボーカルの
サウンド・チェック

▲ライブで使う音色をすべて確認します

▲楽器ボーカルの場合は楽器の音量にも注意しよう
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　モニター・スピーカーとは、ステージに置い

てある黒い箱のことで、演者が自分たちの歌や

演奏を聴く（モニターする）ためのものです。

演奏をモニターすることは、ステージで演奏す

る上でとても重要です。学校の備品としてモニ

ター・スピーカーがあるのであれば、普段から

積極的に使っていきましょう。

　ライブでは、モニター・スピーカーは基本的

にメンバー全員に用意されますが、場合によっ

ては 2 人で 1 つのスピーカーを使うこともあり

ます。わかりにくい時は、音響スタッフに自分

のモニターはどれなのかを確認しましょう。

　各パートのチェックが終わると、指示に従っ

て本番で演奏する楽曲を演奏します。これは、

音響エンジニアが全体のバランスを確認するた

めと、演者がモニターの加減を確認するためで

もあります。ほとんどの場合、限られた短い時

間で行わなければならないので、自分のプレイ

に終始し過ぎず、ステージ上の演奏環境を整え

ることを重視しましょう。

　モニターの注文は、ミキサーを操作している

音響スタッフとのやりとりで行います。ステー

ジ・スタッフがいる場合も、大きな声ではっき

りと要望を伝えるようにしましょう。

　大事なのは、どのパートをどうして欲しいの

かを具体的に伝えることです。音量を大きく変

化させることも微調整もでき、場合によっては

音の帯域や硬度を指定して増減を要望すること

もできます。また、リバーブなどのエフェクト

をかけることも基本的には可能です。的確な注

文ができるようになるには少し経験が必要です

が、音響スタッフとコミュニケーションを取りな

がら、ベストな状態を作れることを目指しましょ

う。やりとりが終わったら「大丈夫です。よろ

しくお願いします！」の一言を忘れずに。

　ポイントは、大前提として「音源や普段練習

している環境とは同じようなバランスにはなら

ない」ことと、「プラスするよりマイナスするこ

とを考える」ことです。モニターは、自分の歌

や演奏に支障がないように、音を補ってサポー

トしてくれるものです。返すものはなるべく少

なく、必要最低限なものだけにするように心が

けておくと良いでしょう。

　そのためには、自分が普段どの楽器をよく聴

いてプレイしているのかを理解している必要が

あります。

▲モニター・スピーカー。通称「コロガシ」

モニター・スピーカーモニター・スピーカー
調整のポイント調整のポイント

サウンド・チェックには、各々のモニター・スピーカーのバランスを調整する作業も含まれます。自分の声
や演奏、お互いの音がしっかりと聴こえていることが、ライブ成功のカギとなります。何のためにあるのか、
どう活用すれば最適なのか…などをしっかりと把握していることが本番成功への近道となります。自分たち
の実力が発揮できるようにモニター・スピーカーについて知っておきましょう。

モニターを有効活用する

　◉アンプのツマミをいじっても大丈夫？

　◉モニター・スピーカーは自分で動かして良い？

　◉モニターにだけエフェクトをかけられるの？

　◉要望はどうやって伝えるの？

OK? NG?　モニター調整について、よくある疑問＆質問

音響スタッフとのコミュニケーション

楽器をセッティングして音量や音色を決めた後にバンドで演奏してみ
ると、ギターやベースのアンプとモニターとのバランスが悪い場合が
あります。そんな時は演奏中にアンプのツマミをいじって構いません。
モニター・スピーカーの場所や向きにも注意しながら、サウンド・チェッ
クの中で演奏しやすい環境を作っていきましょう。

モニター・スピーカーの位置や向きを変えるのは、音響スタッフの役
割です。ギター・アンプやドラムに立っているマイクなどと同様、音
響機材には基本的に触らないようにしましょう。親切心や遠慮もある
かもしれませんが、動かしたい時は自分で動かさず、音響スタッフに
声をかけましょう。

回線数にもよりますが、モニターは基本的にメンバーそれぞれが単独
で調整できます。従って、例えば、ボーカリストが自分のモニターの
自分の声にだけリバーブなどのエフェクトをかけることも可能です。
しかし、ドライな声の方が音程が取りやすく、ダイナミクスもつけや
すいのであまりお勧めしませんが。

全員が一斉にモニターの注文を喋り出したら収拾がつきません。1 人
ずつ順番に手を上げて要望を伝えましょう。その際、例えば誰かが「ベー
スを上げてください」という要望をしたら、ベーシストは弾いてあげ
ると判断しやすくなります。もちろん、要望をした方はちょうど良く
なったら「OK」を出しましょう。
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　ライブは、文化祭のイベントであっても公式

大会やコンテストであっても、観客や審査員が

いる以上、「ショー」であることに変わりはあり

ません。人に「観せる（聴かせる）」ことを前提

にしているものは、しっかりとした準備が必要

です。それは、本番をより良いものにするため

だけではなく、怪我や事故の防止のためでもあ

ります。

　各楽器のチェックと、それぞれのモニター調整

が終わったら、本番で演奏する楽曲を演奏しま

す。イベントの進行などによって様々ですが、1

曲をフルサイズ演奏することもあれば、サビだ

けとか 1 コーラスだけなど、短めに演奏してモ

ニターを調整し、最後にフルサイズで演奏をす

るといったパターンもあります。当日になって

慌てないように、複数曲演奏する場合はどの楽

曲なのかも含め、あらかじめ演奏する場所を決

めておきましょう。全体の音量が大きくて、コー

ラスがあったり、全員が演奏しているセクショ

ンが理想なので、やはりサビが妥当かもしれま

せん。

　最後に 1 曲まるまる演奏する時間がある場合

は、スタッフを交えた「予行演習」でもあります。

演者は本番と同じように演奏やパフォーマンス

をします。「ほんの一瞬のことだし」「ネタバレ

しちゃうと嫌だ」「本番でもないのに恥ずかしい」

と、サウンド・チェックでは行わずに本番になっ

て突然大声で叫んだり、大きな音を出されたら

エンジニアはびっくりしてしまいます。下手を

すればスピーカーなどの機材を壊してしまうか

もしれません。機材の故障は、修理代の問題だ

けではなく、その後に出演するバンドが良い環

境で演奏できなくなる可能性もあります。

　また、ライブに慣れてくればくるほどサウン

ド・チェックの演奏を軽視して、流して演奏し

たり、あえて他のことをしたり…というケース

もよくあります。余裕を持てているという意味

では良いことですが、サウンド・チェックの本

当の意味を忘れてはいけません。何度も言いま

すが、サウンド・チェックは演者のためだけに

行うものでははなく、音響スタッフとの本番へ

向けた共同で行う確認作業です。

　とはいえ、アドリブでギター・ソロを弾いた

り、ボーカリストがその場の気持ちの高揚によっ

てフェイクをしたり…と、高度なことができる

バンドは、もちろん行って構いません。ただし、

その場合も音量差には十分気をつけましょう。

　各楽器のチェックで決めた音量や音色が、バ

ンド全体で演奏した時に「良くない」と感じる

ことがあります。音の定位や音色などによる楽

器同士のマスキング現象が起きたりするためで

す。そんな時は、バンドで演奏している最中で

あっても、アンプやエフェクターをいじって構

いません。もちろん、モニター・スピーカーの

調整も可能なので、音響スタッフに要望を出し

ましょう。全体での演奏時間は最終確認でもあ

り、「最終調整」の時間でもあります。演奏の手

を休めても微調整しましょう。

　本番は緊張して力が入ってしまった、という

ことは誰にでもあることです。頭が真っ白になっ

て歌詞が飛んでしまった、力んでピッキングやス

ティッキングのコントロールが悪くなった、と

いうこともよくあります。例えば、ドラマーが

本番でサウンド・チェックの時より大きな音で

叩いてしまっただけで、せっかくエンジニアが

整えたバンド・サウンド全体のバランスが崩れ

てしまいます。しかし、本番と同じように、あ

るいは普段通りに演奏するなんてなかなかでき

ることではありません。本番を控えめに行うと

いうより、リハーサルを本番のつもりで本気で

行っておくように心がけましょう。

　よく、本番が終わった後に「モニターの聴こ

え方が変わってた」「～が聴こえなかった」とい

う意見が出ることがあります。1 つには、エン

ジニアがバンドごとに手動でモニターのレベル

を細かく正確に再現することは神業に近いこと

楽曲演奏時の注意点楽曲演奏時の注意点
モニター・バランスをとった後は、本番で演奏する楽曲を演奏して最終チェックを行います。音響、照明スタッ
フの確認もかねて、楽曲を始めるきっかけから、立ち位置やパフォーマンスなど、すべて本番と同じように
行います。すなわち、「お客さんがいない本番」です。ここをしっかりと行っておくことで、演者、スタッフ
ともに素晴らしいステージを作ることができます。

本番と同じアレンジで演奏する

本番と同じ音量で演奏する

▲演奏のアレンジも音量もパフオーマンスも、すべて本番通りに行うつもりでサウンド・チェックに臨みましょう
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なので、ある程度は許容範囲と思っておくこと

も必要です。しかし、近年ではデジタル・ミキサー

卓を使用することも多くなってきいるので、メモ

リーされたレベルをボタン 1 つで完全に再現す

ることができます。その場合、本番でのモニター・

バランスの悪さは、自分たちの演奏がサウンド・

チェック時と変わっていたことが原因です。次

回に向けての反省点の１つとしましょう。

　どちらにせよ、本番中に演奏しづらければ、音

響スタッフにモニターの要望をして大丈夫です。

我慢することはありません。

　「本番と同じ」という意味は、演奏だけではあ

りません。ステージング、パフォーマンスなど、

考えているフォーメーションがあれば同じよう

に行っておきましょう。

　理由はいくつかありますが、1 つはモニター

の聴こえ方がステージの立ち位置によって変わ

るので、それを確認するためです。ギター・ソ

ロを弾きながら、あるいは歌いながらモニター・

スピーカーの前に出てしまうパフォーマンス

はなるべく避けた方が無難ですが、サウンド・

チェックの時に移動してみて、ちゃんとソロが

弾けたり歌が歌える位置を確認しておきましょ

う。本番でいきなりやってしまうと、バンドの

音がモニターできなくて慌ててしまうかもしれ

ません。また、どこまで出て良いかなど、ステー

ジの使い方も事前に音響スタッフに相談してお

きましょう。

　本番と同じ動きをするもう１つの理由は「照

明」です。ライブ用の照明が会場に設置されてい

る場合に限りますが、照明スタッフは楽曲や歌

詞の世界観に合わせて照明プランを立て、ある

程度の準備をしてきますが、演者の立ち位置や

動きに合わせて照明を当てる場所を決めていき

ます。サウンド・チェックではじっと動かずに

演奏していたのに、本番になったらステージを

駆け回るようなパフォーマンスをしてしまうと、

演奏の表現したいことと照明が合わなくなって

しまったり、ピンスポットを当てる段取りが狂っ

て光が当たらなくなってしまうこともあります。

照明スタッフは、視覚的に自分たちのステージ

をより効果的にしてくれる味方です。音響スタッ

フ同様、良いステージを一緒に作りあげる気持

ちで臨みましょう。

　主な大会では、演奏の規定時間が設けられて

います。どういう流れで演奏が始まって、どの

ようなステージングやパフォーマンスをするの

か、演奏終了の合図は…という本番と同じ流れの

練習を行ってきていれば問題はないはずですが、

「ライブ練習」や「大会基準に沿った確認」をし

ていないと、当日、練習以上の素晴らしい演奏

やパフォーマンスはできません。しっかりと目

標を置いた練習をしてきているからこそ、サウ

ンド・チェックで確認しておかなければいけな

いことが明確になり、本番で真の実力が発揮さ

れるのです。

　サウンド・チェックの演奏が終わると、スタッ

フから「何かありますか？」と、本当の最終確

認があります。実際に演奏してみて、例えばギ

ター・アンプの音量などを変えたい場合やモニ

ターの調整をさらにしたい場合は、音響スタッ

フに報告して直しましょう。他に疑問点や質問、

要望などがあれば、同じようにスタッフに伝え

てください。

　演者、スタッフ共に問題なければ、これでサ

ウンド・チェックは終わりです。「本番よろしく

お願いします！」と元気にスタッフへ挨拶をし

て片付けを始めましょう。挨拶を交わすことで、

お互いに本番に向けたモチベーションをアップ

させることができます。小さなことですが、と

ても大切なことです。

　ギタリストやベーシストは、アンプの設定を写

真に撮ったりメモしておきましょう。本番の時に

設定が変わらないように注意してください。また、

シールド・ケーブルはアンプのボリュームを必ず

ゼロにしてから抜いてください。こういったライ

ブでは、すべてのツマミをゼロにする必要はあり

ません。ベーシストやアコースティック・ギター

を使用した場合、DI からシールド・ケーブルを

抜く時は、必ず音響スタッフの了解を得てからに

してください。キーボーディストやドラマーは、

持参した機材を片付けたら、他のものはどうした

ら良いか確認しておきましょう。楽器を演奏しな

いボーカリストであれば、事前に誰の片付けをど

う手伝えば良いのかを決めておきましょう。テキ

パキとしたスムーズな片付けも、団体行動のうち

です。セッティングと同じように、片付ける手順

も本番同様に行いましょう。

　バンド転換時のステージ上は人や楽器も多く、

床はケーブル類がたくさん這っていてとても危

険です。怪我のないように慎重に行動しましょ

う。また、アンプやドラム・セットなどに設置

してある音響用のマイク・スタンドに当たって

しまい、マイクの位置がズレてしまったら、自

分でこっそり直したりせず、必ず音響スタッフ

に声をかけてください。

本番と同じステージングをする

本番と同じように片付ける

▲本番で前に出るなら、本番通りに行って確認します ▲最終的な微調整があれば音響スタッフに報告します

▲照明がある場合は、照明スタッフの確認や予行演習も兼ねています
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

 　ボーカル  　ボーカル ④　　ボーカルの表情のつけ方・1

 　 　ギターギター ④　　歌心溢れるバッキングを目指そう

 　 　ベース ベース ④　「スラップ奏法」の上達メソッド

 　 　ドラム ドラム ④　16 分音符とシェイク・パターン

 　 　キーボード キーボード ④　コード・バッキングのスムーズな移動

STEP1：ビブラート、ロング・トーン

STEP2：しゃくり、フォール

Tips：子供はみんな天才シンガー

STEP1：スムーズにカッティングする方法

STEP2：カッティングを自由自在に演奏する

Tips：奏法によってピックの種類を変えてみる

STEP1：正しいフォームとオクターブ奏法

STEP2：左手とのコンビネーション奏法

Tips：スラップの歴史

STEP1：16 分音符

STEP2：「シェイク」パターンを叩きこなす

Tips：西洋はリズムとグルーヴ。日本は…

STEP1：コードの「転回形」を上手に使う

STEP2：「音のライン」を意識した弾き方

Tips：コードの概念。山田君は副部長！？
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Exercise / Lesson

読んで学べる
実技

ボーカル ④ボーカル ④

ロック、ポップス、R&B…と、どのジャンルにも求められるボーカル・テクニックと言えるのが、歌に対する「表
情のつけ方」です。中でも、代表的な「ビブラート」や「ロング・トーン」、そして「しゃくり」「フォール」といっ
たテクニックを身につけていくことで、様々なジャンルを歌う時に役立ちます。（文・伊丹谷良介）

ボーカルの表情のつけ方・1

　　　　　ビブラート、ロング・トーン
STEP

1
　歌唱テクニックの中で最も代表的なものが

「ビブラート」と「ロング・トーン」です。こ

の 2 つをマスターすることで、歌の表現力を

一気にアップさせることができます。ただし、

ボーカルの基礎である「正しい発声」や「リズ

ム・キープ」などをしっかりと練習していない

と、せっかくの表現力も効果が薄くなってしま

います。基礎練習とともに表現のテクニックを

身につけましょう。

　発声した後に「声を揺らす」テクニックを「ビ

ブラート」と言います。ビブラートには大きく

分けて「音程のビブラート」と「音量のビブラー

ト」の２種類がありますが、どちらもきれいに

行うコツは、「声の波」をきちんと定期的に作

ることです。音程のビブラートの練習には、半

音の移動を使っていろいろなリズムで声の波を

作ることが有効です（譜例1）。音量のビブラー

トのトレーニングも、同じようにメトロノーム

を使って音符の長さを意識しながら発声の量を

変える練習をしてください。ビブラートの波が

しっかりと安定した状態で何小節持続できるか

をチェックしながら、時間をかけて♩＝ 70、

80、90と徐々にテンポをアップさせましょう。

決して焦らずに、時間をかけてトレーニングす

ることが上達への近道です。

　音程と音量のビブラートができるようになっ

てきたら、その両方を自分なりにミックスさせ

てみましょう。きれいなビブラートが表現でき

るようになっていると思います。

　「ロング・トーン」とは、1 音を乱れるこ

となく長い間延ばし続けることですが、腹式

呼吸などの正しい発声が行えていないとマス

ターできない難しいテクニックです。まずは

息を吸った時にお腹が膨らみ、吐いた時にお

腹が凹む腹式呼吸がきちんとできているかを

確認しましょう。そして、腹式呼吸を意識し

ながら声を出さずに長い時間かけて空気を

吸って、長い時間かけて空気を吐く…という

練習を繰り返します。この時のポイントは、「一

定量の空気を吸い、それと同じだけの量の空

気を吐き続ける」ということです。

　ゆっくりと大きい腹式呼吸ができるように

なったら、次に自分の出しやすい音程で発声

してみましょう。最初は音量が小さくても構

いません。同じ音程、同じ息の量、同じ音量

の声を出し続けることが大切です。最初は２

秒から３秒の短い時間で行い、徐々に時間を

延ばし、声の音量も上げていくように練習し

ていきましょう。時間を延ばせば延ばすほど

ロング・トーンに乱れが生じてくると思いま

すが、その場合は呼吸の乱れが原因なので、

腹式呼吸を整えましょう。

ビブラートのトレーニング

ロング・トーンのトレーニング

譜例1　譜面はソとソ♭にしてありますが、自分の出しやすい音程で行おう

▲声だけではなく、身振り手振りも使って行おう
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　　　　　 しゃくり、フォール
STEP

2

　「上手な歌」と「感動を生む歌」は少し

違います。例えば、幼稚園のお遊戯会など

では歌のテクニックを多用する園児など

いません。しかし、彼らの歌はとても感動

的で魅力的です。テクニックを学ぶのと同

時に「感動を生む歌とは何か」も考えてみ

てください。

　歌は歌唱テクニックを伝えるためのも

のではありません。歌唱テクニックを通し

て「気持ちや歌詞のメッセージを伝える」

ことが大切なのです。幼稚園児は歌唱テ

クニックがなくても全身で素直な気持ち

で歌います。だからこそ「感動を生む歌」

が歌えるのかもしれません。大人になると

そういったことを忘れがちです。あまりテ

クニックにこだわりすぎず、「素直に歌う」

ということも大切にしながら、様々な歌唱

テクニックを磨いていきましょう。

子供はみんな天才シンガーTips!

　ビブラートとロング・トーンに加えて、歌に

対する表情のつけ方として代表的なテクニック

が「しゃくり」と「フォール」です。この 2

つのボーカル・テクニックをマスターすること

で、歌の表現力をさらにアップさせることがで

きます。ただし、この 2 つも正しい発声やリ

ズム・キープなどの基礎練習ができていないと

効果がありません。

　「しゃくり」とは、メロディーを低い音程か

ら「ずり上げる」ように歌う歌唱法です。例え

ば、前の音が「ド」で次の音が「ラ」だとした

ら、ラの前に「ファ」や「ソ」といった経過音

を入れて滑らかに歌うテクニックです。音を階

段に例えると、段差が大きいところに段を作っ

て上がりやすくするイメージです。まずは自分

が発声しやすい音程で構わないので、低い音か

ら1オクターブ高い音に向かって練習しましょ

う（譜例 2）。はじめは自由なテンポで行い、

慣れてきたらメトロノームを使ってリズムの中

で練習すると良いでしょう。スムーズにできる

ようになったら、いろいろな音程で行ってみて

ください。

　しゃくりは表現としてだけではなく、メロ

ディーの音程が取りにくい場合にも有効です。

少し低めの音から始めることで、いきなり高音

を出すよりも声帯への負担が減り、狙った音が

出しやすくなります。

　「フォール」とは、しゃくりと逆の発声法で、

本来の音程から低い音程に向かって瞬間的に滑

らかに音を下降させるテクニックです。フォー

ルは正しい音程を発声してから下げるので、

しゃくりよりもやりやすいと感じる人も多いか

もしれませんが、フォールした後に音程が定ま

らなかったり、音量が弱くなってしまいがちな

ので注意しましょう。まずはテンポを決めて、

1 オクターブの音程をいろいろな長さでフォー

ルさせる練習をしましょう（譜例 3）。それが

できるようになったら裏声などを使って、もっ

と上の音程から下降するなどのトレーニングを

してみるのも効果的です。

しゃくりのトレーニング

フォールのトレーニング

譜例2　低い音をまず発声し、そこからオクターブ上の音程に滑らかに移行する

譜例3　本来の音程からオクターブ下へ、もしくはオクターブ上から本来の音に下降させる

▲「高低差」をイメージしながら行おう

▲幼稚園児のように素直に歌を歌おう！
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

ギター ④ギター ④

楽曲の魅力をアップさせるためには、リズミカルかつメロディーに寄り添うバッキングが不可欠です。ギターはソ
ロなどの派手なプレイに目が向きがちですが、すべてバッキングというものがあるからこそ成り立っています。曲
の流れやリズムに自由に対応できるバッキングを目指してスキル・アップしましょう。（文・岩尾 徹）

　　　 　  スムーズにカッティングする方法
STEP

1

歌心溢れるバッキングを目指そう

　バッキングをする時に、何となくピックを

持って、自分なりの弾きやすいやり方でスト

ロークをして、カッティングしていないでしょ

うか。ピッキングとストロークは、「腕を上下

に振って弦をヒットする」という単純な動作で

すが、単純だからこそ意識しなければいけない

ポイントがいくつもあります。

　ピックは基本的に親指と人差し指で握りま

す（写真 1）。この時、必要以上に力を入れな

いことが大事なポイントです。力が入るとスト

ロークしている腕に力みが生じ、ストロークの

スピードを速くすることができなくなり、バッ

キングのリズム全体がしなやかではなくなっ

てしまいます。ピックを強く握ってしまう原因

として、「ピッキングが弦に対して常に一定に

当たっていない」という理由が挙げられます。

ピックが弦に必要以上に深く入ると、弦をヒッ

トする時に力が入ってしまうだけではなく、ス

トロークしている間にピックがズレたり、飛ん

でいってしまう…といったトラブルも起こり

ます。なるべくピックの先端で弦を弾いて、安

定したピッキングにすることを意識しましょ

う（写真 2）。

　鏡などに自分の弾いている姿を映してチェッ

クしてみるのも効果的です。ストロークが安定

してくるとフォームに無駄がなくなり、以前よ

りかっこ良く見えると思います。ぜひ、時々行っ

てみてください。

　ストロークは、常に規則性があることが大切

です。基本的なストロークやピッキングの方法

は「オルタネイト・ピッキング」と呼ばれる、アッ

プとダウンを規則的に繰り返す動きによってで

きています。アップ・ピッキングとダウン・ピッ

キングの音は異なるので、上級者ともなれば

ニュアンスを優先して、この規則性を意図的に

崩すこともありますが、まずは自然にオルタネ

イト・ピッキングができることを目指しましょ

う。無意識にきちんとオルタネイト・ピッキン

グができるようになって、はじめて崩すことも

可能になります。

　まず行って欲しいのは、どんなバッキング・

パターンでもピッキングのアップ／ダウンを規

則的に繰り返して弾けるようにすることです。

中でも、譜例 1 のようなパターンの場合に休

符の部分でストロークが止まってしまいがちで

す。音を出していない時でもフレーズがリズム

に乗るように、しっかりとストロークするよう

に心がけましょう。

ピックの持ち方とピッキング

基本はオルタネイト・ピッキング

写真1　親指と人差し指で軽く握るのが基本 写真2　ピックの先端で弾くように意識しよう

譜例1　休符（※印）もしっかりとオルタネイト・ピッキングでストロークしよう。「 　」はダウン、「 V 」はアップの意味
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　　　　  カッティングを自由自在に演奏する
STEP

2

　ピックで弾きながら、途中で指弾きもし

なければならない場合、潔くピックをそこ

ら辺に置いてしまっても良いのですが、ス

テージなどではあまりかっこ良いものでは

ありません。プロ・ギタリストはこのよう

な時、ピックを小指と薬指で握ったり、指

のつけ根でピックを挟み込んだりして、自

由に指を動かせられるようにしたりします。

　しかし、これは難易度が高い方法です。

もう少し簡単にできる方法は、ピック自体

の種類を変えてしまうことです。例えば、

親指にはめて使う「サムピック」というピッ

クは、人差し指を軽く添えることで普通の

ピックに近い感覚で弾くことが可能です。

メーカーによって様々な形状がありますが、

いろいろ試してみて、弾いている感覚がい

つものピックとあまり変わらないものを選

ぶと良いでしょう。

奏法によってピックの種類を変えてみるTips!

　カッティングは、ただ指定されたコードを押

さえて、テンポに合わせてストロークすれば良

いというわけではありません。ストロークして

いる腕はリズムの変化に柔軟に対応できなけれ

ばならず、ピッキングはいつでも 6 弦すべて

を弾いてしまって良いものではありません。弾

く弦の場所によってフレーズのニュアンスが変

わるからです。

　オルタネイト・ピッキングは、楽曲の基本ビー

トによってアップ／ダウンの規則性が変わりま

すが、実際の演奏ではニュアンスを重視するた

め、8ビートと16ビートのオルタネイト・ピッ

キングが混在していることが多々あります。ま

た、コード・ストロークは、出したいサウンド

によって「すべての弦」「6弦から4弦を中心」

「3 弦から 1 弦を中心」…というようにピッキ

ングを変えていくので、意識的なコントロール

が必要になります。

　オルタネイト・ピッキングを思い通りにコン

トロールできるようになるには、「パルス・チェ

ンジ」というトレーニングが有効です（譜例2）。

注意点としては、ビートが変わった時にスト

ロークが乱れないようにすることと、「6 弦か

ら 1 弦」「3 弦から 1 弦」というように、弾く

べき弦をあらかじめ決めて、必ずそこを狙って

オルタネイト・ピッキングでストロークするこ

とです。

　カッティングには、コード・ストロークの他

に、ストロークをしながら決められた 1 音だ

けを弾く「単音カッティング」や、ブリッジ・

ミュートをしながら1音を弾く「単音ミュート・

カッティング」などがあります。

　単音カッティングは、弦を押さえていない指

で、鳴ってはいけない弦を確実にミュートする

ことが重要です。音を出す弦を意識しながら譜

例 3 を弾いてみましょう。単音弾きをコード・

ストロークの要領でカッティングすることで、

ブラッシングしている音も混ざり、フレーズに

勢いが出ます。

　単音ミュート・カッティングは、ブリッジに

軽く手を置いて弦をミュートしながら行います

が（写真 3）、ミュートしすぎると音程感がな

くなってしまうので、注意してください。ブ

リッジに手を置いているので少し難しいです

が、ゆっくりなテンポから始めて、手首をうま

く使って必ずオルタネイト・ピッキングで弾く

ように練習しましょう（譜例4）。

オルタネイト・ピッキングを
シェイプアップする

バリエーションを増やす

譜例2　弾きやすいコードで良いので、必ずメトロノームに合わせて体でリズムを取りながら行おう

譜例3　ストロークはコード・カッティングの要領で、休
符はしっかりとブラッシングしよう

写真3　軽くブリッジに手を乗せる

譜例 4　★印以外の音はすべてブリッジ・ミュートしなが
ら弾こう

▲いろいろなサムピックの形状
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

ベース ④ベース ④

ベーシストなら誰もが一度は憧れる「スラップ奏法」。昔は特殊技能のような扱いでしたが、今では指弾きやピック弾
きと並ぶベースの 3 大奏法の 1 つとなり、ロックやポップス、歌モノにいたるまで、様々なジャンルに取り入れられ
ています。表現の幅を広げるためにも、ぜひこの機会にマスターしましょう。（文・山田潤一）

「スラップ奏法」の上達メソッド

　　　　　 正しいフォームとオクターブ奏法
STEP

1
　スラップは、親指で弦をはじく「サムピング」

と、人差し指で弦を引っ張る「プル」という奏

法を基本としています。それらを行うためにと

ても大事なのが手首の回転です。サムピングは

手首を内側に回転させ、プルは外側に回転させ

るのですが、指の力で押さえつけたり引っ張る

のではなく、手首を回転させスナップを利かせ

るイメージです。まずは、手首だけを動かす「素

振り練習」から始めましょう。力んでしまうと

うまく弦をはじけないので、体の力を抜いてリ

ラックスして行うように心がけてください。

　まず「サムピング」の練習です。はじめに、

うちわを扇ぐようなイメージで手首の素振りを

何度か繰り返してから、その動きをキープした

ままサムピングをする位置に腕を持っていきま

しょう。弦に当てるのは、親指の第一関節の側

面、やや上の部分でフレットの一番端を狙いま

す。また、弦をはじいた後は下の弦に当てて止

めるようにします。例えば、4 弦をスラップし

た場合は、3弦に当てて止めます（写真1）。

　「プル」の場合も、同様に手首の回転を使っ

て行います。サムピングをした後、外側に振り

かぶるのと同時に、人差し指に弦を引っ掛けま

す。コツとしては、例えば、4 弦をサムピング

した場合、そのタイミングで 1 弦と 2 弦の間

に人差し指を入れて、プルの準備をしておきま

す（写真 2）。だたし、人差し指が深く入って

しまうと、弦を引っ張りにくくなるので、注意

しましょう。人差し指の先 0.5cm から 1cm

のあたりで弦を引っ掛けるようにすると良いで

しょう。

　これらを踏まえて、サムピングとプルを交互

に弾く「オクターブ奏法」という弾き方をメト

ロノームに合わせて繰り返し練習しましょう

（譜例 1）。最初は音がうまく鳴らなくても構わ

ないので、手首の動きを意識して毎日最低でも

10 分は同じ動きを続けましょう。スラップの

練習は筋トレと同じで、続けるうちに自然と体

が動きを覚えていきます。指弾きやピック弾き

に比べて、なかなかうまくできないかもしれま

せんが、諦めずに練習を続けていけば、必ずス

ラップができる筋肉がついてきます。頑張って

トライしていきましょう。

サムピングとプルの練習

オクターブ奏法

譜例1　スラップを使ったオクターブ奏法。手首の回転を意識しよう

写真1　親指を当てる場所に気をつけよう 写真2　プルの人差し指が深く入らないように
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　　　　  左手とのコンビネーション奏法
STEP

2

　諸説ありますが、スラップを初めて演

奏したのは、1960 年代から 70 年代に

かけて活躍したベーシスト、ラリー・グ

ラハムだと言われています。サムピング

をバス・ドラム、プルをスネア・ドラム

に見立てて演奏したことが始まりで、初

期にはパーカッション的なプレイも聴く

ことができます。

　英語では「Slapping & popping」また

は「Thumbpin' & pluckin'」と呼ばれて

いますが、日本ではティン・パン・アレー

のベーシストである後藤次利が、1975 年

発表の「チョッパーズ・ブギ」という楽曲

の中で、スラップを演奏する姿がチョップ

しているように見えたことから、曲名も相

まって「チョッパー」と呼ばれていました。

　近年では様々なジャンルで、いろいろな

スタイルのスラップがあるので、研究して

みると面白いのではないかと思います。

スラップの歴史Tips!

　スラップは右手のサムピングとプルだけで

はなく、左手でフレットを押さえてフレーズを

弾きます。ベースを弾く上では当たり前なこと

ですが、スラップの場合は「ゴースト・ノート」

を出して、パーカッションのように演奏するこ

ともあります。ゴースト・ノートとは、左手で

フレットを叩いて、音を出さずにリズムだけを

出す奏法のことです。使いこなせばスラップ・

ソロなどにも役に立つテクニックなので、ぜひ

習得しましょう。

　まずは、左手でゴースト・ノートを出す練習

です。人差し指で 1 から 3 弦の 5 フレットを

ギターのセーハのように押さえて、他の 3 本

の指で弦を叩きます（写真 3）。この時、指は

曲げないで指の腹のあたりで叩くように心がけ

ましょう。押さえつけてしまうと音として鳴っ

てしまうので、フレットではなく弦に指を当て

るようにすることがポイントです。この動作が

できるようになったら、♩＝ 80 くらいのゆっ

くりなテンポの 8 分音符で、この動きを繰り

返す練習をしましょう。

　左手のゴースト・ノートがスムーズ

にできるようになったら、右手とのコ

ンビネーションで練習します。①右手

のサムピングで4弦0フレットを弾く。

②左手でゴースト・ノートを出す。③

2弦5フレットをプルする。④左手で

ゴースト・ノートを出す…と、右手と

左手を交互に動かす練習を、メトロノー

ムを使ってゆっくりなテンポから徐々

に速くしていきましょう（譜例2）。注

意点としては、弦を叩いている音が出

ないとフレーズとして成立しないので、ゴース

ト・ノートの音をしっかりと出すことです。

　慣れてきたら、自由にいろいろなパターンで

練習してみましょう。例えば、サムピングと

プルの順番を変えてみる、プルする弦を 3 弦

→2弦→1弦→2弦と、違う弦で弾いてみる、

人差し指ではなく中指でプルをしてみる…など

が有効です。

　実際にバンド演奏の中でスラップを行う場合

に、特に気をつけて欲しいポイントは「リズム」

と「テンポ感」です。当たり前のことですが、

スラップの技術が向上しても、リズムやテンポ

がめちゃくちゃでは意味がありません。日頃か

らメトロノームを使って地道に練習していくこ

とで、確実なテクニックが身についていきます。

左手でのゴースト・ノート

パターンを変えた練習

譜例2　ゴースト・ノートの音をしっかりと出すようにしよう

写真3　弦を叩いた時に左手の指が曲がらないように注意しよう

▲派手なパフォーマンスでステージも熱く
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

ドラム ④ドラム ④

ロックのリズムには大きく分けて「8 ビート」と「16 ビート」があります。しかし、最近の楽曲は「8 ビートっ
ぽい 16 ビート」や「16 ビートっぽい 8 ビート」など、両方が混ざっているリズムも少なくありません。16 ビー
トはもちろん、かっこ良い 8 ビートを叩くためにも、16 分音符の練習は必須です。（文・辻 伸介）

16 分音符とシェイク・パターン

　　　　　  16 分音符
STEP

1
　ドラマーは、リズム・パターンをいくつか叩

くことができればバンドで演奏することができ

ます。しかし、音符の長さや休符の長さについ

てしっかりと頭と体で理解できていなければ、

リズム・パターンやフィル・インなどのドラミ

ングにかなり大きな悪影響が出てしまいます。

16分音符を理解して、正確に叩けるようにな

りましょう。

　4 分音符を均等に 4 分割した長さの音符が

16 分音符です。その 4 つのどこにでもアクセ

ントを付けられるように練習していきます。4

分音符のメトロノームに合わせて、まずは 1

番目にだけアクセントを付けていきます。アク

セントを叩く時は腕をなるべく大きく振り上

げ、それ以外はできる限り小さく叩くことがポ

イントです。また、右足をメトロノームに合わ

せて、4 分音符で踏むことも忘れないようにし

てください。きれいにできるようになってきた

ら、次は 2 つ目だけ、3 つ目だけ…と、アク

セントを移動させていきましょう。左手でアク

セントを叩く 2 番目と 4 番目は特に難しいと

思うので、ゆっくりなテンポからじっくりと練

習してください。慣れてきたら、4 つのパター

ンを 1 小節ずつ繰り返してつなげてみましょ

う（譜例 1）。鏡の前で腕の振りを確認しなが

ら行うと良いでしょう。

　ドラミングの最大のネックは「足」であるこ

とが多いと思います。バス・ドラムも、4 つの

16 分音符のどこにでも踏めるようになること

が目標です。メトロノームはそのままにして、

譜例 1 のバス・ドラムをアクセントに合わせ

るように 1 つ目、2 つ目…と移動してみてく

ださい。4 分音符のメトロノームを常に意識し

て、手足のコンビネーションを考えながら行い

ましょう。

　次に、自分で叩ける簡単なパターンで構わな

いので、「タカタカタカタカ…」と 16 分音符

のパルスを声に出しながらドラムを叩いてみま

しょう。パルスとは、体で感じる音符などのこ

とです。はじめは少し違和感があるかもしれま

せんが、気持ち良くなるまで続けてください。

ポイントは、必ず「声に出す」ことです。頭だ

けではなく、体が覚えるまで続けましょう。慣

れてきたら、少しずつパターンを変えたり、簡

単なフィル・インを入れるなど、いろいろと応

用してみてください。

　ドラム・マシンなどを使って、タンバリンや

シェイカーなどを 16 分音符で打ち込み、ス

ピーカーから音を出しながら叩いてみるのも効

果的です。せせこましく感じるかもしれません

が、自分の感じている 16 分音符としっかりと

タイミングを合わせましょう。

16 分音符のアクセント移動

譜例1　「R」は右手。「L」は左手。アクセントとそれ以外の差をしっかりとつけよう

▲アクセントは腕を大きく振りかぶる

16 分音符を頭と体で理解する
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　　　　　  「シェイク」パターンを叩きこなす
STEP

2

　日本人は、西洋的な「リズム」や「グルーヴ」

というものを感じることがあまり得意では

ありません。古来、日本の音楽は「抑揚」や「間

合い」を大事にしてきたからです。雅楽や

能といった日本の古典芸能の多くは、鼓や

拍子木を演者のタイミングに合わせて叩き

ます。そこには西洋的なテンポもカウント

もありません。あるのは「間合い」だけです。

　逆に、西洋人は「せーの！」で合わせる

ことが苦手だと言われています。カウント

もせずに間合いだけで一斉に演奏を始める

とか、エンディングの締めをアイ・コンタ

クトだけで合わせる、長いブレイクやリタ

ルダンドの加減を合わせる…など、アンサ

ンブルに欠かせないこれらの部分は日本人

の方が得意なようです。日本の「間合い」

を大事にしながら、西洋の「リズム」や「グ

ルーヴ」をマスターしたら最強ですね。

西洋はリズムとグルーヴ。日本は…Tips!

　現代のドラミングでは、俗に「シェイク」と

呼ばれるリズム・パターンの体得が必須です。

16ビートではもちろん、8ビートでも使われ、

激しいロックからクールでグルーヴィーな楽曲

や歌モノのポップスまで、いろいろな楽曲に登

場するシェイクは、ドラマーのステップとして

8 ビート・パターンの次に覚えるべきリズム・

パターンとも言えます。

　16 分音符、ショットの叩き分け、音量やア

クセントなどのポイントに注意して、様々な

シェイクを叩きこなしましょう。

　シェイクを叩く上でコンビネーション的にも

グルーヴ的にも最も大事な部分は、「2 拍目の

16 分音符 4 つ目」です。ここが「グルーヴ・

ポイント」であり、スムーズに叩けないという

場合や「何かかっこ良くないな」といった場合、

この場所がしっかりと意識されていないことが

ほとんどの原因です。

　まずは 8 ビートに左手のスネアでリズム・

パターンに加えてみましょう（譜例 2）。最初

のうちは少しアクセントを付けるつもりで演奏

すると良いでしょう。慣れてきたらバス・ドラ

ムでもやってみてください（譜例 3）。どちら

も「右手と右手の間」に入れるということを意

識して、ゆっくりなテンポから練習しましょう。

　コンビネーションとして手足が譜面通りに動

くようになっても、機械的な演奏では意味があ

りません。テンポの乱れを防ぎ、よりグルー

ヴィーにシェイクを演奏するためには、「3 拍

目の頭」をしっかりと意識することが重要です。

3拍目の頭にバス・ドラムがあってもなくても、

グルーヴ・ポイントの後にビートを感じること

がシェイクを安定させるポイントです。

　基本的なパターンが手足のコンビネーション

としてスムーズに叩けるようになったら、少し

バリエーションをつけてみましょう。

　3 拍目の 16 分音符 2 つ目にスネアのアク

セントを加えたり、右手のパターンを 4 分音

符や裏打ち、または裏オープンにする。1 拍

目のバス・ドラムのパターンを 8 分音符 2 つ

や付点 8 分音符と 16 分音符に変える…など、

様々なバリエーションが考えられます。他にお

勧めなのは、「2 拍目の 16 分音符の 4 つ目」

にアクセントを付けないで叩くケースです。意

識している（感じている）のに叩かないという

のは大変難しいことですが、音数を減らしてシ

ンプルなパターンでいきたい時にとても役立ち

ます。ぜひ練習を重ねて、マスターしておきま

しょう。

　様々なバリエーションのシェイク・パターン

すべてに共通して言える大事なことは、2 拍目

と4拍目に叩くスネア・ドラムのバック・ビー

トとグルーヴ・ポイントの音量差を意識するこ

とです。手足のコンビネーションだけではなく、

いつでもリズムの中にパターンがあることを忘

れないようにしましょう。

グルーヴ・ポイント

アクセントでバリエーション

譜例2　矢印部分がシェイクのグルーヴ・ポイント 譜例3　バス・ドラムでも演奏してみよう

▲右手のアップ・ダウンが乱れないように注意しよう

▲歌舞伎の「鼓」。日本人には「間」も大事
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読んで学べる
実技

Exercise / Lesson

キーボード ④キーボード ④

コード・バッキングをする場合、楽譜に書かれているコードをいかにスムーズに連結して演奏できるかを工夫するこ
とで、楽曲をマスターする時間が短縮されます。そのキー（調）のスケールの音のみで構成されたコードである「ダ
イアトニック・コード」を用いて考えてみましょう。（文・竹中敬一）

コード・バッキングのスムーズな移動

　　　　 コードの「転回形」を上手に使う
STEP

1
　「ドミソ」の和音のように、1 度、3 度、5

度と重ねた「基本形」でしかコードを押さえら

れないと、コードが変わった時の鍵盤の移動に

ロスが出ます。コード同士を近い音域で弾いた

方が聴感上のサウンドも良く、他の楽器の音域

も邪魔しません。音の積み方（ボイシング）を

変えた「転回形」を使って上手にコードをつな

げ、無駄のない動きで演奏できるようにしま

しょう。

　コードをつなげる時には「移動距離を短くす

る」ことを頭に入れておきましょう。共通の音

はそのままで、他の音もなるべく近くの音への

移動を心がけます（写真 1）。そうしたスムー

ズな移動を考えていけるようになるには、コー

ドそれぞれの構成音と複数のボイシングの形を

理解しておく必要があります。

　まずは、譜例 1 の a) のコード進行で練習し

ていきましょう。コードの移動を 2 拍ごと、1

拍ごと、2 拍 3 連で行います（譜例 2）。メト

ロノームで自分が無理なく弾けるテンポを設定

して、徐々にスピードを上げていってください。

慣れてきたら、同様に譜例1の b）の進行、c）

の進行でも行ってみましょう。

　譜例 3 は譜例 1 の a)

の音の積み方を変えた形

です。音の積み方が変わ

ると当然鍵盤を弾く位置

も変わるので、しっかり

と頭を切り替えましょう。

譜例 2 の練習メニューを

いろいろな転回形で行っ

てみてください。

　譜例 1 の 3 種類のコード進行は、様々な楽

曲でよく登場します。この 3 種類をそれぞれ

同じように練習することで、かなりの場面で適

応できる例を身につけられるでしょう。ポイン

トはメトロノームを使って、何となくではなく、

しっかりとテンポをキープしながら、音符の長

さや休符の長さを意識して行うことです。録音

して聴き返すことを繰り返して、1 つ 1 つを

確実にマスターしていきましょう。

「最短距離の移動」を考える

音の積み方をさらに変える

譜例1　矢印は共通音。他の音は最短距離で移動しよう

譜例2　薬指や小指で押さえる鍵盤は音が小さくなりがちなので、どの音も均等な強さになるように弾こう

譜例3　譜例1のa)を転回すると3種類の形ができる。b）やc）も同様に行ってみよう。矢印は共通音

写真1　コードをつなぐ時の例。C（ド、ミ、ソ）からF（ド、ファ、ラ）ヘの移動
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　　　　   「音のライン」を意識した弾き方
STEP

2

　小さい頃からピアノを習っていたのに、軽音楽部でキーボードを担

当することになって、「コードって何？」と足踏みしてしまった人も

いるのではないでしょうか。伝統的に表現の仕方が違うだけで、クラ

シック音楽にも「和音（英：chord）」としてコードの概念は存在し

ます。ポピュラー・ミュージックで使う「コード・ネーム」とは、機

能的に文字化された記号のようなもので、1 つの響きに対して原則 1

つのコード・ネームしか存在しませんが、クラシックでは「○調の○

度の和音」という表現で、響きは1つですが、何通りかの呼び方が生

まれます。

　ポップスにおけるコード・ネームでは「山田太郎」、クラシックに

おける和音では「軽音楽部副部長」「2 年 1 組の風紀委員」というよ

うなものでしょうか。

コードの概念。山田君は副部長！？Tips!

　STEP1では、基本形や転回形を上手に連結

しながら、なるべく同じ音域でプレイする練習

を紹介しましたが、実際にはそれを踏まえた上

で、より音楽的なアプローチができることが望

ましくなります。キーボードは広い音域を扱え

る楽器のため、バンドの中ではしばしば全体を

見ながら他の楽器をフォローし、彩りを添える

ことを求められる場合があります。

　「分散和音」とは、和音（コード）を構成す

る音を同時に鳴らすのではなく、何度かに分

散させて演奏することです。まずは、指 1 本

1 本を独立して動かせるようにするために、

STEP1の譜例1の a）のコード進行を使って、

音の移動を意識しながら、どの音も同じ音量に

なるように弾いてみましょう（譜例 4）。薬指

や小指で演奏する音は、手首を少し外側に傾け

るようにして弾くと指に力が乗せやすくなり

ます（写真 2）。次に、最も高い音である「トッ

プ・ノート」の時だけ、少しアクセントをつけ

て弾いてみましょう。動きにくい指にさらに負

荷をかける練習ですが、もう一度 STEP1 の

譜例 2 に戻ってみると、トップ・ノートの音

が驚くほどしっかりと弾けている自分に気づ

くと思います。

　スムーズにできるようになってきたら、

STEP1 の譜例 1 の他のパターンでも同じよう

に練習してみましょう。

　コードのスムーズな移動をもう一歩進めて、

押さえたコードそれぞれのトップ・ノートの流

れや、最も低い音である「ボトム・ノート」の

流れを考えられるようになると、フレーズとし

てさらに生きてきます。つながったトップ・ノー

トやボトム・ノートでメロディーのようなライ

ンを作り、その下や上に 2 声のハーモニーを

つけるイメージです。譜例5を楽曲の中のコー

ド・バッキングのつもりで弾いてみてください。

注意すべき点は、これまでと同様に「同じ音は

そのまま」「最短距離の音へ動かす」「トップ・

ノートのラインを少し強めに弾く」ことです。

ボトム・ノートが 3 拍目まで同じ音であるこ

とも意識しましょう。バラードを演奏するよう

な気持ちで、♩ =60 くらいのテンポから行っ

てみてください。譜面の音符を見るのではなく、

コード・ネームだけを見て、指が反応できるよ

うになることが目標です。

分散和音で弾く

印象的な音を意識する

写真2　手首を少し外側に傾けるように

譜例4　3つ目の練習パターンでは、共通音をオモテ拍、移動する音をウラ拍で弾いてみよう

譜例5　まず右手だけで上段を練習してから、下段の左手も加えてみよう。矢印はボトム・ノートの共通音

▲ベートーヴェン「悲愴ソナタ」第2楽章冒頭はAb→ Eb/Db→ Ab/C→ Eb7/Gと
いうコード進行だ



　アンサンブルとは「合奏」のことです。

バンド演奏で最も大事にしなければならな

いのは「合わせる」こと。初心者にとって

はまだそこまで気がまわらないことも多い

かもしれませんが、少しずつ周りの音も聴

けるようにしていきましょう。

　バンドで合わせるべきものは、フレーズ

やリズム、タイミングなどたくさんありま

すが、忘れてはいけないのが「音」です。

音の成分は「音量」「音色」「音高（音程）」

から成り立っています。

　音量は「ボリューム」のことですから、

バンドにある程度慣れてきた人であれば、

お互いの音量を指摘しあったり、A メロ

は少し音量を抑えてサビはドン！と盛り上

がろう…などと話し合っているかもしれま

せん。音高・音程とはそれぞれの音の高さ

のことです。きっとこれらも、しっかりと

チューニングを合わせたり歌やコーラスの

音程を気にしたりしていると思います。

　では、音色についてどのくらい気にかけ

ているでしょうか。自分の楽器の音作りを

いろいろ試してみたり、先輩や同級生の出

す音を聴いてエフェクターなどの機材につ

いて興味を持ち始めた人もいるでしょう。

自分の出す音に関心を持つことは楽器を演

奏する上でとても大事なことです。しかし、

バンドのクオリティを上げるためには「トー

タルなサウンドメイク」が欠かせません。

個々が出している音は、他の楽器の音と混

ざり合います。音は空気の振動なので、音

どうしの周波数帯域がかぶってしまうと相

殺しあって聴こえにくくなったり、不協和

な音に聴こえたりします。これではせっか

く上手に演奏できても良い音楽に聴こえな

くなってしまいます。

　バンド練習の時間は、演奏自体のチェッ

クだけではなく、自分たちの演奏が全体的

にどんな音になっているかもチェックしま

しょう。演奏を少し離れてで聴いてみたり

録音するとわかりやすいと思います。

　例えば、ギターは主に中音域を出す楽器

です。しかし、音作り次第でベースが出す

低音域まで出すこともできます。ギター単

体で聴くとヘヴィでかっこ良い音だったと

しても、ベースと合わさった時にその低音

域が綺麗に聴こえるとは限りません。

　それは、バスドラムとベース、キーボー

ドとギター、スネアとボーカル…など、あ

らゆる楽器どおしで起こりえることです。

互いの関係を考慮した音作りは難しいと思

いますが、まずは自分の耳を信じていろい

ろ試してみることから始めましょう。

アンサンブル向上委員会アンサンブル向上委員会 バンド練習を見直そう②
「バンドの音作り」

「良い音」って何！？

　俗にいう「良い音」とはどんな音でしょ

うか。音楽・楽器にとって、これが正解！

という「良い音」はありません。より多

くの人が良いと言っているものを良い音

としているだけなのかもしれません。

　しかし、音楽をたくさん聴いていく

とだんだん好きな音、嫌いな音が出て

きます。実はこれが「良い音」の正体

です。まずは自分の出す音が自分が好

きかどうかを気にしてみましょう。演

奏していて楽しい音を探すことが良い

音作りへの第一歩です。

Exercise / Lesson

▲各パートの主な周波数帯域。本来はそれぞれに倍音も出ているので音作りは繊細。単位はHz（ヘルツ）

▲ 音のアンサンブルはバンドにとって最も大事
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パートごとのフレーズや音作りなどに焦点
を当てて、1 曲をじっくり解析していくと
ともに、その効果や習得方法などを解説し
ています。例題曲のコピーをする時やオリ
ジナル曲を作る時に役立ててください。解体新書解体新書

ボーカル編

ギター編

ベース編

ドラム編

キーボード編

Music Analysis

人気楽曲をワンポイント解説

米津玄師／Pale Blue

羊文学／永遠のブルー

ヤバイTシャツ屋さん／かわE

DISH// ／沈丁花

TOMOO／夢はさめても

ONE OK ROCK／ C.h.a.o.s.m.y.t.h.

マカロニえんぴつ／恋人ごっこ

Mrs. GREEN APPLE／青と夏

DISH// ／ありのまんまが愛しい君へ

ポルカドットスティングレイ／ ICHIDAIJI

04 Limited Sazabys ／ swim

マカロニえんぴつ／ブルーベリー・ナイツ

YOASOBI ／あの夢をなぞって

瑛人／香水 藤井 風／何なんw

ロックロック
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米津玄師
Pale Blue

ボーカル編 文・佐藤智恵

～複雑でありながら繊細な歌～

　バンドのボーカルやボカロ P・ハチとして活動した後、2013 年

に本名でソロメジャーデビューした米津玄師。2021 年にリリース

された 11 枚目のシングル「Pale Blue」は、ドラマ「リコカツ」

の主題歌として書き下ろされ、「別れから始まる恋」という複雑な心

理描写を数々の転調と変拍子を取り入れながら、場面によって変化

する歌い回しで見事に表現した楽曲となっている。

　

　この楽曲はメロディラインが細かい上に、セクションが切り変わ

るたびに転調していたり、後半は 4 分の 4 拍子から 8 分の 6 拍子

に変わったりと、複雑に展開していく楽曲だ。中には、コードの構

成音にない音がメロディに出てくるので、聴く側にハッとさせる効

果を生んでいるが、ピッチコントロールの難易度は高い。

　例えば、A メロの出だし「♪これでさよなら～」の「こ」の音は

ソなのだが、ソはコードCmaj7（メジャーセブンス）の構成音であり、

コードが鳴ってから歌い始めるので音を取りやすい。しかし、サビ

の「♪あなたが～」の「あ」はコードGの構成音にはないファ♯で、

しかも転調する伴奏よりも先行して歌い始めるので音を取るのが難

しい（譜例）。こういった際に音を正確に捉えて歌うには、次に鳴る

転調後の最初のコードの響きをイメージすることが大切だ。この楽

曲の場合はコードDmaj7 となる。

　また、特にコード感を意識しなければならないのが Bメロだ。小

節の頭でコードの和音がすべて鳴らないアルぺジオで演奏しているこ

とが多く、しかもセクション内で転調していたり、メロディの動きも

半音階移動や短時間での 1オクターブ移動をしたりと変化が激しい。

そこに柔らかい強弱がさらに加わり、巧みな歌の表現となっている。

　この楽曲をさらに複雑に聴かせているのは、1 フレーズに「字切

り」を入れて歌うメロディが多数出てくるからだ。例えば、サビの「♪

こ / いを / して / いた～」や、A メロの「♪これ / でさよなら～ あ

な / たのことが～」など、ブレスの場所以外でも字切りを入れ、あ

えて一本の線にしないことで複雑な感情を繊細に表現している。

　頻繁に出てくる「♪ずっと～」は、「ず」と「と」の間で舌を上顎

に付けて一瞬ミュートして区切ることで小さい「っ」を作り出して

いる。一聴するとただ区切っているように思えるが、間は 16 分休

符になっていて16ビートを感じて歌っているのがわかる。

　また、コーラスは基本的に主旋律に合わせるものだが、「♪ずっと

～」の「と」の主旋律のストレートな歌い方に対してコーラスはビ

ブラートがかかっている。こういった表現が微妙に違っている箇所

がいくつかあるが、語尾を切るタイミングは一緒だ。1 つひとつの

音符や休符の長さにこだわることでノリや表現が変わってくる。伴

奏のリズムに乗って歌うことが大事だ。

転調はコードを感じることが大切・・・・・・

音を切るタイミング・・・・・・・・・・・・

譜例　サビの出だし。転調後の最初のコード「Dmaj7」の響きをイメージしよう

参考にするなら、この曲もオススメ！

Mr.Children   　
終わりなき旅

宇多田ヒカル  　
Automatic

数々のヒット曲を世に送り出してきたバ
ンド、通称「ミスチル」の 15 枚目のシ
ングル。7 分を超える演奏時間も、柔ら
かくも力強い歌や 9 回に及ぶ転調でドラ
マチックな展開となっていて長さを感じ
させない。1998年リリース。

世界的歌手、宇多田ヒカルの 1998 年に
リリースされたデビュー曲。当時 15 歳
とは思えない歌声と独特のリズム、世界
観は世間に衝撃を与えた。日本語詞を文
節単位ではなく R&B のグルーヴにはまる
ように分解して乗せたメロディが印象的。

Music Theory
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瑛人
香水

ボーカル編 文・伊丹谷良介

～シンプルな伴奏でシンプルに歌うこと～

　中学校まではずっと野球部で、高校はダンス部だったというシン

ガー・ソング・ライターの瑛人は、高校卒業後に音楽学校へ通い作曲

を学んだ。2019年にデビュー・シングルとしてリリースされたこ

の楽曲は、Tik Tok をはじめとするSNSで再生数を伸ばし、数々の

ランキングで 1 位を獲得した。YouTube のミュージック・ビデオ

再生回数も1億回を突破しているという大ヒット曲の秘密に迫ろう。

　この楽曲の伴奏は、ドラムもベースもなくアコーステック・ギター

の演奏だけで成り立っている。しかも、歌のコーラスも入っていな

い。また、コード進行もいたってシンプルに構成されているのだが、

こういった脚色のない伴奏の楽曲ほど歌唱力が求められる。しかし、

瑛人は歌い方もあえてシルプルにすることで、歌詞が自然に入って

くるような飾らない素直な表現となっている。

　例えば、A メロの出だしの「♪夜中に いきなりさ」という 2 小

節だけでも歌唱力の奥深さを感じることができる（譜例）。淡々と

シンプルに歌うコツの 1 つとして、「しゃくり」や「フォール」な

どの装飾をわざとつけない歌い方があるが、ここではその歌唱テク

ニックが使用されている。しかし、これは意外と難しいテクニック

でもある。もし、1 つ 1 つの音に「しゃくり」をつけてしまうと、

「ぅよ ・ぅな・ぅか・ぅにー」となってしまうため、淡々とした素

朴な感じが出ない。これを瑛人は「よ」の Y、「な」の N、「か」の K、

「に」の N といった子音をしっかりと響かせながら、しゃくらず素

直に歌っている。また、「♪夜中に～」の「に」の音では「フォール」

して音程を変化させずに、「にー」と真っ直ぐに歌っている。ギター

伴奏のバック・ビートのアクセントに合わせて、タイミング良くタ

イトに音を切っているところもポイントだ。シンプルに見える出だ

しのたった2小節だけでも、表現力がたっぷりと詰まっているのだ。

　この楽曲のメロディーは少しヒップ・ホップや EDM 系の匂い

がする。機械的にループするドラムや、全音符のベースやキーボー

ドなどが入っていてもおかしくない感じがするほどだが、基本的

に歌にビブラートを過剰にかけていないこともその要因の 1 つだ

ろう。しかし、その分メロディーの音程を正しく発声する必要が

あり、ロング・トーンもしっかりと呼吸の安定ができていないと

難しくなる。

　また、常にアコーステック・ギターのグルーヴとアクセントが

ぴったりと合っていて、声が音楽的にアンサンブルの一部と化し

ていることも見逃せない。そういったリズム重視の歌が、サビの「♪

君のドルチェ・アンド・ガッバーナ」の部分のような、少し崩し

たエモーショナルな歌い方によって、より感情表現を強調させて

いるのだ。

歌詞が伝わりやすい表現の歌い方・・・・・・

方向性やリズムに合った歌い方・・・・・・・

譜例　ピアノの音の立ち上がりのように、しゃくらずに子音を強調して歌ってみよう

参考にするなら、この曲もオススメ！

Ed Sheeran   　
What Do I Know?

ハナレグミ  　
おあいこ

イギリス出身の世界的に人気のシンガー・
ソング・ライター、エド・シーランの
2017 年にリリースした 3rd アルバム
『÷』（ディバイド）に収録されている楽曲。
アコースティック・ギターと歌だけで紡
ぐメッセージが胸を打つ。

SUPER BUTTER DOG の永積崇（Vo）
のソロ・ユニットであるハナレグミの 6th
アルバム『What are you looking for』
に収録。野田洋次郎による作詞作曲。前半
のピアノと歌だけで奏でられる大人な雰囲
気は一聴の価値あり。2015年リリース。
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藤井 風
何なん w

ボーカル編 文・佐藤智恵

～リズムと音を自由自在に操った歌～

　2020 年、YouTube が世界の気鋭アーティストを紹介する

「Artist on the Rise」にも選ばれたシンガー・ソング・ライターの

藤井 風は、12歳から J-POP、洋楽、ジャズ、クラシックといった

様々なジャンルを耳コピして、YouTube に演奏動画を公開してき

た。楽曲によって岡山弁と標準語を使い分けているのが特徴的だが、

同年リリースのデビュー曲「何なん w」は、岡山弁を交えることで

歌詞の内容を重たくしすぎない、聴く人に受け入れやすい表現になっ

ている。

　冒頭の「♪Na Na ～」から、キレ良く始まるこの楽曲のメロディー

は、タッカタッカ～と跳ねた「シャッフル」のリズムと、裏拍にア

クセントが置かれる「シンコペーション」で構成されたフレーズが

多い。この楽曲での藤井 風の歌声は、母音を若干ルーズに、そして

声の響きを低域にも広げているため、質感がマイルドな印象だ。そ

こに、シャッフルとシンコペーションをわかりやすくしっかりと表

すことで、メロディーに弾みが出て、ルーズさの中にタイトな部分

を感じることができる。柔らかさと軽快さがバランス良く融合され

ているのだ。

　シンコペーションを上手に取り入れるには、リズムを意識して表

拍や休符も「歌う」感覚が大事となる。藤井 風はこの楽曲で言葉と

言葉の間に小さい「っ」や「ん」を入れてそれらを表現している。

例えば、サビ前の「♪肥溜めへとダイブ～」の部分も、「こえだ（ん）

め（っ）へ（っ）と（っ）ダイブ」となり、間を生かすことでより

リズミカルになっている（譜例）。他にも、1コーラス目Bメロの「♪

そっちに行ってはダメと～」のフレーズの前に、「ゴースト・ノート」

という聴こえないくらい小さな声を入れることで、細かいリズムを

感じている。

　シャッフルの弾んだ感じを理解するためには、ミュージック・ビ

デオの後半部で行われているスキップをしてみるのも１つの方法だ。

　D メロはさらに彼らしい音楽的な遊び心が多い。例えば、2 回出

てくる「♪やばめ やばめ～」の音程が１回目と2回目では違ってい

る。１回目の音は「ミ」で、コード・トーンの中の音なため安定し

ているが、2 回目の音は「ファ」で、一見外れてるように聴こえる。

この「ファ」はコード・トーンになく、和音の響きに緊張感や不安

感を与える。そのため、「やばめ」という歌詞がより印象強いものに

なっているのだ。

　最後の「♪バラベレン　ベベレベレン～」は、「スキャット唱法」

という即興だ。決まった言葉やメロディーではなく、その時に感じ

たままを自由に歌っている。しかし、決して適当に歌っているので

はなく、音程やリズムの正確さを必要とする高い技術でもあるのだ。

リズムと音を自由自在に操った歌だからこその醍醐味だと言える。

「間」を生かしたフレージング・・・・・・・

音遊びの面白さ・・・・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Jamiroquai   　
Virtual Insanity

aiko  　
花火

イギリス出身のアーティスト、ジャミロ
クワイが1996年にリリースした代表曲。
札幌の地下街を歩いている時に歌詞を思
いついたことが話題に。イントロからつ
いつい体でリズムをとりたくなるグルー
ヴとキャッチーなメロディーが心地良い。

1999 年にリリースされた、シンガー・
ソング・ライター、アイコの3rd シングル。
言葉数の多い歌詞を不自然に区切ること
なく、シャッフルのリズムに乗せて仕上
げられた明るい失恋ソング。独特なメロ
ディー・ラインもインパクト大。

譜例　シンコペーションを表拍や休符も存在させることで、よりリズミカルに
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羊文学
永遠のブルー

ギター編 文・岩尾 徹

～「ポップ」に仕上げる「ロック」ギター～

　2020 年にメジャーデビューしたバンド、羊文学は、塩塚モエカ

（Vo,Gt）、河西ゆりか（Ba）、フクダヒロア（Dr）の 3 人からなる

オルタナティブ系ロックバンドだ。この楽曲は、2023 年 3 月に

CM ソングとして配信リリースされた楽曲で、キャッチーなサビの

メロディを活かすような爽やかなサウンドが特徴だ。

　ギターは、シンプルでストレートなロックテイストプレイのどこ

かに、ポップなエッセンスを感じられるアプローチをしている。

　A メロは、シンプルな 8 ビートの上に、主に Emaj7（メジャー

セブンス）と Bmaj7 というコードの繰り返しで構成され、ギター

はベースと同じリズムパターンで 8 分音符のミュートバッキングを

している。こういった場合、ルートと5度の音を使った「パワーコー

ド」で演奏するのが一般的だが、この楽曲のようなテンポではズン

ズンとドライブするロック色が前面に出てきてしまう傾向にある。

そうなるとポップなメロディの魅力が半減しかねない。

　そこで、Emaj7 コードの5度の半音下の音と、Bmaj7 のメジャー

セブンスに当たる音が「ラ♯」で共通音なので、これを経過音とし

て使ったミュートバッキングを時折織り混ぜ、表情に変化をつけて

いる（譜例）。そうすることで弾く音程もいわゆるパワーコードで演

奏される領域よりもやや高めになり、ずっしりとしたコード感も抑

えられるのだ。その結果、サウンドを軽やかで適度にドライブ感の

あるものに仕上げることができ、楽曲の流れにポップ感を加えられ

ているのだ。

　サビは、イントロとほぼ同じバッキングパターンから始まるのだ

が、サビのメロディにマッチした、より爽やかなサウンドの広がり

を出している。初めのコードは Emaj7 → B と進行するのだが、こ

のBコードの時に9th（ナインス）の音を加えて弾いている。ギター

で弾く場合、ナインスコードの一般的な押さえ方だとマイナー／メ

ジャーを決定する 3 度の音を省くことになる。そのため、コードの

「マイナー感」「メジャー感」という色が薄れフワっとした印象になる。

それが広がりのあるポップなサウンドを生むのだ。

　いわゆる C コード（ドミソ）や Am コード（ラドミ）といった三

声の和音ではなく、「maj7」という4つ目のコードトーンや「9th」

というテンションノートを使用したコードは、単に歪ませたサウン

ドではコード感が出にくい場合がある。演奏する時には歪み具合を

少し抑えてサウンドメイクすることがポイントだ。

　塩塚モエカ本人は、1990 年代にオルタナ系ロックのアイコンと

なったフェンダー社のジャガー（Jaguar）

というギターを使用している。このギター

は音の歯切れが良く、歪ませた時も程良い

音の分離感もあり、このようなサウンドを

出すにはもってこいのギターだ。

弾く音のチョイスが決め手・・・・・・・・・

コード感を活かすサウンドメイク・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

リーガルリリー   　
僕のリリー

Avril Lavigne  　
Bite Me

2014 年結成のオルタナ系ガールズ
スリーピースバンド、リーガルリリーが
2018 年にリリースしたミニアルバム三部
作最後となる作品『theTelephone』収録。
浮遊感のあるボーカルと楽曲の流れを十分
に活かすコードワークのギターが秀逸。

アメリカ最強無敵のロックプリンセス、
アヴリル・ラヴィーンの 2021 年の配信
リリースシングル曲。7thアルバム『ラヴ・
サックス』にも収録。楽曲の透明感とソ
リッド感をうまくコントロールしている
ギターのアプローチが印象的。

Music Theory
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譜例　Aメロのバッキング。各コードに矢印の音を使うことでギターリフにポップ感が出ている
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ONE OK ROCK
C.h.a.o.s.m.y.t.h.

ギター編 文・岩尾 徹

～ギターを生かしたパワー系バラード～

　この楽曲は、若者から絶大な支持を受ける ONE OK ROCK（通

称ワンオク）が、2011 年に発売した 5th アルバム『残響リファレ

ンス』に収録されている。「C.h.a.o.s.m.y.t.h.」の読み方は「カオス

ミス」で、メンバーの友人の頭文字から取ったと言われている。エ

モーショナルで壮大なミディアム・テンポのこの楽曲は、各セクショ

ンでの計算されたギター・プレイが光るパワー系バラードだ。

　イントロから最初の A メロにかけてのアルペジオは、楽曲全体の

モチーフになっているとも言える重要なフレーズだ。この楽曲は、

後半へ向かいどんどん盛り上がってドラマティックに変化していく

のだが、最後は再びこのアルペジオでエンディングを迎える。エン

ディングにこのアルペジオがあることで、イントロと同じ雰囲気を

醸し出し、リスナーの心情も回帰させることができている。

　2回目のAメロのアルペジオは、イントロのフレーズと違ってコー

ドの変化を感じさせないシーケンス的なフレーズになっている（譜

例）。もう 1 本のギターも、1 回目の A メロではベースと共に淡々

と 8 分音符のパワー・コードをミュートで弾いているのに対し、2

回目では演奏せず、音価の長いベースのみになっている。この組み

合わせが、1 回目の A メロではゆったりとしたドライブ感を、2 回

目ではよりソフトな印象を与え、繰り返すAメロに楽曲の流れに合っ

た異なるイメージを作り出しているのだ。

　サビは、A メロとは真逆にバス・ドラムのリズムに合わせたバッ

キングをベースと共に行うことで、力強いグルーヴを全面に出して

いる。このサビの力強さとAメロのゆったりとしたグルーヴのギャッ

プが、この楽曲をエモーショナルで壮大なものに仕上げているのだ。

　ギターでアルペジオを弾く時、音色のチョイスで奏でる雰囲気は

大きく変わる。通常のバラード系だと、広がりのある優しいきれい

な音色に仕上げようとするのが通例なのだが、この楽曲のようなパ

ワー系バラードの場合は、透明感のある音色の中にゴリッとした骨

太さを感じさせる音色にすることが不可欠だ。

　イントロのアルペジオは、音にかすかに「歪んだ感じ」を出すこ

とで、透明感があるにも関わらず、芯のあるロックなクリーン・トー

ンを作っている。しかも、これがイントロからAメロにかけての、淡々

としている中に力強さを出す要因にもなっているのだ。バンドで演

奏する場合は、ギターのピックアップはリア、エフェクターはオー

バー・ドライブ系で隠し

味程度に歪ませてあげる

と、音にコシも出てマッ

チするだろう。

楽曲の流れを作るギター・アプローチ・・・・
フレーズにあった音色のセレクト・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

J-Walk   　
何も言えなくて…夏

DEF LEPPARD  　
Love Bites

日本のロック・バンド、J-Walk（現 THE 
JAYWALK）の 1991 年リリースの代表
曲。既発の「何も言えなくて」をサマー・
バージョンにリアレンジしたもの。切な
い歌詞と優しいメロディーを骨太のギ
ター・サウンドが力強く支えている。

1987 年にリリースされたイギリスのバ
ンド、デフ・レパード最大のヒット・ア
ルバム『Hysteria』に収録されたパワー
系バラード。あらゆる音色を駆使したギ
ター・オーケストレーションとも言える
サウンドと、そのアイデアは圧巻。

譜例　原曲のコード進行は、倍の2小節単位でコード・チェンジをしている
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ポルカドットスティングレイ
ICHIDAIJI

ギター編 文・岩尾 徹

～キレッキレなカッティングとエモいソロ～

　ポルカドットスティングレイは、独特のメロディーと歌詞、突

き刺さるギター・サウンドが持ち味のバンドだ。2016 年に

YouTube で発表した「テレキャスター・ストライプ」のミュー

ジック・ビデオがきっかけとなり、その名を全国区へと広げた。

「ICHIDAIJI」は、2018 年公開の映画「わたしに××しなさい！」

の書き下ろし主題歌で、疾走感満載ながら、ある意味クールなカッ

ティングと躍動感あふれるエモいギター・ソロの対比が印象的な楽

曲である。

　楽曲全般を通して、ギターがセクションごとにバッキングのアプ

ローチの仕方を変え、抑揚をコントロールすることでリスナーを最

後まで飽きさせない流れを作っている。

　A メロは、シンプルなフレーズの繰り返しで、メロディー・ライ

ンだけで考えると非常にゆったりとした印象を受ける。そこへ、ギ

ターが 16 分音符の単音と休符を組み合わせた、パターン化したフ

レーズをミュートしながら弾く…という小気味良いカッティングを

しているおかげで、タイトで疾走感がある印象になっている（譜例）。

　キャッチーな歌のメロディーが印象的なサビでは、ギターはコー

ド・カッティングが主体の、音域的には高い音中心でアプローチし

ている。その結果、楽曲のイメージに合わないヘヴィーさを省くこ

とができ、フレーズにも軽快感が出ているのだ。また、弾いている

和音の一番高い音（トップ・ノート）を、コードが変わっても同じ

ラインのフレーズで動かし、まるでサビのメロディーに呼応するか

のように絡ませることで、サビをよりポップなものに仕上げている。

　歌のセクションはポップで爽やかなのだが、ギター・ソロに入る

とリズムもハーフになってヘヴィーな印象だ。イントロのテーマを

弾いている音色は、ナチュラルな軽い歪みで軽快感があるのだが、

ソロにおいてはギター本来の音を生かしつつも、野太いヘヴィーな

音色だ。弾いているフレーズもブルース・フィーリング溢れるアプ

ローチで、チョーキングを多用したとてもエモーショナルなソロに

なっている。

　このように、イントロからのポップな流れの中に真逆なブルース・

ロック全開のセクションを挟むことで、リスナーはそれまでの流れ

を一度リセットして、その後の展開を新たな気持ちで臨むことがで

きるのだ。バンドで演奏する際は、イントロのテーマを弾いている

軽い歪みのギターの音色をベースに、ソ

ロではギターのアウトプットを増幅でき

る、オーバードライブやブースター系の

エフェクターをさらに ON にするのも 1

つの方法だろう。

歌との絡みが絶妙なカッティング・・・・・

ポップな楽曲にロック魂を注入する・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

山下達郎   　
SPARKLE

Gary Moore  　
Oh Pretty Woman

日本を代表するシンガー・ソング・ライ
ター、山下達郎の 1982 年にリリースさ
れた 6th アルバム『FOR YOU』に収録。
楽曲のイメージを構築しているイントロの
コード・カッティングはフェンダー・テレキャ
スター特有のサウンドでキレッキレだ ！

イギリスのギタリスト、ゲイリー・ムーア
が自身のルーツであるブルースを探求し
たアルバム『Still Got The Blues』に収録。
ギブソン・レスポールの音色を最大限に生
かしたロック色の強いブルージーでエモ
なソロが印象的。1990年リリース。

譜例　このフレーズをベースに若干歌い回しに変化をつけている
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ヤバイT シャツ屋さん
かわ E

ベース編 文・山田潤一

～ポップ要素を散りばめたキャッチーなフレーズ～

　この楽曲は、「ヤバ T」の愛称で知られるスリーピースロックバン

ド、ヤバイ T シャツ屋さんが 2018 年にリリースした 3rd アルバ

ム『Tank-top Festival  In JAPAN』に収録されている。ロックな

サウンドと個性溢れる歌詞が印象的な楽曲で、同年公開された映画

「ニセコイ」の主題歌としても採用された。

　ベーシストのしばたありぼぼはベース＆ボーカルということもあ

り、ベースのフレーズ自体はシンプルな作りだが、オクターブ奏法

やジャマイカの「スカ」という音楽のフレーズを取り入れることで

ポップな仕上がりになっている。

　ベースは、1 コーラス目のサビまではルートと 5 度だけのフレー

ズ構成なのだが、サビになると「オクターブ奏法」を使用している。

オクターブ奏法とは、1 オクターブ違いの 2 つの音を交互に弾くフ

レージングで、軽快な印象を出すダンス音楽などで用いられること

が多い。この楽曲でもサビをよりポップな印象にしている。

　ライブ映像を見るとスラップのように弾いているのだが、サウン

ドはそう聴こえない。それは、右手をピックアップ周辺で弾いてい

ることに関係すると思われる。本来、スラップは弦をフレットに叩

きつけてアタックの強いサウンドを作り出すため、ネックエンドか

ら離れるほどスラップらしいサウンドを作ることは難しくなる。ま

た、特徴的な音色となるため主張が強すぎてしまう場合もある。

　この楽曲では弾く位置を変えることでスラップと指弾きの中間の

ようなサウンドを作り、サビへの自然な流れを生んでいる。加えて

指弾きの時と弾く位置が近くなるためフォームチェンジがスムーズ

になるという利点もある。ただし、テンポがかなり速いので、演奏

する時は自分がやりやすいフォームで行っても問題はない。

　2 コーラス目の A メロのベースフレーズは特徴的で、これはスカ

などでよく使われる展開だ。スカとはジャマイカ発祥の音楽で、ギ

ターは裏打ち、ドラムは四つ打ち、ベースはウォーキングベース的

なフレーズで演奏されることが多く、このセクションもまさにその

展開になっている。しかし、ここではそれを 8 ビートで用いること

でスカとロックが融合したようなアレンジになっている。

　ベースラインはウォーキングベースのようにコードのつながりが

スムーズになるように弾いている。わかりやすいのが 1、3 小節目

のフレーズだ。例えば、1 小節目のフレーズはレ♭→ド→シ♭→ラ

♭と弾くことで 2 小節目のコード G ♭のルート音ソ♭にスムーズに

つながるようにしている（譜例）。3 小節目も同様にラ♭→シ♭→ド

→ミ♭と4小節目のコードD♭に対するアプローチをしている。

　このように次のコードに向けてフレーズを作ることで、フレーズ

の流れがとても綺麗に聴こえるのだ。また、他の小節では 4 度や 6

度といったコードトーン以外の音を使用しており、スムーズなだけ

ではない印象的なフレーズになっている。

オクターブ奏法によるポップさ・・・・・・

スカとロックの融合フレーズ・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Bruno Mars   　
treasure

SNAIL RAMP  　
MIND YOUR STEP!

世界的なシンガーソングライター、ブルー
ノ・マーズが 2012 年にリリースした
2nd アルバム『Unorthodox Jukebox』
収録。4 小節パターンの印象的なベース
ラインは親指と人差し指で弾くことで素
早いプルサウンドを作り出している。

スリーピースバンド、SNAIL RAMP の
2007 年にリリースされた 2nd シング
ル。A メロで使われているスカをはじめ、
パンク、メロコアなど様々な要素が取り
入れられている。絶え間なく動くベース
のフレーズ展開は参考になるだろう。

譜例　次のコードを意識したスムーズなフレージング

Music Theory
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マカロニえんぴつ 
恋人ごっこ

ベース編 文・山田潤一

～ヴィンテージ感を演出するベース～

　今や、飛ぶ鳥を落とす勢いのバンド、マカロニえんぴつが 2020

年 2 月に 4 枚目の配信シングルとして発売した楽曲が、この「恋人

ごっこ」だ。音楽ストリーミング・サービスのコマーシャル・ソン

グとしても起用された。往年の UK ロックを彷彿させる、どこか懐

かしいサウンドが特徴的なアレンジになっているのだが、ベースも

その世界観に合わせた「ヴィンテージ感」のあるフレーズとサウン

ドで構成されている。

　この楽曲のベース・ラインは、スタッカートが多用されている。

A メロの 8 分音符は、コードが変わる時以外を基本的にスタッカー

トで弾いているのだが、この音価が絶妙だ。音を短く切るには、右

手と左手で同時にしっかりと弦をミュートしなければいけないので、

これだけ連続して演奏するのはかなり難しい。この楽曲では、スタッ

カートが毎回同じ音価になるように繊細にコントロールして弾いて

いる。

　そして、もう 1 つの大事なポイントになるのは、音符を伸ばすテ

ヌートの箇所だ。スタッカートで音符を短く切って、息が詰まるよ

うな緊張感のあるグルーヴを作り出しつつ、音符を伸ばす箇所を作

ることで息抜きのようなポイントになり、上手に緊張感と開放感を

生み出している（譜例）。現代では様々な音楽ジャンルの融合や楽器

技術レベルの向上により、ベース自体の役割が多少変化しているか

と思うが、こうしたプレイによって、ベース・ラインをルートで弾

くことが多く、音価やニュアンスでフレーズに抑揚をつけていた時

代の雰囲気が出ている。

　その感じがわかりやすいのがサビだ。サビでは1、3拍目をスタッ

カート、2、4拍目をテヌートで弾いている。スタッカートとテヌー

トを交互に弾くことで、メリハリのあるグルーヴが生まれている。

演奏する時は、音符の長さまでこだわって弾くようにしよう。

　ベース・サウンドも、楽曲の世界観に対してこだわっているのが

わかる。例えば、レコーディングで使用しているのは「プレシジョン・

ベース」だと思われるが、骨太で暖かいサウンドが特徴的なベースだ。

音作りも、歪ませることをせず、楽器とアンプそのものの音を尊重

したナチュラルさを大事にすることで、現代のエフェクターを中心

とした音作りとは違う、どこか古めかしいサウンドになっている。

　最近のライブなどでは、ジャズ・ベース・タイプを使っているシー

ンも見かけるが、音色自体は骨太で暖かいプレシジョン・ベース感

があるので、恐らくリア・ピックアップのボリュームを下げて、フ

ロント・ピックアップ中心の音作りをしているのだろう。楽曲をコ

ピーする場合は、どのようなタイプのベースを使用しているのかも

大事なので、自分の楽器がどんなタイプのものかを理解しておくと

良いだろう。

スタッカートが与える印象・・・・・・・・・

楽器によって変わるサウンド・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Oasis   　
Whatever

星野 源   　
SUN

イギリス出身の世界的ロック・バンド、
オアシスの 1994 年にリリースされた
ヒット曲。日本のコマーシャル・ソング
に度々起用される。ベースのシンプルな
がらも絶妙なスタッカートの演奏と、ヴィ
ンテージ感のあるサウンドが胸に迫る。

シンガー・ソング・ライター、星野源の
8th シングル。OKAMOTO'S のハマ・オ
カモトがベースを演奏している。プレシ
ジョン・ベースにしか出せない独特で骨
太なサウンドと、うねるようなグルーヴ
が素晴らしい。2015年リリース。

譜例　スタッカート（・）とテヌート（ー）の音価を揃えるように意識しよう
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04 Limited Sazabys 
swim

ベース編 文・山田潤一

～シンプルだが飽きさせない多彩なベース～

　4 人組ロック・バンド、04 Limited Sazabys が 2014 年にリ

リースしたシングル『YON』の表題曲になっている楽曲。彼ららし

いキャッチーなメロディーと、爽やかで疾走感のあるバンド・アレ

ンジが特徴的で、発売から時間が経った今でも多くのリスナーから

愛されている。編成がボーカル&ベースということもあり、ベース・

ラインはシンプルだが、様々な音楽的手法が盛り込まれた多彩なア

レンジになっている。

　この楽曲のベースは、基本的にルート弾きで構成されているのだが、

アクセントや休符をうまく使うことで単調ではない印象にしている。

　イントロは 2、4 小節目のシンコペーションによって勢いが生ま

れているが、それがギターのテーマ・フレーズと噛み合うことで、

バンドの一体感も同時に出している。しかし、イントロ後の A メロ

では、コードの移り変わりに 8 分音符を 2 音だけ弾くように変って

いる。休符が多くなっているため、イントロの勢いが抑えられてボー

カルが際立って聴こえる。

　B メロでは他のセクションとは違い、休符やシンコペーションを

うまく使い、裏拍のアクセントを強調したリズムで「キメ」のよう

なセクションにしている。そしてサビでは、シンコペーションなど

はほとんど使わずに、シンプルな 8 ビートでフレーズを構成してい

る。そうすることで、B メロとの対比が生まれ、サビを開放感ある

印象にしているのだ。また、メロディーと歌詞が耳に入ってきやす

くなっているところもポイントだ。

　このように、この楽曲ではセクションごとにリズム展開を変えた

フレーズにすることで、ルート弾きでも単調にならないようにして

いるのだ。

　E→A→B→C♯mと、イントロ、Aメロ、サビなどでは同じコー

ド進行なところが多い。しかし、セクションごとにメロディーやリ

ズムの変化などをつけることで、同じコード進行でも飽きさせない

アレンジになっている。もちろん、それにはベース・ラインも一役買っ

ている。

　特に、サビの進行はE/G♯→A→B→C♯m（譜例）となっていて、

ギターなど上物のコードは通常と同じだが、1 小節目はベースが G

♯を弾き、E/G♯（EonG♯）というコードになっている。これは「分

数コード」または「オン・コード」と呼ばれるもので、ベースがルー

トを弾かずに他の音を弾くことで和音の響きを変えるという手法だ。

このケースは、コード E の 3 度の音を弾いていることになる。これ

によって、同じ 8 ビートでもイントロや A メロはストレートで元気

な印象を、サビでは少しだけ哀愁のある印象を与えるようになって

いるのだ。

　分数コードは多くの楽曲に取り入れられている手法なので、演奏

する時はフレーズだけでなくコードまで意識して弾くようにしよう。

セクションごとに変わるフレーズ・・・・・・

ルート音を弾かないベース・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Green Day   　
American Idiot

HAWAIIAN6  　
MAGIC

アメリカを代表するパンク・ロック・バン
ド、Green Day の 2004 年にリリース
した同名アルバムからのシングル。ギター・
リフの抜き差しで印象を変えたり、セク
ションのリズムの違いも明確。ベース・フ
レーズを動かさない洋楽らしいアレンジ。

日本の3ピース・メロコア／エモ・バンド、
HAWAIIAN6 の 2 枚目のミニ・アルバム
『ACROSS THE ENDING』収録。最初か
ら分数コードでベースが半音ずつ下降して
いる。サビ以外はところどころ分数コード
が使用されている。2003年リリース。

譜例　E/G♯にすることで、ソ→ラ→シ→ドと上がっていく高揚感も出ている
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DISH//
沈丁花

ドラム編 文・辻 伸介

～シンコペーションとドラッグは裏拍で～

　「沈丁花」は、2011 年に活動を開始してから今や人気、実力と

もに日本を代表するポップグループへと成長したバンド、DISH//

が 2022 年にリリースした 14 枚目のシングルだ。この楽曲は、俳

優としても活躍中の北村匠海（Vo）とマカロニえんぴつのボーカリ

スト、はっとりの共作となっているが、受験をテーマにしたテレビ

ドラマの主題歌として取り上げられたように、伝えたい気持ちをな

かなか言えない人への応援歌となっている。

　楽曲のリズムは「シャッフル」で、8 分音符がハネている。前向

きな気持ちの楽曲にスキップするようなドラムがよく似合う。

　シャッフルは 3 連符系のリズムだが、8 分音符の裏拍が 3 連符の

3 つ目になったとも解釈できる。この楽曲のドラムパターンも 4 分

音符を基調とした 8 ビートシャッフルなのだが、「ハネ」を感じさ

せるためのフレージングが効果的なアレンジになっている。

　例えば、A メロのパターンは 2 小節で 1 組のフレーズになってい

て、どちらの小節も 3 拍目裏のバスドラムは 4 拍目へのきっかけだ

が、2小節目2拍目裏のバスドラムは「シンコペーション」だ（譜例）。

両者とも裏拍にバスドラムが入っているが、前者は 4 拍目のバック

ビートの強調、後者は楽曲のシャッフル感を強調するためだ。メロ

ディやコードチェンジは必ずしもいつもこの場所でシンコペーショ

ンしているわけではないが、ドラムパターンがループすることによっ

て大きなグルーヴが出ている。演奏する場合は、メロディを一緒に

口ずさんだりアコースティックギターをストロークしている気持ち

でプレイすると良いだろう。

　しかし、サビは一転してドラムはシンコペーションしない。サビ

は A メロの少し牧歌的なリズムから B メロのスネアでの行進曲的フ

レーズを経て現れる。サビではしっかりとドラムが 4 分音符を出す

ことによって楽曲全体のビートが強調され、なおかつシンコペーショ

ンするメロディや他の楽器がふわっと浮遊して柔らかいイメージに

なる。サビの「♪いつもありがとう」という歌詞の、強い意志があ

りながら照れている感じがうまく表現されている。

　この楽曲のドラムプレイでは、テクニックとしてフィルインの入

り口などに「ドラッグ」が付いていることが多い。ドラッグとは、

例えば右手からスタートさせるフィルインフレーズの前に、装飾音

符として左手で小さく 2 打叩くテクニックだ。この奏法を使うと、

右手の主音符が強調されフレーズにスピード感が生まれる。

　ドラッグはリズムパターンの中にもよく出てきているのだが、ど

ちらかというと、やろうと思ってしているというよりは、3 連符の

裏拍をしっかり感じているからつい叩いてしまった…という方が多

いだろう。意外とこのくらいのテンポでシャッフルを演奏するのは

難しいが、裏拍を感じることで安定するだろう。

シャッフルの効果を活かすシンコペーション

「ドラッグ」でニュアンスをつける・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Queen   　
You're My Best Friend

井上陽水奥田民生  　
ありがとう

イギリスの世界的なバンド、クィーンが
1975 年にリリースした『A Night At 
The Opera』からのシングル。フロアタ
ムから上がっていくフィルイン、厚いコー
ラス、メロディアスなベースなど聴きど
ころ満載のシャッフルポップス。

シンガーソングライター井上陽水とロッ
クバンド、ユニコーンの奥田民生（Vo）
によるユニットの 1st シングル。「ありが
とう」という言葉が 20 回以上出てくる。
歌詞、メロディとハモリ、コード進行な
ど流石の秀作。1997年リリース。

Music Theory

譜例　Aメロの2小節パターン。2小節目2拍目裏はシンコペーション
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Mrs. GREEN APPLE
青と夏

ドラム編 文・辻 伸介

～「夏」を感じさせるドラミング～

　2018 年８月にリリースされた、日本の 5 人組男女混成バンド、

Mrs. GREEN APPLE の 7th シングル「青と夏」は、映画「青夏 

きみに恋した 30 日」のために書き下ろされた、まさに夏に聴きた

い青春ソングだ。夏の恋に対するワクワク感や切なさを綴った歌詞

や、清涼感溢れるキーボード・サウンドも「夏」を感じさせてくれるが、

元気いっぱいに弾けるドラムも、カラッとした夏のイメージにピッ

タリだ。

　この楽曲は、転調やリズム・チェンジも多く、セクションの構成

も複雑で少し難しいアレンジになっている。ドラムの 1 つ 1 つのパ

ターンはさほど難解ではないのだが、♩＝ 185 ぐらいのテンポで、

この次々と変わるフレーズを叩きこなすのはなかなか大変だ。

　まず、イントロのスネア・ドラムとフロア・タムを両手で叩く、

クレッシェンドの 8 分音符の連打から、既に「速い」と感じる人も

多いだろう。しかし、この「忙しさ」が、迫ってくる夏への期待感

を表現する重要なオープニングとなっているのだ。また、A メロな

どに出てくる、スネアが 4 拍目の裏に入る「スリップ・ビート」や

ブレイクは、まるで急かされる気持ちにブレーキをかけてくれてい

るようだ。一方、サビ頭のブレイクは 4 分の 2 拍子になっていて、

間髪入れずにサビに雪崩れ込む効果を出している。こういったストッ

プ＆ゴーなアレンジが、様々な感情が込もった青春時代の「夏」を

演出しているようにも思えてくる。

　その他にも、1 コーラス目の A メロのバス・ドラムだけを 4 分音

符で踏むパターンや、B メロ後半やサビ後半に出てくるスネアを 4

分音符で叩く「頭打ち」パターン、2 コーラス目の B メロに出てく

るリズムを半分に感じる「ハーフ・タイム」、さらには、大サビでの

2 小節を 1 パターンとした大きなリズムのパターンなど、楽曲のア

レンジに沿ったドラムのフレーズで、テンポを変えずに楽曲のスピー

ド感をコントロールしている。

　また、近年の J-POP、J-ROCK にはキメやブレイクが多いこと

も特徴なのだが、この楽曲も例外ではない。特に難しいのは、A メ

ロやBメロに出てくる「2拍3連」のキメだ（譜例）。2拍3連とは、

4 分音符 2 つ分の長さを均等に 3 つに割ったリズムのことで、この

楽曲ではところどころに出てきて良いアクセントになっている。

　スネア・ドラムの帯域は、ボーカルと同じ「中音域」にあってよ

く聴こえるため、楽曲の雰囲気に応じた音作りが望まれる。この楽

曲では、ミュートをしないナチュラルな響きが夏らしい明るさにつ

ながっている。このサウンドを目指すなら、スネアの打面側を強く、

スネア・サイドは緩めにチューニングし、ミュートを控えめにすると、

「パン！」という夏を感じさせてくれるようなサウンドになるだろう。

スピード感をコントロールする・・・・・・・

「夏」らしいサウンドの演出・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

和田光司   　
Butter-Fly

Van Halen 
Panama

1999 年にリリースされたテレビ・アニ
メ「デジモン・アドベンチャー」のオー
プニング・テーマで、和田光司のデビュー・
シングル。ドライブする 8 ビートと A メ
ロ後半やギター・ソロなどで交差するハー
フ・タイム・フィールがドラマチック。

アメリカのロック・バンド、ヴァン・ヘイ
レンの 6th アルバム『1984』からのシ
ングル。元気いっぱい弾けるアメリカン・
ロックに合うドライブ感溢れるドラミング
と、高めにチューニングされたスネア・サ
ウンドが「熱い」。1984年リリース。

譜面　2コーラス目Bメロの出だし。ハーフ・タイムから2拍3連
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マカロニえんぴつ
ブルーベリー・ナイツ

ドラム編 文・辻 伸介

～切なさを倍増させるダンサブルなドラミング～

　ボーカル＆ギターのはっとりを中心に音楽大学内で結成され、今

や日本のポップス界を代表するバンドとなった、マカロニえんぴつ。

「ブルーベリー・ナイツ」は、2019 年にリリースされたミニ・ア

ルバム『LiKE』に初収録され、後に 2nd アルバム『hope』にも収

録された。楽曲は、女性目線のストレートな失恋ソングに聴こえるが、

失恋を引きずる切ない姿が描かれている歌詞に対して、ピアノのリ

フやリズムは軽快だ。ドラムはそれらを倍増させるように、優しく

ダンサブルなものになっている。

　リズミカルなピアノ・リフで始まるこの楽曲は、歌が入るまでは

一見、楽しいポップ・ソングにも聴こえてしまう。ドラムのフィル・

インからギター、ベース、ドラムが加わると、ピアノが弾いていた

リフにリズム・ギターとベース、バス・ドラムがユニゾンする。イ

ントロの後も、このリフのまま A メロに続いていくのだが、ドラム

のパターン的には簡単そうでグルーヴをキープするのはなかなか難

しい、上級パターンだ（譜例）。

　2 小節で 1 パックとなるリフは、最後部にキメが入ったりするこ

ともあるが、ドラムの演奏で最も難易度が高いと思われるのは、そ

ういったキメよりも 2 小節目 1 拍目が休符になっていることだ。1

小節目 4 拍目の裏拍から 2 小節目の 1 拍目にかけて、しっかりと

8分音符の長さを感じることが大切だ。

　ドラムが抜ける B メロの後、他の楽器が 8 分音符の連打に変わる

中、ドラムは 4 分音符主体のフレーズになる。しかし、ハイハット

は毎拍の裏から次の表拍にかけたオープン／クローズになっている。

大きな 4 分音符のアクセントに 8 分音符のグルーヴが加わり、サビ

らしいダンサブルなアレンジになっている。

　しかも、よく聴くとベースやピアノの 8 分音符はスタッカート気

味に演奏されているため、音域が高くなったメロディーと共に切な

い感情が胸に迫ってくる。休符の多いリフのユニゾンとの対比、キー

ボード・ソロでのシェイク・パターン、大サビでの頭打ち…といっ

たパターンの変化が、この楽曲の要になっている。

　オリジナル・メンバーだったドラマーの脱退からバンドの在り方

を考え直したというマカロニえんぴつだが、サポート・ドラマーで

のレコーディングやライブを重ねるにつれ、逆にどんどん「バンドっ

ぽく」なっていることが面白い。

　彼らの楽曲には、ピッチの低い、重めなスネア・サウンドが多いが、

この楽曲も木胴のナチュラルな温かみのあるサウンドが、切ない歌

詞の楽曲によく合っている。演奏するのであれば、胴の深さが 6.5

インチのウッド・スネアを使うと雰囲気が出るだろう。

リフのユニゾンとサビの 8 分音符・・・・・・

バンドに合うウッド・スネア・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Cheryl Lynn   　
Got to Be Real

クラムボン  　
シカゴ

ロサンジェルス出身のシンガー、シェリル・
リンのデビュー曲で最大のヒット曲。2小
節目の 1 拍目を抜いたユニゾン・リズム
の軽快なグルーヴとゴスペル上がりの歌唱
力が魅力。日本のアーティストにも多大な
影響を与えている。1978年リリース。

音楽専門学校出身の 3 人組バンド、クラ
ムボンが 2000 年にリリースした 3rd シ
ングル。NHK ／ BS2 の音楽番組のエン
ディング・テーマでもあった。リズミッ
クなピアノのイントロにダンサブルなグ
ルーヴ、個性的なボーカルが心地良い。

譜例　リフの基本パターン。ピアノやベースをよく聴きながら合わせよう
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TOMOO
夢はさめても

キーボード編 文・鳥居克成

～高揚感を生むピアノ伴奏とシンセサイザー～

　2016 年からインディーズで活躍し、2022 年にメジャーデ

ビューを果たしたシンガーソングライター、TOMOO（トモオ）。

2023 年 4 月にリリースされた 4 枚目の配信シングルとなる「夢

はさめても」は、少し屈折しながらもストレートな愛情を表現した

歌詞にポップなメロディが乗る、ピアノ弾き語りのシンガーソング

ライターならではの楽曲だ。

　1 コーラスが一般的な A メロ、B メロ、C メロ（サビ）という三

部構成ではなく、A、B（サビ）の二部構成とシンプルなのだが、2

コーラス目の間奏後の落ちサビから最後のサビに向かう段階的な高

揚感が、キーボードのプレイとともにうまく表現されている。

　ピアノで演奏する歌のバッキングでは、コードを弾く際の一番上

の音である「トップノート」を 1 ～ 2 オクターブ高い音域で演奏す

ることが多い。ボーカルが男性か女性かで多少上下するが、基本的

には歌の帯域に近い音域でもメロディを邪魔しない演奏が心がけら

れる。また、メロディの合間のオブリガートなどは高音域で演奏さ

れることも多い。

　この楽曲は、基本的にはバッキングの音域で演奏されているが、

2 コーラス目の A セクションでは右手のバッキングがいわゆる「フ

レーズ音域」で演奏されている（譜例）。これは、アレンジとして他

の楽器が抜けてドラムもバスドラムだけになっているため、楽曲の

ダイナミクスを下げる効果を狙った結果だ。

　間奏後の落ちサビから最後のサビまでは、ピアノの音域を含めバ

ンド全体が盛り上がるアレンジでまとめられていて、徐々にボルテー

ジが上がっていく様がピアノの演奏でもわかる。映像配信サイトに

は彼女自身が弾き語っているスタジオライブもアップされており、

レコーディングされたバンドアレンジとは違う弾き語りならではの

ピアノアレンジも聴ける。参考にしてみて欲しい。

　ピアノのイントロからバンドインした瞬間に、耳に飛び込んでく

るインパクトのあるシンセサイザー（以下、シンセ）のフレーズは、

「リード系」音色だ。ブラスセクションのリズムのキメの合間を縫い

ながらも、抜けの良い音色はアナログシンセ特有のノコギリ波（Saw 

Wave）で作られている。

　アナログシンセは、現代のシンセの主流であるピアノやギターな

どの生楽器をサンプリングする方法ではなく、発振器から発生され

る音を加工して音色を作る。ノコギリ波は倍音が多く含まれていて、

太いシンセリードの音色には欠かせないアナログシンセの波形だ。

この楽曲で使用されているシンセリードの音色には、音と音の間を

つなげる効果であるポルタメントが少しだけかかっており、パワフ

ルながら滑らかさのある音色となっている。

「フレーズ音域」を伴奏で使う・・・・・・・
アレンジを彩るシンセサイザーの音色・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

矢野顕子   　
横顔

Ben Folds  　
Rockin' The Suburbs

シンガーソングライター、矢野顕子のカ
バーアルバム『SUPER FOLK SONG』
に収録。大貫妙子の原曲の雰囲気を残し
つつうまくピアノ弾き語りにまとめられ
ている。オリジナルのバンドアレンジと
の違いも面白い。1992年リリース。

アメリカのミュージシャン、ベン・フォー
ルズが 2010 年にリリースした 1st ソロ
アルバム収録のアルバムタイトル曲。ギ
ターのカッティングにシンセリードのリ
フが絡むイントロのアレンジが素晴らし
く、ポップながらロック魂のある楽曲。

Music Theory

譜例　2コーラス目Aメロのバッキングの音域
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DISH//
ありのまんまが愛しい君へ

キーボード編 文・鳥居克成

～ゆったりと聴かせるキーボード～

　2013 年にメジャー・デビューして、2020 年には日本レコー

ド大賞の優秀作品賞にも選ばれた「猫」が大ヒットしたバンド、

DISH// の 5 曲目の配信シングルとなるのがこの楽曲だ。決してス

ロー・テンポというわけではないが、工夫されたキーボード・フレー

ズなどによって楽曲の雰囲気がゆったりと感じられ、ポジティブな

歌詞とよくマッチしている。

　イントロのピアノを聴くと、8 分の 6 拍子だと思い込んでしまう

かもしれないが、バンド全体が入ってきたところで「!?」となるは

ずだ。実は、この楽曲は 3 拍子系ではなく、普通に 4 分の 4 拍子

の楽曲なのだ。ただし、8 分音符をハネて感じる「シャッフル」と

いうリズムではある。

　このイントロで演奏されているピアノ・フレーズのリズムが「2

拍 3 連符」だ。2 拍（2 分音符）の中に音符が均等に 3 つ入ってい

る（譜例 1- ①）。2 拍 3 連符は最もシンプルなポリリズムで、ピア

ノだけのイントロからバンド・インしてバス・ドラムが 4 分音符で

入ってくると、3 と 4 が混ざり合ったリズムにハッとさせられる。

ピアノから入るイントロだけに、このフレーズは楽曲のテンポを決

める重要な役割も担っている。

　2 拍 3 連符のリズムは、実際に演奏してみると 2 拍の中に均等

に3連符をうまく入れることがなかなか難しい。練習方法としては、

4 分音符を 3 つに均等割する「1 拍 3 連符」をしっかりと捉えて、

2つずつタイで延ばすようにしていくと良いだろう（譜例）。

　実際に 2 拍 3 連符を演奏しているのはイントロのフレーズと大サ

ビのコード・バッキングだけだが、繰り返しの A メロで演奏されて

いる 3 連符のアルペジオは、2 拍で 1 パターンとなっているため 2

拍 3 連符にも聞こえる。拍の頭から始まらないハンド・クラップの

リズムが、ゆったりとしたピアノの裏で疾走感を感じさせているこ

ともポイントだ。

　音色（楽器）として、この楽曲はピアノがメインだが、バンドで

演奏する際には間奏とエンディングにストリングスを使うのも良い

だろう。ここには複数のエレキ・ギターが重ねられていて、独特な

雰囲気を出しているが、コード感の役割をストリングスを使うこと

でこの効果を補える。

　使用するキーボードの中に「CHAMBER STRINGS」という音色

があれば使ってみよう。CHAMBER STRINGS とは、小編成の弦

楽器隊のことで、豪華なフル・ストリングスよりも近いマイク・ポ

ジションでサンプリングされた音色なため、弦の振動をより感じら

れる。このセクションの世界観を再現しやすい音色だと言えよう。

軽快さを作り出すラテン風ピアノ・フレーズ

多彩な音色で楽曲のセクションを際立たせる

参考にするなら、この曲もオススメ！

Bob Marley & The Wailers   　
Is This Love

NIAGARA TRIANGLE Vol.2 　
白い港

ジャマイカ出身のシンガー・ソング・ラ
イターでレゲエの先駆者でもあるボブ・
マーリーの8th アルバム『Kaya』に収録。
左右で 2 台のオルガンが録音されている
が、右のオルガンは終始 2 拍 3 連符のリ
ズムで演奏している。1978年リリース。

大滝詠一、佐野元春、杉 真里の3人によ
る音楽ユニット、NIAGARA TRIANGLE 
Vol.2 が 1982年リリースした同名のアル
バムに収録。ゆったりとしながらも16ビー
トのグルーヴが心地良い。終盤に連続して
出てくる2拍3連符のキメは流石の一言。

譜例　2拍3連符の構造。練習する時はメトロノームを使おう
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YOASOBI
あの夢をなぞって

キーボード編 文・鳥居克成

～楽曲の世界観を支える独特な音色のリフ～

　「あの夢をなぞって」は、小説を音楽にする男女2人組のユニット、

YOASOBIが2020年にリリースした楽曲だ。今回取り上げるのは、

原作である「夢の雫と月の花」がスマートフォン映画として実写化

されたことに伴って、2022 年 3 月に新しいアレンジで配信された

バラード・バージョンだ。元々のポップでスピード感あふれるアレ

ンジとは異なり、幻想的なストリングスなどで構成されたピアノ・

バラードである今作は、テンポもゆったりとしていて、歌詞の世界

観がより切なく感じられる仕上がりになっている。

　「リフ（Riff）」とは、繰り返される 1 ～ 2 小節程度の短いフレーズ、

コード進行、リズムのことであり、楽曲を構築する中で頻繁に使わ

れる大切なピースだ。この楽曲では、2 つのリフが使われている。

　まずは歌い出しの A メロで、ピアノが 2 拍のフレーズを繰り返

し演奏している（譜例）。コードが変わっても同じフレーズを演奏

することで、楽曲の世界に入っていきやすい効果がある。また、シ

ンプルな 8 分音符のフレーズになっているため、歌のメロディーを

邪魔することなく、まとまりの良いアレンジに仕上がっている点も

ポイントだ。

　2 コーラス目の構成は、A メロがなく、いきなり B メロから始

まっているが、このセクションではピアノが同じリズムのアルペジ

オでコードを演奏することで、リフとしての効果を出している。こ

こで出てくる「リズムによるアルペジオのリフ」は、サビの中やエ

ンディングでも演奏されていて、楽曲の統一感が感じられるアレン

ジになっている。

　この楽曲で使われているピアノの音色は、「イコライザー」によっ

て音質をかなり変化させている。イコライザーとは、音の周波数帯

を強調、または減少させるエフェクターの一種だ。

　イコライザーには、グラフィック・イコライザーとパラメトリック・

イコライザーがある。使い慣れるまでは、周波数帯を波形で好きに

上下することができるパラメトリック・イコライザーよりも、変更

する周波数帯が決まっていて、一般的にはスライダーを上下してそ

の周波数帯の音量を変化させるグラフィック・イコライザーの方が

分かりやすいだろう。

　この楽曲の「金属的」なピアノの音色を、グラフィック・イコラ

イザーを例にして作るとするのであれば、2.0kHz から 4.0kHz あ

たりの周波数帯を極端に強調（上げる）すると良いだろう。この、

ミドルからハイ・ミドルにかけての周波数帯を上げることによって、

ピアノの低音での倍音成分も強調され、独特なローファイ・サウン

ドの音色に変化させることができる。

　この音色と、美しいストリングス・アレンジが混ざり合って、楽

曲がより現代的なアレンジに感じられるのだろう。

ピアノが奏でるリフのアレンジ効果・・・・・

イコライザーで独特な音色に変化されたピアノ

参考にするなら、この曲もオススメ！

Steely Dan   　
Two Against Nature

Maia Hirasawa  　
Long Ago

アメリカのA.O.R. バンド、スティーリー・
ダンの 2000 年にリリースされた同名ア
ルバムの表題曲。洗練されたアレンジで
8 分の 6 拍子のリズムの中をピアノのリ
フがリズミックに繰り返され、他の楽器
との絶妙なバランスを作り出している。

スウェーデン出身の日系人、マイア・ヒラ
サワのアルバム『Maia・Hirasawa』収
録。シンプルで明るいピアノ・リフがイ
コライジングされた独特の音色で演奏さ
れ、気持ちの良いスウェディッシュ・ポッ
プに仕上がっている。2011年リリース。

譜例　8分音符のシンプルなピアノ・リフ。繰り返されることで印象に残る
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「簡単に楽典を学びたい」と考えている女子高校生ギタリスト、歌田メイ。そしてメイの近所に住んでいて

楽典に詳しい謎のロックおやじ、半ズボン先生。メイの兄で先生の一番弟子、歌田ダンの 3 人。彼女たち

と一緒にマンガと文章による解説で楽しく楽典を学びましょう！

著者：辻 伸介／作画：桝田道也

Music Theory
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キャラクター紹介

歌田メイ

半ズボン先生 歌田ダン

音楽とギターをこよなく愛する軽音楽部所属の
女子高校生。師匠とアニキのちょっと変わった
レッスンから、楽典を部活動やバンドに役立て
ようと思っている。

メイの近所に住む楽典マスター。本名や
年齢、経歴などプロフィールは一切謎だ
が、楽典を「ロック」に教えてくれるメ
イの師匠。音楽的「格言」が好き。

メイの兄で、音楽にも詳しい。ギター
やバンドをもっと楽しんでもらうため
にメイを半ズボン先生に紹介。ちょっ
と抜けてる先生のサポート的存在。
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Music Theory

シンコペは刺激的

　シンコペーション

リズムは拍子記号が示すように、強拍と弱拍が規則正しく繰り返されることによって成り立っています。しか
し、同じリズムの繰り返しは単調で慣れてきてしまうため、強拍を前の小節の弱拍と入れ替えるなどの変化を
させて単調さを防ぎます。そういった拍の移動を総称してシンコペーションと言います。シンコペーションは
タイ（tie）という弧線によって示され、タイで括られた後ろの音符は前の音符に吸収されてその分長い音符と
して演奏されます。

1.　小節をまたぐ場合
　例えば、４分の４拍子の場合、拍子は１拍目から順に「強拍」「弱拍」「中強拍」「弱拍」となりますが、強
拍である 1 拍目が、前の小節の弱拍である４拍目に移動します。強拍が小節線を飛び越えて前の小節に食い込
んだイメージです。結果的に 4 拍目から小節をまたいで音がつながることになるので、タイを使ってシンコペー
ションであることを示します。この時タイで括られた後ろの音は発音しなおさずに、そのまま連続します。

　シンコペーションなし

　
　シンコペーションあり

　
　★シンコペーションは、４分音符以外でも行います。

ロックは８分音符や１６分音符主体のリズムでできていることが多いので、メロディーやキメも８
分音符や１６分音符の場合が多く、シンコペーションも４分音符以外で行われる場合が多い。リズ
ムをしっかり取ろう！ 大事なことは、シンコペーションは「強拍」が移動していることだ。リズ
ムを変化させていることを意識ながら演奏しないとテンポが乱れやすいので注意しよう！

演奏しないタイ

 強　　 弱　　中強　　 弱　　　  強　　  弱　　中強　　弱

 強　　 弱　　中強　　 強　　　  弱　　  弱　　中強　　弱

 １　　 ２　　 ３　　  ４　　　  １　　  ２　　 ３　　 ４

 １　　 ２　　 ３　　  1　　　     　　  ２　　 ３　　 ４
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2.　小節の中で行う場合
　シンコペーションは中強拍とその前の弱拍でも行われます。例えば４拍子は２拍子が２つつながった拍子な
ので、２拍目（弱拍）と３拍目（中強拍）をまたぐ場合も、タイを使ってシンコペーションします。逆に、ま
たぐ場合は必ずシンコペーションで書かなければなりません。

日本では略して「シンコぺ」なんて呼ばれている。また、前の小節を食べてしまうような感
覚なので、俗称「クイ」「クう」なんて言うことが多い。中強拍のシンコペの時は「中グイ」
なんて言ったりもする。ついでにロックなアドバイスをすると、シンコペーションはメロ
ディーやフレーズだけに行うものではないということだ。特にアンサンブルのパートアレン
ジによってその効果が変わるのでいろいろ試してみよう！

その１・全員でシンコペーションする
シンコペーションしているメロディーに合わせて、すべての楽器がシンコペーションするパターン。シンコペーショ
ンが強力に感じられ最大限の効果を生む。しかし、連続して行うと刺激に慣れて効果が薄れるので使用するタイミ
ングが重要だ。ハードロック、ヘヴィーメタル、パンクなど攻撃的な激しいロックに多い。

その２・メロディーだけシンコペーションする
メロディーはシンコペーションしているのに他のパートはしないパターン。メロディーが拍子を無視して自由にリ
ズムを紡ぐ効果があり、またビート感が損なわれることがないのでメロディーに浮遊感が出る。フュージョン、ブラッ
ク・ミュージックなど比較的4分音符のビート感やグルーヴを大事にするロックに多い。

その３・シンコペーションするパートとしないパートを分ける
例えば、ボーカルとギターなどの上物はシンコペーションするのに、ベースやドラムなどのリズム隊はしないとか、
メロディーに絡むギターやキーボードのフレーズだけシンコペーションするとか、ドラムだけしない…など、シン
コペーションする楽器をパートで分けることによってその効果を調整できる。特にドラムのような打楽器（特にバ
スドラム）がするかしないかは重要なポイントとなるだろう。ジャンルを問わず様々なジャンルで使用され、楽曲
のクオリティーを決めかねないバンドアレンジの大きなポイントだ！
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ジャッキとキョーキ

　弱起

メロディーやフレーズが１拍目（強拍）から始まることを強起と言い、それ以外から始まることを弱起（アウ
フタクト）と言います。

1.　強起
　小節の１拍目（強拍）からメロディーやフレーズが始まることです。本来音楽は強拍から始まることが普通
のこととされているので、日本だけの呼び方とも言われます。

2.　弱起 
　強拍から始まらないメロディーやフレーズのことです。主に強拍の前（前の小節の４拍目など）から次の小
節の強拍にかけてつながることが多く、同じように強拍以外のどこからでも次の小節につながるメロディーやフ
レーズを総称して言うこともあります。弱起で始まる譜面の記譜には、いくつか決まりがあります。

　①　弱起の音符だけ書く
　　　小節は拍子記号どおりに音符や休符が書かれていなくてはいけませんが、弱起の部分は不完全小節とな
　　　り拍子記号を無視してそのフレーズの音符だけ書きます。

　②　複縦線で区切る
　　　弱起部分が不完全小節であることを示すために、第１小節目との間に複縦線を引きます。

　③　リピートマークの範囲に入らない
　　　本来、譜面の最初に戻る場合は小節線によるリピートマークは省略しても良いことになっていますが、
　　　弱起で始まっている譜面の場合は第１小節目の左に付けます。また、ダ・カーポで譜面の最初に戻る場
　　　合も、その範囲に入れないで第１小節目に戻ります。同じように、セーニョマークも不完全小節に置く
　　　ことはできません。

（不完全小節）　　（第１小節目）

  譜面の最初部の弱起 フレーズとしての弱起 複縦線

 ダ・カーポで戻る小節

Music Theory
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3.　弱起とリズム
　弱起とリズムは密接な関係があります。特にポピュラー・ミュージックの「グルーヴ」にとっては弱起の感
覚がとても大切になってきます。グルーヴは上下にアップダウンするビートのリズムを表現することで生まれ
ますが、１拍目はダウンビートなので強起はいきなりダウンからリズムが始まることになります。しかし、物
や手をまず上に上げなければ下ろすことができないのと同じように、リズムも１拍目の前に必ずアップビート
があります。そこにフレーズがあれば「弱起」、なければ「強起」の記譜になるのですが、どちらもアップビー
トからリズムが始まることには変わりありません。

　★ビートの一般的な数え方とリズム的捉え方
　　リズムをキープしたりフレーズを理解するために、ポピュラー・ミュージックでは各ビート（表拍）に数
　　字を付け、ビートの間（裏拍）に「と（英語圏では and）」を付けて数えます。しかし、リズム的に考えれば「と」
　　は 1 と 2 の間ではなく、1 や 2 の“前”に付いていると言えます。ペアは「1 と」「2 と」ではなく、「と
　　1」「と 2」ということになります。そして、その裏拍から表拍への流れをリズムの上下運動として捉える
　　ことによってグルーヴが生まれます。

　　　一般的な数え方

　　　本来のリズムの捉え方

昔はよく「日本語はロックに合わない」と言われていた。それはただ単に、日本語だとカッコ悪
いとかいうことだけはなく、発音的な違いがあるからだ。子音の言語である「英語」は 1 つの
音符に 1 つの単語を乗せられるが、日本語は母音の言語なので１音に１文字しか乗せられない。
さらに、アクセントの位置の違いが大きなポイントで、単語でも文章でも外国語はあまりアクセ
ントがアタマにこないが、日本語（特に標準語）はほとんどがアタマにアクセントがある。言葉
のアクセントに合わせてメロディーが作られるため、英詞は弱起、日本語の詞は強起が多くなる

のは当然だ。そして、弱起がメロディーをリズミカルにしている要因の 1 つなので、ロックに日本語がイマイチ馴
染まないのは仕方がないことだろう。しかし、最近の J-Rock や J-Pop では、日本語本来のイントネーションを無
視して、弱起を無理やり作り出す曲が多くなってきた。聴感上、言葉そのものは伝わりにくくなってしまうが、日本
語を英語のようにロックのリズムに乗せることに成功しているとも言えよう。弱起と強起をしっかりと意識して歌っ
たり演奏することでリズムは必ず良くなる。弱起か強起かは、ただ単に楽典上の違いではなく、リズムや音楽そのも
のの根幹に関わる大事なことなのである！

     D　  U　　 D　　U　　D　　U　　D　　U　　　 D　　U　　 D

1 2 3 4 1 2と と と と と
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ー コンサート照明の仕事全般について教えて

ください

島立：コンサート照明は「事前準備」「本番」「撤

収作業」の3つに分類することができます。

　まずは「事前準備」です。コンサートの本

番へ向けて、使用する照明機材の選定や照明

を仕込むための図面の作成から取りかかりま

す。本番のセットリスト（曲順）が決まると、

1 曲ずつ丁寧に聴き込み、曲調や歌詞から照

明のデザインを検討していきます。

　次に「本番」です。事前に準備した仕込み図

面をもとに照明機材を会場へ持ち込み、ステー

ジ上に仕込みます。明かりの調整やリハーサル

を入念に行い、本番へ向けて、演出のクオリティ

を高めていきます。そして、本番を迎え、今ま

で準備を重ねてきた照明演出のオペレートを行

います。

　本番終了後は「撤収作業」です。コンサート

の本番終了後に使用した機材を撤収します。こ

のように「事前準備」「本番」「撤収作業」を繰

り返し、コンサートの照明スタッフとして仕事

に取り組んでいきます。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

島立：照明機材は消費する電気容量などを事前

に計算する必要があるため、中学校、もしくは

高校生で学ぶ「電気」についての知識を復習し、

よく理解しておくと役に立ちます。本校でも

電気に関連する授業を繰り返し実施しますが、

オームの法則や電力、電流、電圧の関連性、計

算方法などを事前に基礎知識として学習するこ

とを推奨します。

　次に、日常生活の風景をよく観察することが

大切です。例えば、夕焼けを題材にした曲をアー

ティストが演奏する時は、照明スタッフは会場

内を夕焼けに演出する必要があります。色で例

えると、多くの人は夕焼けには「オレンジ」の

イメージがあると思いますが、実際の夕焼けは

どのくらい濃いオレンジ色なのか、朝焼けと夕

焼けでは見え方がどのように違うのかなど、照

明のスタッフは細かいところまで突き詰める必

要があります。そのため、普段から自身が遭遇

する風景をよく観察することが重要なのです。

ー ライブ照明の仕事の楽しいところや、やり

がいを感じる瞬間を教えてください

島立：それぞれのアーティストには、コンサート

やライブを通して、観客のもとへ届けたい気持

ちやメッセージが必ずあります。照明の演出に

よって、それらを観客へ届けるサポートができる

点が魅力的な職業だと思います。アーティスト

のパフォーマンスと自身がデザインした照明演

出が正確に合致し、多くの観客へ感動を届ける

ことができた時には、他の仕事では得られない

ような達成感ややりがいを得ることができます。

光の演出には正解がありません。そのため、自

分の中のイメージや発想を光で自由に表現でき

るクリエイティブな面も、この仕事の魅力です。

ー ライブ照明の仕事は、どんな人にオススメ

ですか？

島立：照明の演出によってコンサートを彩る仕

事なので、デザインに興味のある人や何かクリ

エイティブなことを仕事にしたいと考えている

人には、とてもオススメします。また、昨今の

照明演出は 3D ソフトを利用して、PC 内で作

成することが可能なので、趣味などで PC を使

用することが多い人にもオススメです。他にも

「自分の中のイメージや発想を自由に表現して

みたい！」「中学校や高等学校の文化祭や音楽

祭などの催事が好き！」「多くの人々に感動や

笑顔を届けたい！」といった人も向いていると

思います。

ー ライブ照明の仕事を続けるのに大切なこと

は何でしょうか。3つほど教えてください

島立：1 つ目は「安全第一」です。コンサート

照明の仕事は暗い中で作業する場面やアーティ

ストや観客の真上に照明機材を仕込むこともあ

ります。1つ間違えれば、大きな事故につながっ

てしまうのです。一番大切なことは自分自身と

他者の安全を必ず考慮した上で、仕事に取り組

むことです。

　2 つ目は協調性です。コンサート照明の仕事

は 1 人では成り立ちません。アーティストは

もちろんですが、同じ照明セクションの人々や

音響、舞台、運営スタッフなど、多くの人々と

協力して、1 つのコンサートを作り上げていき

ます。周囲との意思疎通や助け合う気持ちを持

ち、コミュニケーションを取ることが大切です。

　3つ目は「コンサート照明を好きでいること」

です。どの仕事にも同じことが言えますが、楽

しいことばかりではなく、時には大変なことも

あります。それでも「この仕事が好き！」とい

う気持ちを持ち続けることが、この仕事を長く

続けていく上で一番大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

ステージを演出し、ステージを演出し、
世界観を作り上げます世界観を作り上げます

音楽やエンターテイメントにまつわる職業や

業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界な

のでしょうか。今回は照明にまつわる仕事に

ついて、日本工学院専門学校／ミュージック

カレッジ コンサート・イベント科の島立先生

に伺いました。日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校

▲ライブやイベント会場を照明で演出する仕事です

照明
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ー レコーディングにまつわる仕事全般につい

て教えてください

荒井：簡単に紹介すると、音楽の分野であれば

楽器を録音するのが主な仕事です。いろいろな

ジャンルの音楽があるのはもちろん、録音する

楽器の数や演奏者の人数などは楽曲によって異

なります。また、全般に録音する行為を「レコー

ディング」と呼んでいるので、例えば、落語の

収録や国語の教科書の音声CDの録音なども業

務の1つに当たります。

　音楽の例に戻ると、バンドやアーティストから

レコーディングの依頼をいただき、「こんな感じ

のドラムのサウンドにしたい」「ギターの音をこ

んな風に録りたい」といったリクエストに応えた

り、「そんな感じのイメージなら、こんなサウン

ドはどう？」という提案をしたりするのが、レコー

ディング・エンジニアの主な役割です。

　また、ライブを収録したCDやDVDの録音は、

すべてレコーディング・エンジニアが担当してい

ます。よくライブの録音は音響（PA）さんがやっ

ていると思われがちですが、マイクや録音機材

の選定や設置から本番の収録や編集まで、すべ

てレコーディング・エンジニアの仕事です。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

荒井：特にレコーディングに関する知識やスキ

ルは必要ありませんが、強いて言えば、いろい

ろな音楽用語が飛び交うことになるので、それ

について勉強したり、簡単に理解しておくと良

いかもしれません。

　また、いろいろな音楽…特に洋楽を高校時代

から聴いておくと良いと思います。理由は、日

本の音楽は洋楽を参考にしている部分が多々あ

るからです。それに、「このギターのサウンドは

エリック・クラプトンみたいにして欲しい」「ヴァ

ン・ヘイレンみたいな歪んだ音が良い」「クイー

ンのブライアン・メイ風のサウンドにしたい」と

いったリクエストを受けた際に、これらのギタリ

ストのサウンドや特徴を知らないと要望に応え

ることができないので、メジャーな洋楽曲は一

通りのものを聴いておくのがオススメです。

　それから、レコーディングではパソコンを使

用します。入学後でも構わないのですが、もし

高校生のうちからパソコンを触れる環境にいる

のであれば、キーボードを速く打てるように

なっておくと良いですね。私の授業でもパソコ

ンの基礎知識に関する資料を配布しており、普

段から「早くパソコン（キーボード）の操作に

慣れてね」と話しています。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

荒井：これは、恐らくレコーディングの世界を

ご存知ない方々には想像がつかないと思うので

すが、ある楽曲をレコーディングする場合、担

当するエンジニアはメロディしか知らないんで

す。歌詞はありません。その状態からアレン

ジを施し、キーを決めて、ドラムやベース、ギ

ターといったベーシックな楽器から録音します。

ドラムやベースを録り終えたら、「じゃあ、ど

んなギターを入れていく？」「これは少し違うか

ら、こんなのはどう？」「ソロはどうする？　サッ

クスでやってみない？」といった試行錯誤をス

タジオで実践してみるんです。このように、レ

コーディングの現場では、毎回違うことが行わ

れます。我々のようなエンジニアも「何かアイ

デアはありませんか？」「ここは、どう思います？」

といった意見や感想が求められるなど、いろい

ろなやりとりや作業を通じて、1 つの楽曲が完

成する過程に携われるのが楽しいところだと思

います。何もないところから創造物を作り上げ、

組み立てていくのが一番の醍醐味ですね。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか

荒井：一番は「コミュニケーション能力」だと

思います。何を録音し、作品を仕上げるにも、

まずはアーティストと会話をし、相手の要望を

聞き出したり、完成図を共有しないといけない

ので、意思疎通を図るコミュニケーション能力

が大切です。

　2 つ目は「チャレンジ精神」です。どんなこ

とにも興味を持ち、例えば、ドラムを録音する

場合、「いつもだったら、こうやるけれど、こう

したらどうだろう？」という研究心や好奇心旺盛

な気持ちが不可欠だと思います。レコーディン

グの世界に「当たり前」はありません。録音して、

それが「良いね ！ 」と評価されれば良いので、

どんなプロセスを踏んでも構わないんです。そ

れを自分で研究し、自分なりの手法を見出せる

人が、この仕事に向いていると思います。

　3つ目は「諦めない気持ち」が挙げられます。

チャレンジ精神にも通じますが、「今回はこう

なったけれど、次はこうしてみよう！」という

風に挑戦を続け、試行錯誤を繰り返しながら、

さらに良いものを求める姿勢が大切です。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

歌や楽器を録音し、歌や楽器を録音し、
作品にする仕事です作品にする仕事です

音楽やエンターテイメントに関する職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回はレコーディングにまつわる

仕事について、専門学校東京ビジュアルアー

ツ／音楽総合学科レコーディングコースの荒

井先生に伺いました。専門学校東京ビジュアルアーツ

▲スタジオにてベースパートをレコーディング中

レコーディング
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（コード）・リズムを使ってメロディーを
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つけてみよう！

初めてでも大丈夫！
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ー ボーカリストの仕事について教えてください

村屋：一般的に知られている部分では、ボーカ

リストとしてメジャーデビューをする、というの

が大きいと思いますが、形態という観点では、

ソロの弾き語りやバンドのセンターボーカルと

して、また、最近では「歌ってみた」に代表さ

れるように YouTube や TikTok から発信し、

収入を得ている方もたくさんいます。これらが

表方の仕事だとすると、裏方は、例えば、カラ

オケで人気の楽曲に「歌入り（ガイドボーカル）」

の仕事をしているボーカリストはたくさんいます

し、アーティストのバックコーラスとしてレコー

ディングに参加したり、コンサートやテレビに出

演する方もいます。それから、我々のような音

楽専門学校でボーカル講師として学生に授業を

行ったり、ボイススクールでの講師業（ボーカ

ルトレーナー）も歌を扱う仕事の 1 つです。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

村屋：まったくのゼロから始める学生も多いの

で、知識やスキルなどを心配する必要はありま

せん。ただ、高校生のうちからやっておいた方

が良いことは、やはり「腹式呼吸」ですね。運

動部で言う筋トレのようなもので、ボールを打

つ筋肉なのか、投げる筋肉なのか、速く走る筋

肉なのか、という感じで「いかに呼吸や腹筋を

コントロールできるか？」という部分が、歌う

際の声量や声の伸びに関係します。ですので、

腹式呼吸は高校生のうちに会得しておくと良い

と言えます。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

村屋：僕はギターから始めたのですが、ボーカ

リストとして活動するようになって感じたのは、

「歌」はダイナミックでありながら、自由度が

高いということです。ボーカルは言葉とメロディ

と体全体で表現することができるパートなの

で、それで拍手をいただけたり、賞賛を浴びた

り、SNS で「いいね！」が貰えるというのは、

自分を褒めてもらっていることにつながるんで

すよね。「歌を聴いた人たちに認められている」

「自分の居場所がある」というのが 1 つの自

信になり、やりがいにつながると思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

村屋：自分の体が最強の武器であり、唯一の

ツールでもあるので、どうしても歌声を否定さ

れてしまうと、自分の人格も否定されているよ

うな気持ちになるところでしょうか。ボーカル

の場合は裸一貫で勝負をしているようなものな

ので、徐々に慣れてくるのですが、「ちょっと

音程がね」とか「高音が届いていないよね」と

言われてしまうと、とても凹んでしまうことが

あります。僕も学生を指導する際は、そういっ

た部分の伝え方に注意しているのですが、それ

らを上回るくらいに楽しいことの方が多く、自

分が作ったものを表現して、周りの人たちから

賞賛を受けるというのは、この上ない喜びと幸

せを感じる瞬間です。

ー この仕事は、どんな人にオススメですか？

村屋：感受性が豊かで、何事にも興味のある人

が向いていると思います。ボーカリストという

のは、わがままだし、寂しがり屋だし、周りの

目や世の中の流れに敏感なんですよね。でも、

そういう人種だからこそ、あまり人が気づかな

い部分を見つけることができたり、相手の気持

ちを汲み取ることに長けていると思います。「嬉

しい」とか「悲しい」という感情には何段階も

のフェーズがあるように、そういった感受性の

豊かな人は表現の度合い（バリエーション）も

豊富なので、この職種に向いているのではない

でしょうか。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3つほど教えてください

村屋：ボーカリストは歌唱法やステージでの

表現方法をどんどん進化させていけるので、

世の中の流行や音楽シーンに敏感であること

が大切です。

　2 つ目は、どんなことにも言えるのですが、

「好きなこと」をトコトン追い求めていける力

です。これが簡単なようで難しくて、ずっと続

けていくためには、やっていることを好きにな

らないといけません。

　3 つ目はアスリートと一緒で、体が「資本」

なので、トレーニングも然り、よくプロのアスリー

トが言うように、努力を努力と思わずに継続で

きる姿勢が大切です。例えば、レコーディング

の直前に喉がかすれてしまっていたら、それで

は仕事になりません。ギターやベースであれば、

弦のサビは交換すれば良いのですが、ボーカリ

ストは日々の体調管理も含め、「仕事だから」と

いう風に、普段からストイックに「自分の体を守

るぞ ！ 」という強い精神力が大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

「好き」を追求する「好き」を追求する
姿勢が大切です姿勢が大切です

音楽やエンターテイメントにまつわる職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回はボーカリストにまつわる仕

事について、専門学校名古屋ビジュアルアー

ツのミュージシャン学科／ボーカルコースの

村屋先生に伺いました。
専門学校名古屋ビジュアルアーツ

▲ボーカルの村屋先生からアドバイスを受けています

ボーカリスト
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　　　　　　　TEL：045-913-0901　info＠keionkyo.org

keionkyo.org

第3回

特別協賛：日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校
　　　　　専門学校東京ビジュアルアーツ
　　　　　ギブソン・ブランズ・ジャパン株式会社

入場無料

軽音楽軽音楽

後    援：文化庁

観覧希望の方は、
こちらのフォームから
お申し込みください


